


















































サークルクラッシャーのあの娘、ぼくが既読スルー決めたらどんな顔するだろう
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　広大な洞どう窟くつの最奥──天てん井じように打ち上げられた照明魔ま法ほうが、地じ獄ごくのような光景をまざまざと照らす。

　私は今、百はくだらない数のオークに囲まれていた。しかもその中には、確かく認にん出来るだけでも十体もの古代級エンシエントクラスがいる。

　猿さると豚ぶたと蛙かえるを掛かけ合わせたような姿は気色悪いが、オーク自体は珍めずらしくもなんともない。けれど、百体規模の群れなんて、話に尾おひれのつく酒場でだって聞いたことがない。

　それに何より古代級エンシエントクラスは、目にした瞬しゆん間かん、心臓が止まるかと思った。

　オークがせいぜい人間の女子供くらいの背せ丈たけなのに比べ、古代級エンシエントクラスはもはや同じ種族と思えぬほどの巨きよ体たい。上背は十メートルを超こえ、その腕うでも胴どうも筋肉でパンパンに膨ふくれ上がっている。

　見た通りの怪かい力りきで、翼よく竜りゆうの翼つばさを素す手でで引き千切るという。その上独自の魔術体系まで操あやつるというのだからたまらない。

　軍を擁ようする都市国家が、たった一体の古代級エンシエントクラスに一夜にして壊かい滅めつさせられたのは有名な話。

　そして、その古代級エンシエントクラスの取り巻きのオークたちによって、その国の姫ひめが慰なぐさみ物にされたというのも有名な話──。




　近くに宝が眠ねむるダンジョンがあると、町の酒場で聞いたのが事の始まり。

　そして偶ぐう然ぜんにも、まだ誰だれも足を踏ふみ入れていなそうな隠かくし通路に気付いてしまったのが運の尽つき。

　きっとお宝があるぞと、意い気き揚よう々よう隠し通路を進んだ先は、オークたちの魔窟だった。

　旅団サークルのみんなで必死に逃にげたけれど、一人、また一人と姿を消して──気付いたら、私一人になっていた。




　この窮きゆう地ちを打破する魔法はない。私は剣けん士しだから。

　そのくせ身を守る剣はない。オークたちの石せき斧ふにへし折られたから。

　服も装備もボロボロ。背中もお腹なかも丸出しで、ひしゃげた胸当てが辛かろうじて胸を隠している。ブーツも脱ぬげて、素足はズタズタ。

　革かわのパンツもビリビリに破けて、露あらわになった太ふと腿ももがオークたちを喜ばせている。興奮したオークのけたたましさと、おぞましさときたらない。

　私はこれから、彼らの性せい欲よくのままに陵りよう辱じよくされるのだ。

　そしてそれが済んだら食欲のままに貪むさぼられることになるのだ。

「……ぐすっ、ひっく……いや……死にたくない……っ」

　恐きよう怖ふで頭が焼き切れそうだ。舌を嚙かんで死んでしまおうか。

　そんなことを考えているうち、流れ出した汗あせと涙なみだが、全身に塗ぬりたくっていた芳ほう香こう薬を洗い落としてしまう。

　辛うじて私をオークから守っていた頼たのみの綱つな──モンスター除よけの芳香薬を……。

　ぬっ、と。

　粘ねん膜まくに覆おおわれた無数の腕が、私の身体からだに伸のびてくる。

「やめて！　いや……、いやぁぁああああ！」

　身じろぎし、必死にばたつかせる手足を、オークたちはむんずと摑つかみ、長く太い舌を這はわせる。

　胸当ても乱暴に剝はぎ取られ、胸が露わになった。

「あ、あっ、うっ──いやぁ……！」

　そして一体のオークが、私の下腹部に腰こしを近づけて──、




　そのオークの首が──いや、私に群がるオークすべての首が刎はね飛んだ。




　享きよう楽らく的だったオークの鳴き声が、怒いかりと警けい戒かいの雄お叫たけびに変わる。

　呆あつ気けにとられていると、声が降ってきた。

「──こんな奥にいたのか。手間掛けさせやがって」

　身体を起こすと、見知らぬ騎き士しが一人、私に背を向け立っていた。

　燦さん然ぜんと輝かがやく白きマントの裾すそからは、血を滴したたらせた剣先が覗のぞく。

　首をひねってこちらを振ふり向く横顔は、息が止まるほどの美形だった。

　口くち許もとに浮うかべる勝ち気な笑えみには、人を惹ひきつけてやまない華はながあった。

　そして、

「……ふっ、人間の女を助けたと思ったのに、間ま違ちがえてオークのメスを助けちまったか」

　その騎士はとても口が悪かった。

「……いや、人間ですけど」

「へえ、そう。悪い悪い。泣き顔が不細工だし、ボロ纏まとってるし。てっきりな」

「…………」

　ありえないくらい口が悪かった。

　けれど、

「みっともないものを俺に見せるな。……これで隠しとけ」

　その騎士は、ほとんど裸はだかにも近い私に、自分のマントを投げて寄よ越こしてくれた。

「あ、ありがとう、ございます……」

　私はそのマントを手た繰ぐり寄せ、礼を言う。

　そしたらその騎士は、私の顔をまじまじと見て、にっと歯を剝むいて笑った。

「……本当だ。泣き止やんじゃえば、ちゃんと可愛かわいい女の子じゃん」

　惚ほれた。




　そしてそれから先の光景を、私は一生忘れない。

　すべてが瞬またたく間に起きた。




　仲間をやられて激高し、一いつ斉せいに襲おそい掛かってくるオークの群れ……騎士は悠ゆう然ぜんと歩を進める。

「俺はな、俺以外の男が女を泣かせるのは許せない質たちなんだ」

　そして長剣を一いつ閃せん、二閃と疾走はしらせると、十、二十というオークが、血ち煙けむりを上げた。

　目を瞠みはる剣技に、ますます惚れた。




「──いやー、君は白のマントより黒のマントのほうが似合うと思うなー！　白だとあの、あれ、色が喧けん嘩かしちゃって……うん、そんな感じだからほら、俺のと交こう換かんしてあげるよ！　ほらほら、遠えん慮りよせずに。ね？」

　また新たな声が降る。

　騎士の仲間か、黒魔道士と思わしき装よそおいの男がどこからともなくふらりと現れた。

　そして騎士が私にくれた白いマントを、わざわざ自分の黒いマントと交換しようとしてくるのだが……。

　そのいやらしい目つきと、ぷくりと膨らんだ鼻の穴は、明らかに狙ねらいが私の身体にあることを示していて、私とその黒魔道士はマントの引っ張り合いになった。

　するとその隙すきを突ついて、オークがこちらへ雪崩なだれてくる。

「今いいとこなんだから邪じや魔ますんな！　煩ぼん悩のうまみれの淫いん獣じゆうどもめ！　恥はじを知れ！」

　自分のことは棚たなに上げ、黒魔道士はオークを口くち汚ぎたなく罵ののしった。

　するとまるでそれが魔術詠えい唱しようであったかのように、足元に展開される魔ま法ほう陣じんの光こう芒ぼう。

　その光の圏けん内ないに踏み入るやいなや、オークは絶ぜつ叫きようを上げながら消し炭となった。




「お二人サ～ン？　この先にさらにシークレットなルートがあるみたいデース！　お宝のスメルがぷんぷんシマース！　いい意味でクサーイ！」

　この地獄のような状じよう況きようにそぐわない、ひどく吞のん気きな声が、どこからともなく聞こえてきた。

　姿こそ見えないが、この独特な片言はエルフだろうか。

　そう見当をつけた直後、鋭するどい矢音が洞窟内に反はん響きようした。

　とある一体の古代級エンシエントクラスの周囲に、屑くず星ぼしのような瞬きが煌きらめいて──。

　次の瞬間、古代級エンシエントクラスの巨体が、穴あきチーズみたいに無数か所穿うがたれ、崩くずれ落ちた。




　それを目まの当たりにした他ほかの古代級エンシエントクラスが怒ど号ごうを上げる。

　人語からは程ほど遠とおい、耳みみ障ざわりな呪じゆ詛そを吐はいた。

　すると不気味な燐りん光こうが古代級エンシエントクラスから立ち昇のぼり、光の紋もん様ようが宙を走る。

　十中八九、突とつ如じよ現れたこの外敵たちを排はい除じよするための魔術だろう。

　が、それはあえなく不発に終わることとなる。

「アーハァン？　あのビッグオーク、どうやらマジックをぶっ放すつもりのようデース。ボクがば～っちり援えん護ごするので、やっちゃってクダサーイ！　シイナ！」




「──たわけ。お主の援護が必要だったことなど、これまで一度もないわい」

　一つの影かげが、古代級エンシエントクラスの目と鼻の先に躍おどり上がった。

「オークよ、魔術になど頼たよるでない。折角の恵けい体たいが勿もつ体たい無いじゃろうが。ここはひとつ、儂わしと力比べをせんか？　なあ」

　しなやかに引き締しまりつつ、胸から臀でん部ぶにかけて美しい起き伏ふくを描えがくボディラインは、女性のそれ。

　ただひとつ、その女の人のシルエットには特異な点がある。

　右腕だけが、異様なまでに大きく、そして角ばっていた。

　よくよく見れば、身体のサイズにあまりに不釣つり合いな、馬ば鹿かでかい鋼鉄の装そう甲こうを腕にしている。

　文字通りの鉄てつ拳けん──女の人はそれで、古代級エンシエントクラスをただ殴なぐった。

　正確に言えば、殴った〝らしい〟。

　私には腕うでを引く予備動作と、殴り終わった後の残心しか見えなかった。

　それほどの拳速と、そして威い力りよくだった。

　女の人が鉄拳を振り抜ぬくと、古代級エンシエントクラスの岩のような頭部が、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。




　たった四人の人間が、このオークの群れを圧あつ倒とうしていた。




「…………」

　言葉を失った。目を疑った。こんなに強い人間が世界にはいるのか。

　私を取り囲んでいたオークを事も無げに一いつ掃そうした騎士は、他の三人に声を張る。

「ケケ、アハト、シイナ！　ここはもう俺一人で片付けるから、先行ってお宝だけ回収してきてくれ」

「ケケ、アハト、シイナ……？」

　騎士が口にした名に、息を吞のむ。それらはどれも覚えのある名だった。

　いや、曲がりなりにも冒ぼう険けん者しや旅団サークルに身を置く人間で、彼らの名を知らない者はいないはずだ。

「あなた方はもしや、〝軍資に一番近い旅団サークル〟!?　ということは、あなたはルシオン・メナード様……!?」

「ああ。もうそう遠くない未来には、俺たちは〝軍資を手に入れた旅団サークル〟って呼ばれてるから、もうそっちで覚えといていいぜ。──それと、あんたのお仲間も全員助けてやったから安心しろ」

　最初はなんて口が悪いのだろうと思ったけれど、それも納なつ得とくだ。

　憎にくまれ口や大口を叩たたくだけの資格が、実力が、この人にはある。

「……あれ？　でも、〝軍資に一番近い旅団サークル〟って、確か五人だったはずじゃ……」

　しかし私はふと疑問を覚えて訊たずねる。

　自分の記き憶おくが確かなら、もう一人いたはずだ。大陸中の冒険者旅団サークルから、憧しよう憬けいと羨せん望ぼうと対たい抗こう心の眼まな差ざしを向けられる、このドリームチームには……。

「ああ。もう一人なら──」

　言ってルシオン様は、地上に思いを馳はせるように、遠い目で天てん井じようを仰あおいだ。




　　　　☆




　山やま間あいの草原に、洞どう窟くつがぽっかりと口を開けている。

　その縁ふちを覗き込むようにして、捻ねじれた木が一本生えていた。

　ぼくはその木の幹を背もたれにして、革かわ張ばりの本を読み耽ふける。

　著者はカルルク・ノンクル。タイトルは『湖上の星せい霊れい歌か』。とある王家の栄えい枯こ盛せい衰すいを主しゆ軸じくに、人間感情の機き微びを巧たくみな筆ひつ致ちで書き上げた大河小説の名作だ。

　物語を先へ先へと急せかすように、ページを繰くる手に爽やかな風が吹く。数刻ほど前にルシオンたちが担かつぎ出してきた遭そう難なん者たちも、みんなすやすやと寝ねているから静かなものだ。

「──……ーい。……おーい、ユーリ」

「──ヘイ、ユーリ！　見てくだサーイ！　ゲット・ザ・マネーデスヨー！」

　名を呼ばれ、物語に没ぼつ頭とうしていた意識を掬すくい上げられ、顔を上げる。

　古ぼけた木箱を担いだルシオンとアハトが、洞窟から出てきた。きっとその木箱の中身はお値打ちものだろう。

　そのあとに続くのは手ぶらのケケと、見知らぬ女の人を抱だいたシイナさん。

　……よくよく見るとその女の人は、ルシオンのマントを身に纏って、じーっと熱い視線をルシオンに向けている。

　ルシオンにピンチを助けられて惚れちゃったとか、そんなんだろうなぁ……。

　ともあれお宝に遭難者の最後の一人と、お目当ての物は漏もれ無く手に入れられたようだ。

　ぼくは本を鞄かばんにしまい、旅団サークルの仲間たちを迎むかえる。

「おかえり」

　ぼくの名前はユーリ。

　この旅団サークルの白魔道士──要は回復補助担当だ。

　と言っても、彼らはモンスターに手こずることもなければ、怪け我がをすることもそうそう滅めつ多たにないわけで……。

「……何が『おかえり』だ、この野や郎ろう……！　こっちはお前が本読んでデュフデュフ言ってる間、汗あせ水みず垂らして働いてたんだぞ……！　この給料泥どろ棒ぼうがっ……！」

「ええ～……ケケ、めっちゃ機き嫌げん悪いんだけど……。なんかあったの？　ていうかぼく、デュフデュフなんて言わないし……」

「心配ご無用デスヨー、ユーリ。いつものルシオンへのやっかみデース」

　アハトはフォローしてくれたけれど、ケケに八つ当たりされてしまうのもまぁ仕方ない。

　なにせ化け物揃ぞろいのこの旅団サークルにおいて、ぼくはろくに仕事もない閑かん職しよくなのだから。
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「はいはい皆みなさん、行き渡わたりマシタカ～!?　それでは乾かん杯ぱいの音おん頭どゥを、ボクがとらせてもらいマース！」

　まだ宵よいの口ではあるものの、すでに酒場は赤ら顔の男たちで埋うめ尽つくされて、大いに賑にぎわっていた。その雑多で猥わい雑ざつな活気に負けないように、アハトが意い気き揚よう々ようと声を張る。

　手に持つのは、麦酒ビールがなみなみと注がれたコップ。

　目の前のテーブルの中央には、こんがりと焼かれた子こ豚ぶたが丸一頭寝そべって、それを囲むように、豪ごう勢せいな料理が食べきれないほど並んでいる。

「今回モ～ゥ、我われらがミスフルボッコ、シイナa.k.a女め神がみのグーパンによってェ～、オークファミリーは離り散さんというか四散というか爆ばく散さんしてゴートゥーヘルしマシタ～！　お宝を無事ゲット出来たのもォ、ひとえにシイナのおかげデ～ス！」

　お宝を手に入れた時は、こうしてみんなで豪勢な食事を囲み、酒しゆ宴えんを開く。

　ちなみにオークの巣の奥で見つけたお宝は、オークが溜ため込んでいた魔鉱石。

　街の商館に持ち込んだところ、五等分しても二、三か月は遊んで暮らせるくらいの額にはなった。まずまずといったところだろう。

「もしもシイナがいなかったらァ、ボクたちはもっとも～っと苦戦していたことでショウ。ですのでェ、ここはひとつ乾杯の前に一人ひとりィ、シイナの強さと美び貌ぼうを称たたえる詩歌ラツプを１ヴァースずつ即興フリースタイルで──」

「……のう、アハトや」

「ア～ハァン？　なぁに？　シイナ」

「儂の麦酒の泡あわがこれ以上減るようなら、その分貴様に泡を吹いてもらおうと思うのじゃが、構わぬな？」

「!?　なんでヨー!?　ボクはただ純じゆん粋すいに、シイナを褒ほめちぎっていい気分になってほしかっただけなのニ……。一体いつになったらシイナは心を開いてくれるノ……？　オーウフ……オーウフ……」

　咽むせび泣くアハトと、つれないシイナさん。

　こんなやり取りもいつものことなので、ルシオンが乾杯の続きを引き取った。

「それじゃ、七しち氏し族ぞく軍ぐん資しの前の、行き掛がけの駄だ賃ちんを祝して乾杯」




　およそ二十年前、七つの氏族の連合と、とある魔ま族ぞくとの間で大戦争が起きた。連合側の盟主の家名にちなんで、ハイウェザー戦せん役えきと呼ばれている。

　このハイウェザー戦役において、七つの氏族は連合の共同軍資としてそれぞれが兵へい站たんを提供した。これが七氏族軍資だ。

　七氏族軍資には莫ばく大だいな軍資金はもちろんのこと、特とく殊しゆな効能を発揮する兵ひよう糧ろうや、伝説級の武器に防具、この世に二つとない不思議な魔道具や、特殊技能や特異体質を持った人材に至るまでが含ふくまれていた。

　……が、終戦と同時に、七氏族軍資はその多くを消費し切らぬまま、そっくりそのまま忽こつ然ぜんと消えた。

　連合の各氏族は血ち眼まなこになってその行方ゆくえを追った。

　そして、ハイウェザー戦役とは何ら無関係の冒険者たちも後に続いた。遺失物となった莫大な財宝を横取りするために。

　かくして冒険者時代が幕を開け、はや二十年……ぼくらの旅団サークルが結成された。




「──いやだからさ、一言相談欲しかったなーって話。あの女を助けるの、俺でも良かったじゃん？　次からは多数決で決めよ？　そうしよ！」

「多数決だと確実にお主は負けるがの」

「まだそのこと根に持ってるのかよ、ケケ……。仕方ないだろ。お前より先に俺があの子を見つけちまったんだから」

「うんうん。いやね、百歩譲ゆずってルシオンが先に見つけたのはいいとしても、マントなんて貸す？　マントってあれ、思ってる以上に不衛生だからね？　それを裸はだかの女性に渡すだなんてデリカシーに欠けるでしょ？　ああいう時はハンカチーフを渡すのが正解だと思うんだよね、真のイケメンなら。それが出来ない奴やつは雰ふん囲い気きイケメンだよ。うん」

「ハンカチだと、頭隠せても尻しりはフラッシュ！　──じゃないデスカ～？」

「ケケはどうあっても女子おなごの生身を拝みたいようじゃな。虫むし酸ずが走るわ、この下げ衆すめ」

「うぐっ……。や、やだなぁ下衆じゃないよ？　……雰囲気下衆だよ？」

「ＨＡＨＡＨＡぁ～！　下衆であることを否定できてないデスネー」

「そもそも雰囲気イケメンってわりと褒め言葉だしな。ありがとよ、ケケ」




　会話を聞く限りではとても信じられないかもしれないが、ルシオンもケケもアハトもシイナさんも、それぞれがそれぞれの職種で最さい高こう峰ほうの実力者として名の知れた猛も者さたちだ。

〝閃せん刃じんの剣けん聖せい〟こと、騎き士しルシオン・メナード。

〝闇やみの寵ちよう児じ〟こと、黒魔道士ケケ。

〝落涙テイアをドロ射ツプる・ア剛ーチ弓ヤー〟こと、狩人かりゆうどアハト・ヘム・クーファー。

〝鉄てつ腕わん無む双そう〟こと、武道家シイナ・リュウゼンイン。

　そして、〝なんともない白魔道士〟こと、ぼくユーリ……。

　過去、七氏族軍資を狙ねらって結成された冒ぼう険けん者しや旅団サークルは数あれど、こんな有名人ばかりで編制された旅団サークルはなかったのではないだろうか。

　だからぼくらは巷ちまたで〝軍資に一番近い旅団サークル〟と呼ばれ、この冒険者時代に終しゆう止し符ふを打つだろうと噂うわさされている。

　……正直、手て前まえ味み噌そながら、それはぼく自身もそう思う。

　これだけの面子メンツで見つけられないお宝なら、多分他ほかの旅団サークルにも見つけられない。




「──あはは。それじゃ、ぼくはそろそろ休もうかな」

　食事が済み、みんなのお酒も進み、場が盛り上がってきたのを見計らって、ぼくは席を立つ。

「！　……え～!?　ちょ、みんな、そんなことよりユーリに注目！　こいつもう休むとか言ってる！　どう思うー!?　ノリ悪くな～い!?」

「……ケケ、自分の風向きが悪いからって、ぼくに矛ほこ先さき向けようとするのやめてくれる？」

　元々ケケはこういう性格だけれど、今はお酒も入っているから面めん倒どうくささは倍増だ。

　旅団サークルのみんなとのおしゃべりは嫌きらいじゃない。

　けれど、お酒が入るとやっぱり会話の波長というか温度に齟そ齬ごが出始めて、楽しさよりも気き疲づかれが勝ってしまう。というのも、ぼくはお酒に弱くて一口も飲めない。乾杯もぼくだけは葡ぶ萄どうジュースだった。

　だからぼくはこういう時、腹はら拵ごしらえが済んだらさっさと引き上げることにしている。

　そしてそのことはみんなも理解してくれている。

「グッナイデース、ユーリ」

「お疲れ」

「うん、おやすみ」

　アハトとルシオンに挨あい拶さつを返し、視線だけ寄よ越こすシイナさんには会え釈しやくを返し、ぼくは酒場の上階──宿部屋へと上がっていく。

　自分の部屋に入ると、法衣を脱ぬいで、寝ね間ま着きに着き替がえる。

　そして月明かりが差す窓まど際ぎわのベッドに上がり、枕まくら元もとのバッグを漁あさった。

　中から取り出したのは一冊の本──愛読書、カルルク・ノンクルの『湖上の星せい霊れい歌か』。

　胡座あぐらをかいて、膝ひざの上にそれを広げる。

　遠巻きに聞こえる酒場の喧けん騒そうが、遠のく。

　ぼくは一人、物語の世界へと没ぼつ入にゆうして、夜を過ごす。




　　　　☆




　一夜明けると、酒場は落ち着いた雰囲気の食堂と化し、宿しゆく泊はく客に昼食を振ふる舞まう。

　ぼくもスープをすすっていると、食堂の扉とびらがギギイと鳴いた。

　肩かたまである烏からす羽ば色の髪かみを搔かき上げながら、一人の女の人が入ってくる。それも、とびきりの美人。

　ただしその美しさは可か憐れんな花や、優ゆう雅がな蝶ちように喩たとえられる類たぐいのものではない。

　言うなれば、狼おおかみ。周囲を射い竦すくめるような鋭するどい目つきや、引き結ばれた唇くちびるは、近寄りがたい雰囲気を醸かもす。

　事実、宿泊客たちもその美貌に目を奪うばわれながら、ちらちらと盗ぬすみ見するに留とどめていた。

　かくいうぼくも盗み見みたいな感じだったのだけれど、その美人──シイナさんとしっかり目が合った。

　シイナさんはカウンターでパンとスープを受け取ると、当たり前のようにぼくの向かいに腰こし掛かけて、黙もく々もくと食事を始める。

　装備の鉄腕を外し、髪も濡ぬれているのは、水浴びをして汗あせを流してきたからだろう。

「…………」

「…………」

　会話のない食事……シイナさんは平然としているけれど、ああ気まずい。

　ふと見ると、パンを口に運ぶシイナさんの手に、擦すり傷や切り傷がいくつもついていた。

　会話の糸口をようやく見つけて、ぼくは話し掛ける。

「……鍛たん錬れんしてきたんですか？」

「うむ」

　シイナさんは空き時間のほとんどを自己鍛錬に充あてている。

　ダンジョンの攻こう略りやく明けということで、旅団サークルとしては今日は休日。天気もいいし、シイナさんとしては絶好の鍛錬日和びよりなのだろう。

「……手。……えと、その手の傷、治します？」

「この程度は傷とは言わん。唾つばをつけるのすら勿もつ体たい無いくらいじゃ」

「あ、そう、ですよね。すみません……」

　やっぱり差し出がましかったか。まぁ、常人なら死んでるような怪け我がを負ってもケロッとしてるような人だしね……。

「いや、気き遣づかい痛み入る」

　ぼくが謝ると、シイナさんは言葉短ながら軽く目礼を返してくれた。ただやっぱりどこか素っ気なく、ぼくとしては恐きよう縮しゆくしてしまう。悪い人じゃないんだけどなぁ……。

　シイナさんのこの物腰は、性格というより武道家としての心構えに由来しているらしい。

　武道家たるもの感情に囚とらわれることなく常に冷静沈ちん着ちやくで平常心を失わず……とか何とか。

　実際、シイナさんが狼狽うろたえたりしてるところを、ぼくは見たことがない。

　身も心も武道に捧ささげ、ただひたすら強さを追求するそのストイックさとクールさには、本当に感心する。……もっとも、それが近寄りがたさの原因でもあるのだけれど……。

　しかしシイナさんとの緊きん張ちようのツーショットも、そう長くは続かなかった。

「グッモーニン、ユーリ！　エーンド、マイスイートハニー、シイナ～！　さっきボクの夢に会いに来てくれたの、嬉うれしかったヨー！」

　救いの声が飛んでくる。夜よ更ふけまで飲んでいただけあって、今この時間の起き床しようらしい。

　見ればアハトが宿部屋のほうから階段を下りてくるのだった。

「おはようアハト。もうお昼だけどね」

「……眠ねむったまま二度と起きてこなければよかったのにのう……」

「!?　起きるヨー！　何度デモー！　七転びヤツアタリの精神ダヨー！」

「……〝八や起おき〟じゃ、たわけ。転ぶ度に八つ当たりされたらたまったもんじゃないわい。やはりお主、一生寝とれ」

「Ｏｈ……人じん語ご、ムツカシィ……そのくせシイナの辛しん辣らつな言葉は全部わかっちゃう不思議ミステリー……」

　シイナさんの痛烈な返しに、アハトは眦まなじりに涙を光らせ、尖とがった耳をしおれさせた。

　耳の形状と独特な片言からもわかる通り、アハトはエルフ族だ。エルフは人間とは異なる言語体系を母語としているため、人語で話すと大たい抵ていこんな感じの訛なまりや言い間違いが出たりする。

　そのうえ人ひと柄がらが人柄だし、この長身瘦そう軀くだ。今ひとつ頼たよりなげに見えるが、これでも超ちよう一いち流りゆうの狩人で、弓の腕は冠かん絶ぜつを誇ほこるのだから人は見かけによらない。

　そしてそんなアハトが心底惚ほれ込こみ、猛もうアプローチを掛ける相手がシイナさんというのもまた面おも白しろい話だ。それこそ七転び八起きの精神で、いつかその気持ちが報むくわれるといいけど……傍はたから見てる感じでは望みは薄うすそうだ。

「ユーリは今日もいつものか？」

　シイナさんはアハトを捨て置き、ふと訊ねてきたので、ぼくは答える。

「はい。いい感じのお店がいくつかあるみたいなんで、回ってみようかなぁと」

「そうか。儂わしには今ひとつ理解できんが、ユーリのそれもまた求道のひとつなのじゃろう……。よい一日をな。儂ももう行く」

　言ってシイナさんは席を立つ。アハトも飼い犬のようにそれに続いた。

「鍛錬？　シイナ鍛錬!?　ボクもお供するヨー！」

「……ふむ。まぁよかろう。儂は自己を高めようとする同志のことは拒こばみはせん。切せつ磋さ琢たく磨まは強者への近道じゃ」

「イェスイェース！　でもちょっとタンマデス！　ランチ食べさせてクダサーイ！」

「無用じゃよ。どうせすぐ吐はくことになる」

「Ｏｈ……ハードな鍛錬の予感……プリーズ手加減、ストップかわいがり……ＯＫ？」

　そうして二人は連れ立って、酒場を出て行った。

　その背中を目で追っていると、さっきまでシイナさんが座っていたぼくの向かいに、どかりと誰だれかが腰を下ろした。

「おっす」

　先ほどシイナさんが姿を現した時には、男性客が水面下でざわついた。けれど今ぼくの目の前に座った男は、調理場のご婦人や給きゆう仕じの娘むすめさんたちを色めき立たせた。

　街を歩けば女の子は誰もが振り返るほどのイケメン。

　常に絶やさぬ不敵な笑えみは、自信の表れなのだろう。

　整えられた髪や街歩きに適した軽装を見るに、これから出かけるつもりなのか。

　ルシオンがぼくの向かいに腰を下ろしたのだった。

「おはよう」

「ああ、昨日は大変だったぜ。ユーリとシイナが部屋戻もどってから、ケケにスイッチ入ってな。服脱ぎ出すわ給仕の子にセクハラかますわ吐くわで大おお荒あれ」

「あー、鬱うつ憤ぷん溜たまってたからねぇ」

　ルシオンの話に相あい槌づちを打ちつつ、ぼくの意識は別に向いていた。

　視界の端はしで、何やら給仕の娘さんたちが集まってジャンケンをしている。そして勝った子がきゃっきゃとはしゃいで、ルシオンの前にある空の食器を下げに来た。シイナさんが残していったものだ。

　そのついでに、給仕の子がルシオンに声を掛ける。

「あのぉ、お食事はいかがですか？　すぐにご用意できますよ？」

「いや、平気」

　素っ気ないルシオンに、給仕の子はちょっと残念そうにしながらも、一言言葉を交かわせただけでも嬉しいのか、浮うかれた様子で戻っていく。

「……お昼食べないの？　おいしいよ」

　給仕の子へのアシストの気持ちもちょっとあり、ぼくが勧すすめると、ルシオンは肩を竦すくめて頭かぶりを振った。

「食いたいんだけどな、今日はこれから昼飯に招かれちまってて」

「？　誰に？」

　ぼくは訊たずね返したが、ルシオンから答えを告げられるより早く、そのお相手は姿を現した。酒場の玄げん関かんが開かれて、一人の女の人が顔を覗のぞかせる。

　その人はきょろきょろと酒場を見み渡わたし、ルシオンを見つけるやいなや、赤面してもじもじし始めた。それは昨日のダンジョンでルシオンが助けた、例の冒険者さんだった。

「断ったんだけどな、どうしても礼がしたいってうるさいから、ちょっとご馳ち走そうされてやってくるわ。あーあ、めんどくせ」

　ケケが聞いたらよくて発はつ狂きよう、最悪憤ふん死しするんじゃないかというこんな台詞せりふも、違い和わ感かんなく様になっているのだからほんとすごい。

　ルシオンは軽いため息とともに席を立ち、女の人と出て行った。

　……ま、あれだけ容姿端たん麗れいで、当世一の剣けん士しの呼び声すらあり、おまけに身分もある男だ。女の人が放ほうっておくはずがない。

　そう、ルシオンはとある地方都市の領主の息子むすこ──いわば王子様でもあるのだ。

　そして故郷に美人の許嫁いいなずけがいるらしいというのも有名な話。

　そのためかルシオンは意外にも身持ちが固く、このモテっぷりにして醜しゆう聞ぶんを聞かない。

　むしろ、ルシオンにまったく相手にしてもらえず、指一本触ふれてもらえないままあしらわれたという報告を多数耳にするくらいだ。

　ま、もちろんルシオンの行動を逐ちく一いち把は握あくしているわけでもないので、ぼくらの目が届かないところでよろしくやっているのだろうけど。

「──……ーリぃ～……。……ユーリぃ～……。……おぉい……た、すけ、て……」

　ふと、ぼくの名を呼ぶ、か細い声に気付いた。

　声のする方──テーブルの下を覗き込む。

　するとぼくの脚あしの間から、死人のように血色の悪いケケが、ぼくを見上げていた。

「うおぅ!?　ビックリしたー！　何してんの!?」

　ぎょっとして飛び退のくと、ケケはずりずりと這はうようにしてテーブルの下から出てくる。

「き、気持ち悪い……うっぷ……頭、割れそう……くそっ、世界が、憎にくい……！　俺が何をした……！」

「……何したってお酒飲み過ぎたんでしょ。自じ業ごう自じ得とくだから世界を憎まないであげて」

　何事かと思えば、ただの二日酔よいか。

　ぼくは呆あきれつつケケの手を摑つかみ、ちょっと力を込め、ぐいっと引いてやる。

　すると、

「──ふー……いやー、この旅団サークルはユーリ君でもってるようなもんだよ。これからもよろしく頼たのむよ？」

　ケケはすくっと立ち上がり、すっかり元気になってぼくの肩かたを揉もみ始めた。昨日はぼくのこと給料泥どろ棒ぼうとか言ってたのに、ほんと調子いいなこの人……。

　白けた視線を向けると、ご機き嫌げん取りがまだ足りないと見たか、がしっと肩を組んでくる。

「よし！　それじゃあ今日はいつもお世話になってる礼に、ユーリ君を綺き麗れいなおねえちゃんがいるとこに連れてってあげようかな！　さ、行こう！」

　決まったとばかりにぼくを引っ張っていくケケ。

　ぼくはぎょっとして、その腕を振ふりほどく。

「い、行かない行かない！　っていうかこれから!?　今真昼だけど!?」

「ふふ、いや、それがさ？　思った以上にこの町の色街栄えてて、昼間から営業してるお店なんかもあったりして。しかも結構女のレベルも高いのよ。……昨晩俺が飲み過ぎたのもそのせいだからね!?　名めい誉よのために言っとくけど！」

「名誉回復になってるかなぁそれ……。ぼくはいいって。ケケ一人で行けばいいじゃん」

「えー？　なんでー？　ねえちゃんがいる店って言ってもあれよ？　接待だけしてくれるやつよ？　それだったらユーリでも行けるでしょ？　別に酒飲まなくたっていいんだし」

「……いいってば。ぼくはそういうの興味ないから」

「バッキャロウ！　女に興味ない男なんていない！　いいかユーリ！　俺には噓うそをついてもいい……けど、自分にだけは噓をつくな！」

　なんか、給仕の女の子たちの方をちらちら見ながらキメ顔で言ってるけど、全然かっこよくないです。

　ともあれケケがしつこいので、ぼくはため息をつきつつ答えた。

「……わかったよ。噓つかない。本音を言えば、女の人に興味ある」

「でしょー!?」

「でも苦手なんだよ。何話していいかわかんないし、緊張するし、気を遣つかうし、楽しめないから」

　少し気き恥はずかしいけど、それは本当。

　生まれ育ちが女によ人にん禁制の教会だったせいか、ぼくはとことん女の人に免めん疫えきがない。

　それこそぼくの生しよう涯がいで、気き兼がねなく話せる女の人といったら故郷の幼おさな馴な染じみくらいのもの。

　実はシイナさんに緊張するのも、シイナさんが女性だからというのも多分にある。

「……そうか」

「うん」

　トーンダウンするケケ……これでわかってくれたかな？　と思いきや、ケケは偉えらそうにふんぞり返り、ニヤニヤ笑ってぼくの肩を叩たたき始めた。

「そうかそうかぁ～。ユーリ君は女が苦手かね。うぅん？　まぁ仕方ないなぁ。ユーリ君は童どう貞ていだもんなぁ？　童貞だと、本番はおろかおしゃべりすらハードルが高いかぁ～。いや～、無む茶ちや言って童貞なさい。──あ、間ま違ちがえた。ごめんなさい」

「…………」

　わざわざ『童貞』という言葉にアクセントを置き、さも自分が格上であるかのようなこの物言い……それはもう見事なマウンティングだった。

　はー……殴なぐりたい……。

「それじゃ、俺一人で行ってくるから！」

　ケケは上機嫌で酒場を出て行ったが、ぼくの胸はモヤモヤしたままだ。

　別にぼくだって好きで童貞なわけじゃない。やむにやまれぬ事情がある。

　そもそも童貞だから女の子が苦手なんじゃなくて、女の子が苦手だから童貞だというケースだってあるはずだ！

　女の子が苦手というのは生来の資質、もしくは持病みたいなものであって、不ふ可か抗こう力りよくなのだから、人に笑われる謂いわれはないはずだ！

　……って、不毛な自己弁護はやめよう。

　ケケは富と名声を手に入れて女の人にモテたいという理由だけで七氏族軍資を探し求めているような、筋金入りの女好き。ぼくとは価値観が根本的に違う。別にケケの価値観を否定するつもりもないけれど、そんな人の言葉で腐くさるのもあほらしい。

　ケケの生き甲が斐いが女性にあるのなら、ぼくはぼくの生き甲斐を全うしよう──。

　残りのスープを飲み干して、席を立つ。するとすぐに給仕の子たちが食器を下げに来た。

　すれ違いざまに、給仕の子たちがヒソヒソと話しているのが漏もれ聞こえてくる。

「──ルシオン様、噂うわさ通りに超ちようイケメンだったけど、あのケケっていう黒くろ魔ま道どう士しも噂通りでキモかったね～。なんか色街でもやらかして、何店か出禁になったらしいよ」

「え～、キモい～！　あたしああいう男、生理的に無理～！」

「ね～？　いくら有名人でもあれはないよね～。視界に入れるのも、入れられるのも嫌いや～」

　自分だってこんなに女の子からの印象悪いのに、よくもあんな上から目線になれたものだ。

　けど……ああ、なんでだろう……。

　ケケの悪口を聞いてると、溜りゆう飲いんが下がるどころか無む性しように胸が痛いです……。




　　　　☆




　例えばケケは女の人にモテたくて七氏族軍資を追い求めているように、旅団サークルのみんなにもそれぞれ七氏族軍資を探す理由がある。

　ぼくは何かというと、富でも名声でもない。ましてや伝説の武具や防具、不思議な魔道具といったものでもない。

　ぼくは、七氏族軍資に紛まぎれていると噂される、とある物語を狙ねらっている。

　その物語というのはハイウェザー戦せん役えきに従軍した戯ぎ曲きよく家かによって書き下ろされた戦記物語なのだが、七氏族軍資とともに完成原げん稿こうが消えてしまったのだと著者本人が死し没ぼつ間ま際ぎわに漏らし、今では幻まぼろしの遺作として読書家や蒐しゆう集しゆう家かたちの間で語り草となっている。

　タイトルは『ガーネッシュ戦記』。

　著者はカルルク・ノンクル。

　つまり『ガーネッシュ戦記』とは、ぼくがもっとも敬愛する作家の、誰だれも読んだことのない遺作なのだ。

　それを手に入れるのが夢で、ぼくは七氏族軍資を探しているというわけなのだが……カルルク・ノンクルの著作に限らず、ぼくは本に目がない。

　本こそが生き甲斐だと胸を張って言える。

　なので──、

「──うは～！　すごい！　知らない作家さんばっかりだ！」

「ほっほ。ええ、この店は私の道楽でやっとるもんでしてな。せっかくの道楽ならばと、品しな揃ぞろえを趣しゆ味みに振り切っとるんです。おかげで来るお客は皆みな、好きモンですわ」

「へえ～……じゃあこの棚たなの本全部ください」

「!?　……ご、豪ごう気き……っ！」

　町の一角でひっそりと営業する古書店。

　そのカウンターに、見る見る積み上がっていく本の塔とう──お買い上げ決定の戦利品たち。

　休日、シイナさんが鍛たん錬れんに明け暮れるように、ケケが色街に繰くり出すように、ぼくにもまた決まってこれという趣味がある。

　本屋巡めぐりだ。




　　　　☆




　古書店で借りた荷車を曳ひいて、町の目め抜ぬき通りをえっちらおっちらと行く。

　荷車に積まれているのはもちろん本の山。量が量だけに重いけれど、まったく苦ではない。むしろこの重さにこそ愉ゆ悦えつを覚えるというものだ。

　とはいえ、これだけの本を持ち歩いて旅をするわけにはいかない。いくら本が好きだといっても、せいぜい長旅のお供に出来るのは二、三冊が限度。

　では旅先で買ったこれら大量の本はどうするのかというと、ぼくは故郷の町にそれ専用の倉庫を借りており、郵便馬車でそこへ送るのだ。

　今ぼくが向かっているのも、この町の郵便馬車の駅。

　七氏族軍資を見つける旅が終わったら、倉庫に詰つめ込まれた何百冊という本を朝から晩まで読み漁あさって過ごすことがぼくの将来設計だ。

　本の海に溺おぼれる自分を想像してニヤニヤしながら、ぼくは懐ふところを探さぐる。そして、手のひらサイズの板状に加工された水すい晶しようを取り出した。

　コネクテル──所有者間の音声や文字の通信を可能にする魔道具だ。

　音声や文字は魔力波に変へん換かんされ、魔力波を吸収、放射する性質を持つ石〝トランスミストーン〟を経由して送られるため、トランスミストーンが設置されている町や街かい道どうであれば、どれだけ距きよ離りが離はなれていようと通信可能だ。

　自前の魔力で遠距離にいる相手に思念を伝導する魔法は、当然のことながら習得のための手て間ま暇ひまと素質が必要となるが、このコネクテルは魔力の素養が一いつ切さいない者にでも使用が可能という点で、非常に利便性が高い。欠点といえば、便利なだけあって一いつ般ぱん庶しよ民みんにはそうそう手が出せないほどに高価であることくらいか。

　ぼくは荷車を曳きながら、コネクテルを指先で撫なでる。すると、コネクテルの表面に知り合いの名前がずらりと浮うかび上がる。

　その内の一人の名前を指で押して、コネクテルを耳に当てた。

　聞こえてくるのはキュイキュイという呼び出し音……そのまましばらく待つ。

『──もしもし』

　呼び出し音がぱったりと止やみ、代わりに女の子の声が聞こえてきた。

　声を聞くのは十日ぶりくらいだろうか。ぼくの故郷の幼馴染み、エマだ。

「もしもし？　エマ？　今平気？」

『平気だよ。なに？』

　時間からしてエマは今、夜の仕事前の小休止……あるいは準備中といったところだろうか。エマは昼は果くだ物ものや花の振ふり売うり、夜は酒場の給きゆう仕じとして働いている。

　あまり時間を取らせるのも申し訳ない。手短に用件を伝えよう。

「またちょっとまとめて本送るから、よろしく」

　いつものことなので、ぼくは気軽に言う。

　すると、エマは難色を示すような沈ちん黙もくを挟はさんで尋たずね返してきた。

『……何冊？』

「五十冊くらい」

『無理』

　はっきりと断られ、ぼくは面めん食くらう。

「……いやいや、え、なに？　職務放ほう棄き？」

『うわー、失礼。むしろ真っ当に倉庫番やってるからこその受け取り拒きよ否ひなんだけど。物理的に無理なんだって。もうパンパン。前に送るって言ってたやつだって届くのこれからだし、追加で五十冊なんてもう無理だよ』

「えー!?　噓うそぉ!?　……管理するのがめんどくさくて噓ついてる？」

　聞き分け悪くぼくが言うと、エマからは呆あきれ半分、笑い半分のため息が返ってきた。

　故郷にある蒐集物専用の倉庫の管理を、ぼくはエマにお願いしている。もちろん相応のお給料を払はらって。

『ちょっとは買い控びかえなって』

「無理無理。エマも読めばいいのに」

『あんまり本って好きじゃないもん私』

「つれないなー……なんでみんな本の素す晴ばらしさがわからないかなー」

　これはエマだけでなく旅団サークルのみんなに……いや、世間全体に向けた言葉だ。

　ぼくは乱読だが、とりわけ愛好しているのは小説──作り話だ。

　想像力の限りを尽つくして生み出された物語の数々は、興奮や感動や悲ひ哀あいや憤ふん怒ぬや笑いでぼくの心を揺ゆさぶり、虜とりこにする。

　金銀財宝や強力な武具、珍めずらしい魔道具にも後おくれを取らない価値がそこにはある。

　なのに、世間ではどういうわけか、小説は低てい俗ぞくなものと軽かろんじられる傾けい向こうにある。

　知識をもたらしてくれる専門書や実用的な魔道書などはともかく、他人の空想を書き散らかした書物など、何の役にも立たないというのだ。

[image: ]

　そんな世間の風潮がぼくにはもどかしくて、寂さびしくて、肩かた身みが狭せまい。

「最近読んだ本でも、大の酒好き男の台詞せりふでこんなのがあったよ。『酒のせいで何を話したのかも覚えていない。けれど楽しかったことは覚えてる。ならそれでいいではないか』。いや、まったくぼくも同感でさ。これってつまり本でも言えることだと思うんだけど──」

『……ユーリ？　その話長くなる？』

「えぇぇ……そんな露ろ骨こつにめんどくさがらなくても……話聞いてよ～」

『知らない物語の話されてもねぇ……。それ聞いたからって多分読む気にもならないし。ていうかユーリって、人に物を勧すすめるの下手なんだよね。ユーリが読書仲間増やそうとすると、多分逆効果だよ？　押し付けがましいだけで逆に読みたくなくなる』

「辛しん辣らつぅー……」

　幼おさな馴な染じみにすらこの言われようなのだから、孤こ独どくな趣味だ。しかもこれがなかなか的を射ているっぽいのがまた辛つらい。一時、まったく本を読まない旅団サークルのみんなに読書の素晴らしさを啓けい蒙もうしようとしたところ、とても困った顔をされた。

　ケケから「他ほかの連中を代表して言うけど、お前、イタイぞ」って言われたのは効いたなぁ……。しかも、どうせケケ個人の意見なんでしょ？　とか高をくくっていたら、本当にみんな迷めい惑わくしてたっぽくて死にたくなった。

　以来ぼくは旅団サークルのみんなを自分の趣味に引きこもうとすることをやめた。

　……ああ、なんかその時のこと思い出してたら気持ちがクサクサしてきた。

　なのでそろそろコネクテルを切ろうとしたところ、ぽつりとエマが言う。

『あーでも、』

「？」

『お裁さい縫ほうの本、送ってくれたじゃん？　図がいっぱい載のってるやつ』

　言われて、はたと思い出す。そういえばちょっと前に、世界中の刺し繡しゆうや断裁を図解付きで紹しよう介かいしている本を見つけ、エマ個人宛あてとして送ったのだった。

『あれは普ふ通つうに嬉うれしかった。ありがと』

　その声こわ音ねからは、微笑ほほえむエマの姿が想像できた。

「お、そう。よかった。いや、たまたま見つけたんだけど、絶対エマこういうの好きだろうなーって思って」

　不ふ貞て腐くされかけてた気持ちが、ほっこりと温かくなる。

『うん。……あと私、料理も好きだよ』

「なにそれ催さい促そく？　エマちゃん現金～」

『あはは。──追加で賃料ちゃんと送ってくれるなら、また新しく倉庫借りといてあげるよ。今から送るっていう五十冊の本からは、そっちの新倉庫に保管しとく』

「うん。そうしてくれる？　ありがと。悪いね、色々やらせちゃって」

　ぼくが礼を言うと、エマは『仕事だから』とまた笑い、最後にこう続けた。

『それじゃあ、気をつけてね。たまには近きん況きよう報告とか、旅先で見た珍しいものとか、そういうのでも連れん絡らくしてよ』

「うん。わかった。それじゃ」

　ここより遥はるか遠くにいる、幼馴染みに思いを馳はせながら、コネクテルを切る。

　料理の本か……さっきの古書店にあったっけ。ちょっと引き返して見てこよう。
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　切り石で敷しき詰められた通路を抜ぬけると、巨きよ大だいな石柱が列をなす、広大な空間に出た。

　ぼくの照明魔ま法ほうでも天てん井じようは照らせず、深い闇やみが頭上を覆おおっている。

　アハトの尖とがった耳がぴくりと動いた。

「……ＨＡＨＡＨＡ～、それで気配を殺してるつもりデスカ～？　可愛かわいいデスネ～」

　言ってアハトは出し抜けに、頭上の闇に矢を放つ。

　宙を焦こがす苛か烈れつな矢音が、真っ直すぐ闇の中へ吸い込まれ──一いつ拍ぱく遅おくれておぞましい鳴き声が響ひびき渡わたる。

　すると巨大な影かげが降ってきた。

　それは、岩のような鱗うろこが特とく徴ちよう的な爬は虫ちゆう類るい型の怪かい物ぶつ、アースドラゴン。馬車の車輪ほどもある眼球にはアハトの矢が刺ささっており、墜つい落らくしたあと、目の痛みにのたうち回る。

「アースドラゴンの……子供か」

　ルシオンがすらりと剣けんを抜きながら言った直後、広間に爆ばく音おんが吹ふき荒あれた。それが生物の咆ほう哮こうであることに気付くのに、そう時間は掛かからなかった。

　足の裏に震しん動どうが伝わる。

　頭上の闇に目を凝こらすと、巨大な影が、雄ゆう大だいな河のように流れ、蠢うごめく。

「ほう、これは大物じゃのう」

　シイナさんが鉄てつ腕わんを回す。ケケがそれとなく後列に回る。

　四つの脚あしと、長く太い尻尾しつぽで器用に石柱を摑つかみ、這はい降りてきた巨大な影。

　古代級エンシエントクラスのオークすら丸まる吞のみにしそうなほど巨大な、親のアースドラゴンが姿を現した。

　さすがは〝巌窟王ダンジヨンマスター〟が作り上げたダンジョン。

　そこに住まう主も、災害級のモンスターだ。

　これだけの大物が現れてくれると、七氏族軍資への期待も高まるというものだ。




　七氏族軍資を狙ねらう冒ぼう険けん者しや旅団サークルはみな、こぞってダンジョンへと潜もぐる。

　しかし、そもそもなぜ七氏族軍資の探し場所がダンジョンなのか。

　それには理由がある。

　七氏族軍資には唯ゆい一いつ無二の特とく殊しゆ技能を持った人材もまた含ふくまれており、その人材たちまでもが忽こつ然ぜんと姿を消したのだが、連合による捜そう索さくの末、一人だけ七氏族軍資の人材が見つかった。

〝巌窟王ダンジヨンマスター〟の異名を持つ造形魔導士、シェグ・ル・アンジェロ。

　連合は彼を七氏族軍資を盗ぬすみ隠かくした犯人として、厳しく追つい及きゆうし、拷ごう問もんにも掛けたという。

　彼は黙もく秘ひを貫つらぬいたが死ぬ間ま際ぎわ、自分が犯人であることを自白するような供述を残した。




　──七氏族軍資は、来きたるべき日、来るべき者たちのために残す。




　来るべき日とは、いつを指すのか。

　来るべき者たちとは、どこの誰だれのことなのか。

　その謎なぞは今も解き明かされていないが、ともあれ七氏族軍資の在り処かに、大きな目め処どはついた。

　もしもシェグが犯人なら、きっと七氏族軍資の隠し場所はダンジョンに違ちがいないと。

　なぜなら彼は、世界中のダンジョンを潜り歩き、彼自身もまた、ダンジョンを作り上げて回った〝巌窟王ダンジヨンマスター〟であるからだ。

　つまり七氏族軍資を探す旅とは、彼の生前の足あし跡あとを辿たどる旅でもあるのだ。




　今ぼくたちが潜っているこのダンジョンも、彼の作品のひとつだ。

　普通は遺い跡せきや天然の洞どう窟くつが、長い年月と幾いく代かの主を経ることで、罠わなや隠し通路が張り巡めぐらされ、モンスターたちの跋ばつ扈こする迷めい宮きゆう〝ダンジョン〟と呼こ称しようされるようになる。

　しかし、ダンジョンの魅み力りよくに取り憑つかれたシェグという男には、ダンジョンそのものを造形魔法の力で作ってしまう趣しゆ味みがあった。言うなれば彼は芸術家だったのだ。

『これからダンジョン探たん索さくに出るあなた！　まずはこのダンジョンで腕うで試だめししてみては!?』といったような、いかにも初心者向けといったものも中にはあるが、彼の作品の多くは超ちよう高難度。

　ダンジョンの広さと深さ、モンスターの強さ、罠の悪質性と巧こう妙みよう性、どれをとっても『足を踏ふみ入れて帰ってきた者はいない』と煽あおり文句をつけたくなるような出で来き栄ばえだ。

　事実、ぼくたちが今潜っているこのダンジョンの主も、通常サイズのアースドラゴンよりも一回りも大きい個体。

　子を傷つけられた怒いかりもあってか、その暴れぶりは凄すさまじく、振ふるわれた前足は石いし床ゆかを抉えぐり取り、吐はかれた炎ほのおは石柱を溶とかした。灼しやく熱ねつを伴ともなう破は壊かいの嵐あらしが吹き荒れた。

　普通の冒険者だったらまず歯が立たず、全ぜん滅めつの憂うき目に遭あったろう。

　が、

「──ンフゥン。これだけ大きいと、ボクの矢だとちょっと厳しいデ～ス。お二人サン？　あとはお願いしマース」

　アハトにバトンタッチを言い渡されて、ルシオンとシイナさんが駆かけた。

「ああ、任せろ。──シイナ、あいつの身体からだを浮うかせてくれ。胸を狙う」

「よかろう。とどめはお主に譲ゆずってやる」

　ただそれだけの打ち合わせから、たった十数秒後。

　アースドラゴンは物言わぬ肉の山となった。




　　　　☆




　平然とアースドラゴンを降くだし、石柱の広間を先へ進む──が、行き止まり。

　こういう時は大たい抵ていどこかに隠し扉とびらの類たぐいがあったりするのだが、これだけの広間だとそれを探し出すのは至難の業わざだ。

　しかしそこは〝軍資に一番近い旅団サークル〟、ダンジョン攻こう略りやくに必要な人材は揃そろっている。

　アハトは行き止まりの壁かべにピタリと耳をつけ、鏃やじりで壁をコツコツと叩たたいた。

「──……あった。あっちデスネー」

　そしてアハトを先頭に、壁伝いに右へしばらく歩く。

　不意にアハトは弓に矢をつがえ、前方の床へ放った。石いし畳だたみのひとつに矢が突つき立つ。

　すると、その石畳から黒い煙けむりが噴ふき出して、天井へと昇のぼっていった。

「……おー、エグいの仕し掛かけられてたなー。シイナはあれ踏んでたら即そく死しだったんじゃない？　こん中で一番魔力耐たい性せい低いし」

「イェスイェース！　ケケ、今いいこと言いマシター！　つまりボクはシイナの命の恩人デース！」

「……は？　それを言ったら儂わしだって命の恩人なんじゃが？　お主のことなどいつでも縊くびり殺せるのに、生かしといてやっとるからのう」

「!?　生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎられてイルー!?」

　一歩間違えたら死んでいた罠も難なく躱かわし、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない会話をしながらさらに先へ。そして、

「つ～いたデス！」

　アハトは特に何の変へん哲てつもないその場所で、ぴょんとジャンプして石畳を踏む。

　すると、延々と続いていた壁の一部が、重々しい音を立てて折り畳たたまれて、一本の細い通路が現れた。

　さすが。狩人かりゆうどとして鳴らしたアハトは、弓の名手であるとともに、この手の罠や仕掛けにも滅めつ法ぽう強い。アハトの手に掛かれば、〝巌窟王ダンジヨンマスター〟のダンジョンも恐るるに足りない。




　　　　☆




　厳重なことに隠し通路にもまたいくつかのトラップが仕掛けられていたが、アハトがそれを解除しながら先へ進む。

　やがて淡あわい光の差し込む出口が見えて、くぐり抜けると視界が一気に広がる。

　そこは、切り石で舗ほ装そうされていたここまでのダンジョンとは様相が違った。

　まるで、氷の洞窟──青く透すき通る結けつ晶しようが、ごつごつとした岩の壁へき面めんに咲さき乱れている。けれど冷気は感じない。それらはすべて水晶石だ。

　目を奪うばわれ、ため息が漏もれるような光景に、ぼくらはしばし言葉を失った。

「──おい、これを見ろよ」

　そして奥の方で、ルシオンの声が上がる。

　そちらへ行ってみると、さらに驚おどろくべき光景を目まの当たりにした。

「うわ、これって封ふう印いん結晶!?　でっか！」

　ぼくは息を吞のんで、それを見上げた。

　そこには柱──否いな、ほとんど壁のように屹きつ立りつする、巨大な結晶があった。しかもそれは天然の水晶石とは違い、魔力を帯びて独特の光こう彩さいを放つ。

　封印結晶──それは魔法が生み出した、美しき牢ろう獄ごく。読んで字のごとく、何かを封印した際に生まれる魔力の結晶だ。

　時折ダンジョンでは封印結晶に封じられた宝箱などが見つかるが、しかしこんなにも大きいものを目にするのは初めてだ。

　圧あつ倒とうされていると、ケケが封印結晶に手のひらをつけて、思念を巡らせるように眉まゆ根ねを寄せる。

「おぉ……すげえ……分厚すぎて中に何が封印されてんのかわからねえ……。これ解除すんのめんどくさいよぉぉぉぉ。魔力ごっそり持ってかれそうだよぉぉぉぉ」

　ケケの驚きよう嘆たんは、うんざりとした嘆なげきに変わる。

　封印結晶の大きさは、しばしその強固さと比例し、それに伴い解除の難易度と労力も上がる。これだけ大きな封印結晶となれば、並の術者十人で丸三日は要いるだろうか。

「それがお主の仕事じゃろう。文句言わずにさっさとやらんか」

「いやいやそうは言うけどさ？　何が出てくるか保証できないから、モンスターだったら頼たのんますよ？」

　そもそも封印結晶にお宝が封じられているとは限らない。さらには封印結晶の大きさと、中に封じられているものの大きさは比例しない。手のひらサイズの封印結晶に、ドラゴンが封じられているようなケースだってあるのだから、はてさてこの封印結晶からは鬼おにが出るか蛇じやが出るか……。

　実際かなり危険な賭かけではあるので、さすがのみんなにも緊張感が増す。

　ルシオンは剣を抜ぬき、アハトは弓に矢をつがえ、ぼくはスタッフを握り直す。

　全員が臨戦態勢に入ったのを見届けて、ケケが封印結晶に両手を添そえる。

「隔かく絶ぜつの箱よ。断絶の牢よ。我われここに鍵かぎを奉たてまつり給たまわん。その内に秘ひしたる宝玉を永久の幽ゆう閉へいより解き放ち、我の前に──」

　重く暗い声こわ音ねで紡つむがれる詠えい唱しよう──、

「──……あ、やっぱこれめんどくさ。もういいや。か～いじょ」

　ケケはそれを途と中ちゆうで放ほう棄きして、気軽な調子で告げた。

　直後、ケケの身体より昏くらき魔ま力りよくが[image: ]ほとばしる。

　同時に封印結晶に、亀き裂れつが走って光が溢あふれた。

　その間実に十数秒といったところか。これだけ大きな封印結晶を、たった一人で容易たやすく解除してのけたのだ。

　ケケは人間性はともかくとして、その魔術の腕は疑いようもない。

　とはいえ、予見した通りに魔力の消しよう耗もうが激しかったようだ。

「よしあと頼んだ！　もう俺疲つかれた！」

　封印が解けたと見るや否や、ケケはダッシュで後衛に回る。……まだ元気そうだなぁ。

　ともあれ入れ替かわり前に出たルシオンたちは、粉々に砕くだける封印結晶に目を凝こらす。

　眩まばゆく弾はじけた閃せん光こうも、徐じよ々じよに収まって、封印されていたものの輪りん郭かくが浮かび上がる。

　モンスターにしては小さく、華きや奢しやすぎる。

　金銀財宝宝石の類にしては、その流線美は繊せん細さいすぎる。

　それもそのはず。封印結晶より現れたのは──、

「──……女の子？」

　ここまでの旅で、物もの珍めずらしい物は数多く見てきた。

　けれど、これほどまでに印象的で、幻げん想そう的な光景は未いまだない。

　朝日に煌きらめく清流のような、金色の髪かみが靡なびいている。

　ほっそりとした肩かたが露あらわの、純白のドレスが目に眩まぶしい。

　胸で手を組み、仰あお向むけに眠ねむる体勢の女の子が、ふわりふわり、綿毛のようにゆっくりと降下してくる。

　我ながら本の読み過ぎか、物語のワンシーンみたいだなんて、そんなことを思った。

「女じゃ───ん！」

　ケケの嬉き々きとした叫さけびで、ぼくははっと我に返る。

　ケケが我先にと女の子を受け止めようと駆け出したが、その襟えり首くびをルシオンが摑つかみ、引き止めた。

「待て、ケケ。トラップかもしれない」

　女子供に擬ぎ態たいして人を襲おそうモンスターだっているのだ。ルシオンの用心は正しい。

　ルシオンがアハトに目配せすると、アハトは女の子に目を凝らし、親指を立てた。

「シイナ以外の女の子は目に入りマッセーン！　ＨＡＨＡＨＡァ～！　……あ、シイナ？　そんな睨まないで？　怖いィ……」

「よし、普通の女みたいだな。けど、だったら尚なお更さらケケの出番じゃないだろ？」

　アハトの確かく認にんを受けたルシオンは、ケケをたしなめ、ぼくのほうを振り返った。

「ユーリ、頼む」

「う、うん！」

　背中を押されたように、ぼくはたたらを踏みながらも走った。

　封印結晶から解き放たれたのが普通の女の子であるなら、対応に当たるべきは白魔道士だ。

　舞まい降りてくる女の子の身体を、ぼくはそっと抱だき留め、腰こしを下ろす。

　するとこの子を浮かせていた力も消えて、彼女本来の体重が腕に掛かかる。

　にもかかわらず、とても軽い。力を込めたら砕けてしまいそうだ。

　また何よりも驚いたのは、女の子の相そう貌ぼう。

　心臓が一気に跳はね上がる。眠るように、目を瞑つぶっているというのに、なんて……なんて可愛かわいいんだろう。

　そのあどけない顔立ちをまじまじと見ていると、別にやましいことは何もしていないはずなのに、妙みような背徳感すら胸中に芽め吹ぶく。

　逃にげるように視線を逸そらせば、顔立ちや体型には不釣つり合いなほどに豊満でハリのある胸が目に飛び込んできて、背徳感に拍はく車しやをかける。

　けれど、かえってその背徳感がぼくを冷静にさせて、白魔道士としての責務を思い出させてくれた。

「〝検診チエツクアツプ〟」

　女の子の額にそっと手を添え、口先で唱える。

　ぼくの手から流れ出る淡い魔力の光が、女の子の全身を包む。

[image: ]

　すると、手のひらを介かいしてぼくの頭に流れ込んでくる、女の子の生体情報──外傷なし。感かん染せん症しようや疾しつ患かんなし。意識なし……っていうか、呼吸脈拍共になし……。

「デッドorアライブ？」

「……どっちかっていうとデッドかなぁ。心肺停止状態だね」

　アハトの問いに答えると、ケケがうげっと顔をしかめる。

「え、死んでんの？　女の子の死体が封印されてたってこと？　悪あく趣しゆ味みー」

「……いや、これは多分、ちゃんと生きた状態で封印されてたはず。けど、封印の解除が不完全だったんだと思う」

　それが〝検診チエツクアツプ〟から導き出したぼくの見解だ。

　無論、封印の解除に当たったケケとしてはいい気はしない。

「……いやいやユーリ君、そりゃないでしょ。〝闇やみの寵ちよう児じ〟ことケケ様のこと舐なめないで欲しいわ。なに？　喧けん嘩か売ってる？　こいてる？　やる気？　お？　お？　こら」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、威い圧あつ的に顔を近づけてくるケケ。

　が、

「いや、ケケさ、封印解除の呪じゆ文もん詠えい唱しようとか、思いっきり端折はしよってたよね？」

「…………」

　ぼくが指し摘てきすると、ケケはみるみる青ざめて、喚わめいた。

「た、たたたたた助けろー！　ユーリの命に代えてもその子を助けろー！」

「ケケのせいなんだからケケが命張りなよ……。はぁ、それじゃま、起こすよ？」

　呆あきれつつ、ぼくは女の子に流し込む力を少しだけ強めた。

「〝回復リカバリ〟」

　詠唱に合わせ、女の子を包む光が強くなる。

「──……ん……」

　その光が止やむと、女の子の瞼まぶたがぴくりと跳ね、艶つややかな唇くちびるから小さな吐と息いきが漏れる。

　そして僅わずかに身じろぎをしながら、ゆっくりと目を開いた。

　空を思わせる、綺き麗れいな青い瞳ひとみだった。

　最初は朦もう朧ろうとしていたけれど、意識が覚かく醒せいするに連れて、徐々に焦しよう点てんが合い、そのつぶらな瞳がぼくを捉とらえる。

　交差する視線……改めて、見み惚とれてしまう。その可愛らしさに。

　だからこそずっと見つめ返してもいられず、ぼくは視線を泳がせる。

「「…………」」

　声もかけられず、互たがいに黙だまり合う。

　焦じれたケケが横合いから口を挟はさむ。

「ユーリ！　俺、代わる!?　お前苦手じゃなかったっけそういうの──って、なにルシオン!?　なんで止めんの!?」

「あの子死なせかけといてよくそんなこと言えるな。いいからユーリに任せとけって」

　正直、目を覚まさせてしまったあとは、ケケにでもルシオンにでも任せてしまってもいいのだけど、ルシオンがそう言うのでぼくは女の子に視線を落とす。

「……えーと、あの、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……あ、はい……あの、ここはどこですか……？」

　首と視線を辺りに巡めぐらせながら、女の子は起き上がろうとする。ぼくもそれを支えてあげながら立ち上がった。

「あ、そうだよね。ごめん。先にそういうことを伝えなくちゃだよね。えーと、ここはダンジョンで、ぼくたちは冒ぼう険けん者しや旅団サークル。封ふう印いん結けつ晶しようを解いたら君が出てきたんだ」

「封印、結晶……」

　どこかピンときていない様子で、女の子は呟つぶやく。

　まだ封印から解放されたてで、頭の整理が追いついていないのだろう。

　ぼくは女の子を急せかさないように配はい慮りよしつつ、一から問い質ただしていくことにした。

「あの、それで、ぼくからも質問していい？　まず、君の名前を教えてくれるかな？」

「はい、私は……」

　言いかけて、そこから先が続かない。

　どうしたんだろうと不思議に思っていると、女の子は困こん惑わくを露わに小首を傾かしげた。

「……私は、誰だれでしょう？」




　　　　☆




　結局、〝巌窟王ダンジヨンマスター〟シェグのダンジョン探たん索さくは空から振ぶりに終わった。

　仕留めたアースドラゴンから牙きばと爪つめをそれぞれ持ち出せるだけ持ち出して、最も寄よりの宿場町・キイラの商店に持ち込んだらそれなりのお金にはなったので、まったくの無む駄だ足あしというわけではない。

　とはいえ本命は七氏族軍資であっただけに、失望感はどうしてもある。

　そういう心情もあって、今回は酒しゆ宴えんは開かれなかった。

　……まぁ酒宴に関しては、ぼくは開かれなくても一向に構わないのだけれど。

　そうしてシェグのダンジョン探索から一夜明けて、朝。ぼくは宿の食堂へ下りる。

　するとすでに、朝食のパンを齧かじるシイナさんがいた。

　毎朝の日課の鍛たん錬れんを終えて、水浴びもしてきたのだろう。髪が濡ぬれそぼっている。

「お、おはようございます」

「うむ」

「「…………」」

　無言で朝食を摂とっていると、程ほどなくしてルシオン、アハト、ケケと続けて下りてきた。

　普ふ段だんケケは朝食を食べないのに、珍めずらしいこともあったもんだ……とか思っていたら、ケケは朝食を食べるでもなく、ただぼくらと同席だけして、何やらそわそわ、きょろきょろと辺りを見回している。

　その様子で、ケケが何をしに来たのかピンときた。

「……あの子は？」

　ついにケケがぽつりと漏もらす。案の定だ。

　みんなと目を見合わせて苦笑いすると、階段を下りてくる静かな足音が聞こえてきた。

　みんな一いつ斉せいにそちらを見やる。ケケなんて首がもげそうな勢いで振ふり向いていた。

「おはようございます、皆みなさん」

　そこにいたのは、昨日のダンジョンで封印結晶から解き放たれた少女。わざわざ一度立ち止まって、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしながら挨あい拶さつを述べる。

「おはよう！　クリスティーナちゅわぁ[image: ～][image: ～]ん！」

「グッモーニン！」

「うむ」

「おう」

「……っす」

　各おの々おの挨拶を返すと、ケケがわざわざ席を横にずれて、ぺちぺちと叩たたく。

「ほらここ空いてるから！　おいでおいで！　今、パンとスープ持ってきてあげるからね」

「あ、はい。ありがとうございます」

　少し戸と惑まどいつつもその少女──クリスティーナは照れたような微笑ほほえみを返し、ケケの隣となりに収まるのだった。

「……ユーリ？　何ぼさっとしてんの？　クリスティーナちゃんにパンとスープだってば。ほら、ダッシュ」

「ええ!?　ぼくが行くの!?　……いや、別にいいけどさ」

　クリスティーナが『病やみ上がり』ならぬ『封印上がり』だということを鑑かんがみれば、身体からだを労いたわって朝食を取りに行ってやるのも白しろ魔ま道どう士しの務めか……。

　ぼくはそう自分を納なつ得とくさせて席を立つ。

　するとクリスティーナがこちらをちらりと一いち瞥べつし、申し訳無さそうな微笑みと共に軽く会え釈しやくをしてくれた。

　けれどぼくはついそれに気付かないふりをして、逃げるように朝食を取りに行った。




　　　　☆




「──……私は、誰でしょう？」

　封印から解かれたばかりの彼女に名前を訊たずねてみたところ、質問で返されてしまった。

　小首を傾かしげる彼女に、ぼくたちもみんな首を捻ひねる。

「Ｏｈ……クイズ？」

　アハトが言うと、彼女は不安げに、少し怯おびえたように、胸の前で手を振った。

「いえ、そういうのではなく……わからないんです。思い出せないんです。自分が、誰なのかが……」

「もしかして、記き憶おく喪そう失しつ……」

　ぼくはすぐに思い至った。ケケが自分のことを指差して、「え、もしかしてそれも俺のせい……？」という顔をしたが、ぼくは頭かぶりを振る。

「いや、封印解除の不ふ手て際ぎわで起こった異状はまとめて治したから、それとは関係ないはず」

　なので、元々記憶喪失の状態で封印されたか、封印されている間に記憶を失ったかになるわけだけど……。

「何者なんじゃろうなぁ。こんなところに、あんなに厳重に封印されて……」

「この子が七氏族軍資の人材ってことはないんデスカー？」

　うん。そうね。シェグのダンジョンで封印されていた女の子ときたら、そういう可能性も頭に浮うかぶよね。実際ぼくも、そうかな？　って一いつ瞬しゆん思った。

　けど、違ちがう。その理由はルシオンが答えた。

「七氏族軍資に含ふくまれた人材の身元は全員割れてる。けど、女、金きん髪ぱつ、青い瞳、年は……せいぜい十代の半ばってとこか？　その特とく徴ちようと一いつ致ちする人材は、七氏族軍資にはいない」

　つまり彼女は七氏族軍資とも何ら関係なく、ここに封印されたということだろう。

　シェグはダンジョンを作ることに情熱を注いでいたが、基本的に作り上げられたダンジョンを誰がどのように活用しようと構わないというスタンスをとっていたことで有名だ。

　そのため、シェグのダンジョンで彼と関係ないものが見つかることは珍しくない。

「特に体に悪いところはないし、普ふ通つうの記憶障害だとは思うけど、それが一時的なものかどうかはちょっと様子見てみないとわからないかな……。原因がわからないとぼくの白魔法でもどうしようもないし……」

　ともあれぼくが白魔道士としての見解を述べると、ルシオンが軽くため息をついた。

「厄やつ介かいなもんを抱かかえ込んじまったな」

　相変わらず口が悪いというかデリカシーに欠けるというか……ルシオンにはっきりと言われてしまい、彼女はおろおろと狼狽うろたえ出す。

　もっとも、口ではそう言いながら、決して女の子を見捨てるような真似まねをしないのがルシオンなのだけれども……。

「ま、とりあえず最寄りの宿場町までは連れてってやる。あとは自分のしたいようにすればいい。過去の記憶がなくても、体の方は丈夫なんだよな？　なら自分一人分の食い扶ぶ持ちを稼かせぐくらいは出来るだろ」

　うん、まぁ、妥だ当とうなとこかな。このダンジョンの最寄り町に行けば、もしかしたら彼女のことを知っている人がいるかもしれないし……。

　ルシオンに「それでいいか？」と目で問われ、彼女は佇たたずまいを正して頭を下げた。

「はい。ご迷めい惑わくをお掛かけしますが、よろしくお願いします」

　そしてダンジョンから地上へ上がる道中、それぞれ自己紹しよう介かいをしながら再び名前の話になった。

　本名はわからずとも、便べん宜ぎ的にでも彼女に名前を付けたほうがいいのではないかと。

「ふむ。そういうことなら、封印結晶クリスタルから出てきたわけじゃし、クリス太タ郎ロウでどうじゃ」

「シイナ、それグ[image: ～][image: ～][image: ～]ッド！　キラキラ光ってる、いいネームデース！」

「なんでだよ……タロウってお前の故郷で男につける名前じゃなかったか……？　そんなのよりいいの思いついた。ケケ美ミ、これでいこう」

「封印結晶クリスタル由来なら、クリスティーナとかそんなんだろ」

「クリスティーナ……かわいい名前ですね。是ぜ非ひ、そうお呼びください」

　ルシオンの提案が採用されて、彼女はクリスティーナ（仮）となったのだった。




　　　　☆




　そうしてクリスティーナを最寄りの宿場町キイラに連れて来て、一晩明けて今に至る。

　今日はダンジョン探索の翌日なので、例に倣ならって休日。

　次の町への出発は明朝。それまでは自由時間だ。

　朝食を摂りながら、各々の予定を聞いたところ、シイナさんはこれまた例のごとく鍛錬。アハトもそれに付き合うとのこと。

　そしてケケは、

「……俺も日課の黒魔法の修しゆ行ぎようをしようかと思ってたけど……今日はやめだ。クリスティーナちゃんと一いつ緒しよに、彼女のことを知ってる人がこの町にいないか探す」

　これみよがしにクリスティーナにキリッといい顔をして、そんなことを言い出した。

「え、いいんですか、ケケ様……。ありがとうございます。私なんかのために、そんな……。なんとお礼を言ったらよいか……」

　クリスティーナはまんまと騙だまされて恐きよう縮しゆくしたが……礼なんていいですよ？

　日課の黒魔法の修行とか大おお噓うそだから。

「ハァ……じゃ、俺もそれについてくわ」

　そしてルシオンもまた、クリスティーナの世話を買って出た。

「は？　いやいや。いいって。お前はいつもみたいに昼間っから色街に行ってアヘアヘ言ってなって」

　少なくともぼくは、ルシオンが色街でアヘアヘ言ってるところなんて見たことがない。

　ルシオンは色街になんて行く必要が無いからだ。

　クリスティーナと二人きりがいいからって、しれっとルシオン下げするとか、ほーんとケケ最低。

　けれどルシオンは、余よ裕ゆうの笑みでサラッと受け流すのだった。

「ああ、俺だってそうしたいとこだけどな、お前一人じゃろくに情報収集なんて出来ないだろ。働き口の口くち利ききとかだって、お前絶対下手だろうし」

　いやまったくその通り。もしクリスティーナの情報を持ってる人がいたとしても、相手がケケでは教えてもらえるものももらえなくなってしまいそうだ。

　その点ルシオンは体面もいいし、何かと融ゆう通ずうも利くだろう。

「ユーリ、お前はどうする？」

　最後ルシオンに聞かれ、ぼくは少し考えてから答えた。

「ぼくは……いつも通りにするよ。大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、もしクリスティーナの具合が悪くなったりしたら、コネクテルで連れん絡らくして。すぐに駆かけつけるから」

「そうか。わかった」

　クリスティーナの付き添そいがケケだけだったらさすがにぼくも考えたけれど、ルシオンがついているなら任せておいて問題はないだろう。

　この町には本屋こそなかったけど、面おも白しろそうなものを取り扱あつかってそうな行商人とか見かけたしね。そっち行きたい。




　　　　☆




　茶屋で屯たむろしていた行商人の集団に、本、或あるいは骨こつ董とう品や美術品はないかと声を掛け、色々物色させてもらっているうちに、あっという間に一日は過ぎる。

　夕ゆう陽ひが街を橙だいだい色いろに染め上げて、影かげを長く引き伸のばした頃ころ、ぼくは宿に戻もどって来た。

　そして夕食の時間に食堂へ下りていくと、全員が揃そろっていた。

　旅団サークルのみんなはもちろん、クリスティーナもだ。

「で、どうじゃった」

　晩ばん餐さんが始まって早々、肉を齧かじるついでとばかりに、シイナさんが切り出した。

　視線は肉に注がれていて、興味もなさそうだが、それはまぁ、聞くまでもなく見当はついているからだろう。

　クリスティーナが言葉を探すように視線を泳がせるのを見て、ケケが返事を引き取った。

「あちこち聞いて回って、この町の生き字引とかいうジジイのとこにも行ってみたんだけど、クリスティーナちゃんのことを知ってる人はいなかったわ」

「この女も、この町には見覚えないみたいだしな。ま、空から振ぶりだ。一日無む駄だにしたぜ」

　ルシオンもまた意地悪なことを言って、料理を取り皿に盛る。そしてそれを、当たり前のようにクリスティーナの前に置いた。

　かーっこいー。ぼくも端はしにある料理に手が届かないから取ってくれないかなー。

「Hmm……それは残念デシタネ。そしたらクリスティーナちゃん、これからどうするデスカ？　この町で働くデスカ？　頑張ってクダサイ。人間の社会、とても怖いトコ。サービス残業、やりがい搾さく取しゆ、トーゼンカード……この三つには要注意デス」

「人間社会に妙な偏見持つなよ……。まぁでも、そのことでこいつから話があるそうだ」

　ルシオンはそう言ってクリスティーナに目配せをする。

　するとクリスティーナは、アハト、シイナさん、そしてぼくへと順じゆん繰ぐりに視線を合わせ、自分の言葉ではっきり言った。

「私も皆みなさんと一緒に連れて行って頂けませんか」

　思い掛がけない申し出に、ぼくもアハトも面めん食くらった。

　シイナさんは表情ひとつ変えないけれども、それでも食事の手は止まる。

　ルシオンとケケは予あらかじめ聞いていたのだろう。ぼくたちの反応を窺うかがっている。

「……反対の声はなし、と。オッケーだって！　よかったね、クリスティーナちゃん！」

「たわけ。説明不足も甚はなはだしいから答えに窮きゆうしておっただけじゃ。儂わしらに同行する理由は？」

　ケケを黙だまらせて、シイナさんはクリスティーナを見み据すえて問う。

　クリスティーナは慌あわてて答えた。

「あ、そうですよね。言葉足らずですみません……。あの、皆さんが七氏族軍資という財宝を探して、世界中を旅しているというお話は聞きました。私もその旅にお供して、世界を見て回りたいのです。そうして、私の記憶を探したいのです」

　その口振りからするに、クリスティーナは七氏族軍資の存在を知らなかったようだ。

　ということは、もしかしてこの冒ぼう険けん者しや時代より以前に封ふう印いんされたのだろうか……もちろん単に知らなかっただけという可能性もあるし、そも記憶障害なので、そういった情報が抜ぬけ落ちているということも考えられるが……。

　そんな、話の本筋から逸それたことを頭の片かた隅すみで考えつつ、ぼくはクリスティーナの志望動機についても思いを馳はせる。

　まぁ確かに、自分の記き憶おくを取り戻したいのであれば、何も思い出せないこの町に留とどまるのではなく、外へ探しに出るのは道理。たとえ当てはなくとも、外へ出たくなるのが人情。

　クリスティーナの気持ちはよくわかる。

「なるほどの。そういうことか。儂らに便乗して七氏族軍資を狙ねらっとるのかと思ったわい」

「いえ！　そんな滅めつ相そうもありません！　分け前はもちろん、おこぼれを頂ちよう戴だいしようとも思いません！　……ただ、皆さんがとてもお強いと耳にして……というのはあります」

「儂らとであれば、旅も安心であろうと」

「はい」

　ケケとルシオンと町を回り、ぼくらが〝軍資に一番近い旅団サークル〟なんて呼ばれるような連中であることも知ったのだろう。

　クリスティーナ自身はとてもじゃないけど強そうには見えないし、そりゃあ旅の仲間は強ければ強いほど頼たのもしかろう。

　以上の質疑応答で納なつ得とくいったのか、シイナさんは腕うでを組み、目をつむって黙もつ考こうに耽ふける。

　すると今度はアハトが訊たずねた。

「それで、ルシオンとケケはどうなんデスカ？　……まぁ、ケケは聞くまでもないデスガ」

　ケケは本当に聞くまでもないので、ぼくとアハトはルシオンを見やる。

　ルシオンはきっぱりと言い切った。

「俺は反対だ」

　一いつ瞬しゆん意外に思ったけれど、よくよく考えたらルシオンらしい答えだと思う。

「危ないだろ」

　そう、ルシオンの言う通りなのだ。

　何が危険か。

　モンスターでもダンジョンでもない。

　人間だ。ぼくたちには結構、敵が多い。

　ぼくたちのことを面白く思っていない冒険者旅団サークルだって多くいるし、当然のことながら七氏族軍資の本来の所有者である連合勢力からしたら、ぼくらは財産を掠かすめ取ろうとする賊ぞくそのもの。彼らは普ふ通つうに刺し客かくを放ってきたりする。実際、ぼくらは何度も連合勢力の襲しゆう撃げきに遭あっている。

　そんなぼくらに同行すれば、もちろんクリスティーナも仲間扱いされて、命を狙われることになるだろう。

　それを思えば、ルシオンが反対するのもわかるのだ。

「──気に入らん」

　そしてシイナさんが、ゆっくりと目を開けて告げる。

「要は儂らにおんぶに抱だっこされようという話じゃろう。自分の身も自分で守れぬような未熟者を連れて回る気にはなれぬ。反対じゃ」

「はいー？　いやいや、シイナにクリスティーナちゃんをおんぶに抱っこさせる気なんてないから。クリスティーナちゃんをおんぶして抱っこしてよしよしするのは俺だから！」

「そういう問題ではないわい。この下げ衆すめ」

「そうデース。ボクもシイナをおんぶしてお姫ひめ様抱っこしてちゅっちゅするのに手て一いつ杯ぱいで、クリスティーナちゃんの面めん倒どうまで見てあげられるか不安デース！」

「殺すぞ」

　理由は無む茶ちや苦く茶ちやだが、アハトもクリスティーナの同行に反対を表明する。

　自分の意思っていうよりも、シイナに合わせてのことだろうなぁ。アハトはシイナのイエスマンだし。

　ぼくが胡う乱ろんな目でアハトを見ていると、ルシオンが訊ねてくる。

「ユーリ、お前は？」

　さてどうしたもんか……ぼくはちらりとクリスティーナを一いち瞥べつする。

　クリスティーナは答えを待つように、じっとぼくの口くち許もとを見つめていた。

　ただしそこに、請こい、願い、縋すがるような色はない。

　ただただ、ぼくの出した答えを受け入れようとする、覚かく悟ごと落ち着きがあった。

「…………」

　強い子だなと、ふと思った。

　だからというわけでもないが、ぼくはぼくの意見を言った。

「いいんじゃない？　連れていってあげても」

　それからつい、クリスティーナのほうに視線が流れる。

　するとぼくは見てしまった。小さな蕾つぼみが開くように、クリスティーナの表情が、ほのかに、けれど確実に、華はなやぐところを……。

　それが何となく照れくさくて、ぼくはルシオンに視線を戻して続ける。

「教会の教義にもあるしね。『差し伸べられた手を払はらうな。それが汝なんじを助けんとする手でも。汝に助けを求めんとする手でも』──って」

　別に言い訳をするわけでもないけれど、ぼくは仮にも教会出身の白しろ魔ま道どう士し。

　神の教えに従順な博愛の徒。

　ぼく自身も、教会におんぶに抱っこでここまで育てられたのだから、その恩を誰だれかに返さなきゃ噓うそってものだ。

　そうぼくが言うと、ルシオンはにやりと口端を吊つり上げた。

「教会なんてとっくに破門されてるくせに？」

「誰かさんがぼくを旅団サークルに誘さそったりなんかしなければ、破門にされることもなかったんだけどね」

　ぼくも肩をすくめて、ルシオンと声もなく笑い合う。

　するとケケが、じーんと感極きわまったようにぼくの肩に組みかかってきた。

「信じてた……やっぱり俺の味方になってくれるのはユーリ君だけだ……心の友よ……！」

　別にケケの味方をしたわけじゃないんだけどね。でもまぁケケのこういうところ──合理的判断よりも感情を優先するところは、嫌きらいじゃない。たとえそれが下心であっても、人助けになるならなおさらね。

　というわけで、これで意見は割れて三対二。

　多数決でいえばぼくらは負けだが、うちの旅団サークルにはルールがある。

　旅団サークルの方針について多数決で決するのは、四対一以上の時のみ。それ以外はジャンケンで決するというルールが──。

　ぼくはケケに訊ねる。

「で、どっちがいく？」

　するとケケは、悩なやましげに唸うなった。

「あー……お前、ジャンケン弱いんだよなぁ……」

「うん」

　そう、何を隠かくそうぼくは自他ともに認める〝ジャンケンが弱い人〟だ。

　順当に考えたらケケがいったほうがいいだろう。

　が、

「……けど、そういうやつこそ、ここぞってときには勝つもんだ！　任せた！」

「はいはい……」

　調子いいことを言ってるけど、負けた時に自分のせいになるのが嫌いやだからだろうなぁ……。ぼくが負けたらブーブー文句言ってくるんだろうなぁ……。まぁいいけど。

　ケケにバシッと背中を叩たたかれ、クリスティーナの祈いのるような眼まな差ざしを横顔に感じながら、ぼくはルシオンの前にグーを出す。

「それじゃあ、いくよ」

「おう」

　そして、

「最初はグー！　じゃーんけーんポイ！」

　あいこはなく、一発でクリスティーナの去就は決した。
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　次の目的地は、大陸でも主要都市のひとつに数えられる〝ヴィムタリア〟。デーゼル川のほとりに栄えた水の都だ。

　そのヴィムタリアの北東に位置する遺い跡せきが、シェグのダンジョンになっている。

　ヴィムタリアまでは五つほど町を経由すれば着く。その間にダンジョンがあれば、行き掛けの駄だ賃ちんで小こ遣づかい稼かせぎでもしながら行くのだが、どうやらないらしいので、ただただ移動に費ついやす旅程となりそうだ。

　朝一で宿場町・キイラを出発し、昼過ぎにはひとつ目の町・トコスに到とう着ちやくした。

　そしてぼくは宿屋の主人の勧すすめで、宿屋の屋上に出ていた。

　絶景である。

　宿屋はなだらかな坂の途と中ちゆうにあり、町を一望できるのだが、町外れへと視線を向ければ、見み渡わたす限りの菜の花畑が広がっていた。天然の絨じゆう毯たんの彩いろどりは、鮮せん明めいで美しい。

　そしてその景色をゆっくり堪たん能のう出来るようにと、屋上にはデッキチェアが二つ並んでいた。寝ねそべると、柔やわらかすぎず固すぎずな帆はん布ぷがぼくの身体からだを支えてくれる。

　ああ、こりゃたまらん。

　極ごく上じようのシチュエーションに至福のため息をムフーとついて、ぼくは一人、持参の本を広げた。




　　　　☆




「──あの。……あの」

　呼びかけられて、ぼくは紙面から顔を上げた。

　読書をしていると時間の進みが速い。気付けば太陽は傾かたむいて、夕ゆう陽ひへ変わろうとしている。

　身体を起こして辺りをきょろきょろと見回すと、デッキチェアの後ろに、遠えん慮りよがちに佇たたずむクリスティーナがいた。

　西日を反射させながら風に靡なびく髪かみを、ほっそりとした手で押さえる仕草がまた絵になる。

「どうも」と、お辞じ儀ぎをぺこりとしてくるので、ぼくも「……っす」と鳩はとみたいに首だけかくんと突つき出して応じる。

　……ぎこちないなぁ、我われながら。もっと明るく自然にスマートに挨あい拶さつくらいできるようにならないものか。すごく感じ悪いし、今ので変なやつと思われたんじゃないだろうか。でも、あれ、「っす」は多分「ちょりーっす！」の略なので気を悪くしないで欲しい。心のなかではめっちゃフレンドリーだから。

　などとごちゃごちゃ考えていると、ふと気付いたことがある。

　クリスティーナの服装が変わっているのだ。

　純白のドレスではなく、花はな柄がらの刺し繡しゆうが控ひかえめに施ほどこされたブラウスと、ロングスカート。足元も長ちよう距きよ離り移動に良さそうなブーツだけれど、ファーがついてて女の子らしい。

　舞ぶ踏とう会かいから抜ぬけ出してきたお姫様、といった装よそおいから、旅慣れして垢あか抜ぬけてる女の子、といった装いになっていた。

　気になるなぁ。指し摘てきしても平気かなぁ。気持ち悪がられないかなぁ。っていうか何かしゃべんないと気まずいんだよなぁ。

　などとまたごちゃごちゃ考えて、額にじわりと汗あせをかき始めると、ぼくの視線で気付いたのか、クリスティーナはスカートの裾すそを摘つまんで言った。

「これはケケ様が買ってくれました。服以外にも、旅に必要なものを一式」

「あ、あぁ、そうなんだ。へ～」

「変……ですか？」

「へ!?　いやいやいや、全然！」

　むしろめっちゃ似合ってる。けど、だからこそふと気になった。

「もしかして、ケケが選んだの？」

　だとしたら意外な才能だ。

　するとクリスティーナは、少し困ったように笑った。

「いえ、その、実は……最初はケケ様がすべて選んでくださったんです」

　うんうん。そうだよね。ケケのことだもん。自分好みの服を着せようとするだろうね。

「けど……、お店のお姉さんがなかなかはっきりモノを言うお方で……。ケケ様の選んだ服は私に似合わないからと、全部お店のお姉さんが選び直してくださいまして……」

　はー、なるほど。どおりでセンスがいいわけだ。合点がいってぼくが頷くと、クリスティーナははっとして、わたわたと続けた。

「わ、私はケケ様が選んだものでも構わなかったんですけどね!?　そんな、より好みできるような立場でもないですし……ビキニアーマーでも全然！」

　び、ビキニアーマー!?　ケケ、そんなの着せようとしてたの……？　あれは服っていうより、夜のお店で働くお姉さんの衣装なんだけど……。
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　ともあれクリスティーナは、旅と生活の必ひつ需じゆ品ひんをケケに買い揃そろえてもらったらしい。

　まぁ、ケケはクリスティーナの旅団サークル入りに賛成したわけだし、それくらいの面めん倒どうを見るのは当然かな。あとでぼくからもケケにお金を渡わたしておこう。それが、珍めずらしくジャンケンに勝って、クリスティーナの旅団サークル入りを決めた者が通すべき筋だ。

「…………」

　するとクリスティーナが、不意に真しん剣けんな眼差しで、じっとぼくを見つめてくる。

　……おぉ、なんだろ。ただでさえ女の子が苦手なのに、こんな可愛かわいい子から見つめられちゃうと、ほんと緊きん張ちようしちゃってダメなんだけど……。

　ダラダラ流れ出してくる額の汗を拭ぬぐいながら、おどおどと目を泳がせていると、クリスティーナは言った。

「本当に、ケケ様とユーリ様にはなんとお礼を言ったらよいか……。聞きました。ケケ様が封ふう印いんを解いた後、ユーリ様が私の一命を取り留めてくださったのだと」

　ああ、そういえばそうだった。

　あれは単にケケの尻しり拭ぬぐいをしただけだったし、大した難易度の白魔法でもない。過去にぼくが診みてきた重傷者たちに比べたら、あんなのは唾つばをつけてあげただけのようなものだ。

　……それこそ、今の旅団サークルを結成したての頃ころはまだあんまりチームワークもよくなくて、怪け我がも多かったから、結構ぼくも活かつ躍やくしてたんだよなぁ……。なまじっかみんな身体が丈じよう夫ぶだから、怪我の仕方も豪ごう快かいなんだもん……。

　そんな充じゆう実じつの日々も、今や遠き過日……なので今回のクリスティーナの一件は、ぼくにとって朝飯前のこととはいえ、久しぶりの白魔道士らしい仕事と言えなくもない。

　だから──、

「旅団サークル入りに賛成してくださっただけでなく、ユーリ様は、私の命の恩人でもあります。本当に、本当に感謝しております。ありがとうございました」

　改めてこうして、深々と頭を下げて感謝されると、正直、めちゃくちゃ嬉うれしかったりする。

　白魔道士歴もそこそこ長いけど、白魔道士になってよかったと今でも思える。

　……うんうん。何も旅団サークルの仲間を診るだけが、白魔道士の存在意義じゃないよね。

「私に出来ることであれば何でもしますので、なんなりとおっしゃって下さい」

「うん。まぁ、あんまり気負わず、気楽にね？」

「はい」

　健けな気げなことを言ってくれるクリスティーナに、ぼくがにへらと笑うと、彼女もほわりと相好を崩くずしてくれた。

　今のは緊張もせずに、自然に笑えてた気がする。

「──あ、それとですね、ケケ様にはコネクテルも買って頂いたのです。なので、旅団サークルの皆みなさんと連れん絡らくを取れるようにしておこうと」

　クリスティーナはぱちんと手を鳴らすと、ポケットからコネクテルを取り出した。

　あーなるほど。何の用かと思ったら、それでぼくのところに来たわけか。

　そういえば、エマ以外の女の子と連絡先を交かわすのは初めてだなー。シイナさんは「便利ではあろうが、いつでも他人と繫つながっておるというのは好かん」とかって理由で持ってないし。

「……でもコネクテルを使うことなんてあるかな」

　自分のコネクテルを懐ふところから出しつつ、ぼくはふと思って呟つぶやいた。

　遠方に知り合いがいるなら持つ意味はあるけれど、旅団サークル内にしか知り合いがいないクリスティーナが、コネクテルを持つ意味はあるだろうか。

　なぜケケはコネクテルまで買い与あたえたのだろう。

　そう思っていたら、クリスティーナのコネクテルがペカペカ光ってペコンペコン鳴った。

「あ、あ、えーと……これ、どうするんでしたっけ？　あれ？　あれ？」

　おっかなびっくりといった様子で、クリスティーナはコネクテルをつんつん突つつく。

「その光と音は文字列ラインが届いたんだね」

「そうですか。まだケケ様のコネクテルとしか繫げてないので、ケケ様からの文字列ラインだと思いますが……あの、すみません。操作して頂けませんか？」

「……見ちゃっても平気？」

「はい。私は別に」

　ぼくが操作してケケからの文字列ラインを表示するということは、どうしてもそれをぼくも見てしまうことになるわけなのだが、その確かく認にんも取れたのでぼくが操作してあげる。

　すると──、





《クリスティーナちゃん？♡》

《今どこにいるの？♡》

《かくれんぼかな？♡》

《♡もしもーし♡》

《あれー？》

《既き読どくがつかないぞー？》

《あ、もしかして操作方法わからない？♡》

《♡》

《わかるー♡》

《♡》

《俺も♡最初は♡わからなくてさ。♡音声コ♡ネ♡ク♡トで相手が♡♡全然♡♡♡出なかったり♡♡♡♡したもんだよー♡♡♡♡♡》






「「…………」」

　ずらりと並んだケケからの文字列ラインに、ぼくとクリスティーナは言葉を失った。

　わあ、こんなにたくさん並んだハート、いつか旅団サークルのみんなとやった７並べ以来だぁ……。

「……け、ケケ様は私のことを心配してくれているのだと思います」

　そうだね。かなり心肺してるみたいだね。ハートだけに。

　ケケのクリスティーナへのご執しゆう心しんっぷりもさることながら、気になったのは、この文字列ラインの量だ。

　コネクテルは使えば使うほどに本体内に蓄たくわえられた魔ま力りよくが消費され、やがて枯こ渇かつしてしまう。なので定期的に補ほ充じゆうする必要があるのだが、それに結構なお金がかかる。

　だからコネクテルの使用というのは普ふ通つう、急ぎの重要な連絡の時以外は控えられるものなのだけれど……ケケ、こんなしょうもない使い方するんだ……クリスティーナのコネクテル代はケケに払はらわせよう……。

「あの、操作を教えてもらってもいいですか？　ケケ様にお返事を出したいので」

「あ、うん。いいよ」

　ぼくは頷うなずく。

　するとクリスティーナは嬉しそうにえくぼを作り、ぼくのすぐ横に寄り添そう形で、同じデッキチェアに腰こしを下ろした。当たり前のように、平然と。

「…………」

　思わず無言になるぼく。

　いや、確かに横並びのほうが操作説明はしやすいけれども……とにかく近い。しかも、もしかしてケケに香こう水すいとかまで買ってもらったのだろうか、めちゃくちゃいい匂においがする。

　さらにはクリスティーナの膝ひざ小こ僧ぞうがぴとっとくっついてるのも、また……ねえ？　うちの膝ひざ愚ぐ息そくも喜んでます。

　けどあれ、匂いだの膝だのを意識してるなんてバレたら絶対キモがられるし、自分でもキモいなって思うし、冷静に、自然に振ふる舞まおう。

「……それでは操作方法の説明に入らせて頂きます」

　……なんで急にコネクテル屋の店員みたいになったの？　自分。




　　　　☆




「──はい。はい。なるほどです。大体わかりました」

「まぁまたわからないことあったら、シイナさん以外ならみんなコネクテルの使い方わかってるから、聞けばいいよ」

「はい。ありがとうございます」

　ぼくがコネクテルの操作方法を一通り教え終えると、クリスティーナはすっと立ち上がり、隣となりに置いてあるもう一脚きやくのデッキチェアへと移動した。そしていそいそとケケに文字列ラインを送り始める。

　ふぅ、名残なごり惜おしい。……じゃないや。ひと仕事終えた。

　ささやかな達成感を覚えつつ、ぼくは再びデッキチェアに寝ねそべり、読書を再開する。

　と、ぼくのコネクテルが鳴動した。

　エマかな？　と思ったら……、


《教えてくれてありがとうございました♡》



「…………」

　ぼくは視線をコネクテルの小窓から、隣のデッキチェアへと向ける。

　するとそこではクリスティーナが、ニコニコとこちらの反応をうかがっていた。

「……っす」

　ぼくはでれでれとニヤけそうになるのを必死に抑おさえながら、鳩はとみたいに首だけ突つき出した。この文字列ライン、一生の思い出としてとっとこう……。

「…………」

「…………」

　……っていうか、いつまでいるんだろう……。ぼくとコネクテルを繫ぎに来たんじゃないの？　もう用は済んだでしょ？　あ、景色見てる感じ？

　そう思ってちらっと横を見たら、こちらを見ているクリスティーナと目が合って、ぼくは慌あわてて本に目を戻もどす。

　なんでこっち見てるんだろう……落ち着かないなぁ……。

「──あの」

　まったく本の内容が頭に入ってこず、そわそわしていると、クリスティーナが遠えん慮りよがちに声を掛かけて来た。

「お嫌いやでしたら、断って頂いて全然構わないのですが……」

　はい。なんでしょう。

「私に、何か本を貸しては頂けませんか」

「……………………えっ!?」




　　　　☆




　トコスを出発し、野宿を一夜挟はさんで翌々日の昼ごろ。次の町クバラに到とう着ちやくした。

　午後は各おの々おの自由時間。

　シイナさんとアハトはいつも通り鍛たん錬れんで、なんと今日はクリスティーナもそれについていった。最低限の体力作りを……ということらしい。

　実はトコスからクバラまでは歩いて一日で来られるはずだったのだが、旅慣れしていないクリスティーナがいるために遅おくれが出て、野宿をすることになったのだった。

　ぼくたちは気にしなくていいと言ったのだけれど、クリスティーナは自分が足手まといになることを良しとせず、シイナさんに鍛錬を請こいにいったというわけ。健気だなぁ。

　クリスティーナとお出で掛かけしたがっていたケケは、それが叶かなわず不ふ貞て腐くされてどこかへ行った。

　ルシオンも、この町に滞たい在ざいしていた他ほかの冒ぼう険けん者しや旅団サークルの女の子にきゃいきゃい囲まれているのを見たきり、どこかへ消えた。

　ぼくはというと、宿屋の部屋に引き篭こもり、読書をして過ごした。この町にも本屋はないらしいので、買い物はなし。

　そして夕食時。再びみんな顔を揃そろえたので、宿屋と併へい設せつの酒場で酒しゆ宴えんが開かれた。ダンジョンを攻こう略りやくしたわけではないけれど、旅団サークルの新しい仲間を歓かん迎げいして。

　クリスティーナは、自分がお酒にどれくらい強いのかも覚えていない様子だったので、おそるおそるといった感じでお酒を飲んでいたが……意外とイケる口であったらしい。

　みんなと同じようなペースで杯さかずきを重ねていく。

「そういえばクリスティーナ、お主もしや、血が苦手か」

「あ……はい。そうみたいです……。シイナさんが血だらけの手で岩を叩たたいてるのを見てたら、クラクラして来ちゃって……」

「あ、そういうことだったデスネ！　シイナに殴なぐられて鼻血流してるボク見て、クリスティーナ、思いっきりボクから目を逸そらしてマシタもんね。嫌きらわれたかと思いマシタ」

「アースドラゴンから牙と爪を切り出す時にも顔色を悪くしとったからのう。なんなら護身術の手て解ほどきくらいしてやろうかと思ったが……その様子では無理そうじゃな」

「護身術……でしたら、そう血は流れないのではないのですか？　イメージですが」

「いや、儂わしの護身術は敵を殲せん滅めつすることを旨むねとするのでな」

「それもう護身術の域超こえてるデスネェ……」

　共に鍛錬をしたことで仲間意識が芽生えたのか、クリスティーナはすっかりシイナさんとアハトとも打ち解けた様子だった。

　お酒の力もあるだろうけど、話していてとても楽しそうだ。

「…………」

　そしてみんなが楽しそうになればなるほど、陽気になればなるほど、ぼくは一人、取り残される。

「……それじゃ、ぼくはそろそろ休むね」

　だからぼくは頃ころ合あいを見計らって、例のごとく一人抜ぬけ出し、部屋に戻った。

　そしてランタンに明かりを灯ともし、いつものように読書に耽ふける。

　扉とびらの隙すき間まから流れ込んでくる、階下の酒場の喧けん騒そうに巻かれながら──。

　コンコンと、ノック音が響ひびいたのは、本を読み始めてからさして時間が経たたないうちだった。

　どうぞと返事すると、ゆっくりと扉が開き、そっと顔を覗のぞかせたのはクリスティーナだった。手には一冊の本を持っている。

「あの、お休みのところすみません。明日あしたでもいいかなと思ったんですけど……本を返しにきました」

「ああ、うん。どうだった？　なんか思い出した？　──っていうか入っていいよ？」

　クリスティーナに本を貸したのは前々日。急に本を読みたいと言い出したのには驚おどろいたけれど、それには彼女なりの考えがあった。

　クリスティーナは、読書を通じて自分の記き憶おくを探そうとした。

　もちろん、本の中に直接彼女の情報が記き載さいされてるとは、クリスティーナ自身も思っていない。けれど、その本に書かれている言葉や、情景や、台詞せりふや、人物から、何か思い出すことがあるかもしれない──彼女はそう考えたのだ。

　いい案だと、ぼくも思う。だから喜んで本を貸したのだけれど、クリスティーナは後ろ手に部屋の扉を閉めながら、頭かぶりを振って弱気に笑った。

「残念ながら、この本からは……。なので、よろしければ別の本を貸して頂けませんか？」

「あ、うん。もちろんもちろん」

　断る理由などあるはずない。ぼくは鞄かばんに手を伸のばし、中をまさぐる。

「熱心だね」

　そして本を取り出しながら、そう何気なく呟つぶやいた。それはクリスティーナの意い欲よくを、姿勢を、素す直なおに称たたえたつもりだった。

　けれど、

「……怖こわくて……」

　クリスティーナは力なく一言、そう零こぼした。俯うつむきがちで、やりどころがないように視線を彷徨さまよわせる。ランタンの明かりが、その相そう貌ぼうに濃こい影かげを落としていた。

　すぐにぼくは、自分の軽けい率そつさに、迂う闊かつさに気付いて歯は嚙がみする。

　なんてバカなことを言ってしまったのか。

　熱心？　違ちがう。彼女は必死なのだ。

　人間は自己の認識をもってはじめて世界に存在する。

　しかし自己を自己たらしめるもの──即すなわち〝記憶〟を、彼女は有さない。

　彼女はこの世界との縁よすががない。宙ぶらりんだ。

　彼女はひとりぼっちですらない。一人として数える自己すらないのだから。

　究極の孤独……彼女は今、その最さ中なかにいる。

　それが、自分が何者かわからないということ──単なる物忘れとは一線を画す、自分自身という存在の不確定。

　その心許なさは、不安は、恐怖は、ぼくなんかには想像もつかない。

　本が好きで、空想が好きで、想像力は豊かだと思い込んでいたけれど、とんでもない。

　ぼくはなんて、無む思し慮りよで無神経だったのだろう。

「……そっか。そうだよね。ごめん」

「あ、いえいえ、とんでもないですっ」

　慌てて笑え顔がおを取り繕つくろう姿が余計に痛ましく、申し訳ない。

　無理しなくていいと、そう言ってあげたいのに、自分に言えた義理なのかと、こんな時にまで過か剰じような自意識が邪じや魔まをして、何も気の利きいたことを言ってあげられない自分が憎にくい。

「…………」

　気まずい沈ちん黙もくが下りてきて、それがまた申し訳なくてなんとか言葉を絞しぼり出そうとすると、クリスティーナが先に口を開いた。明るく、気を取り直した声で。

「でも、あの、こんなこといったら、能天気すぎるって叱しかられちゃうかもしれないですけど……最初は記憶を取り戻すためでしたが、結局お話自体にすっかり夢中になっちゃって」

「……え？」

　ぼくは呆あつ気けにとられる。

「本って、面おも白しろいですね」

　その一言に、つい前のめりになった。

「え……ほんとに？　面白かった？」

「はい。ヒロインのセレーナがとても健けな気げで……。ウェインの絵をインチキ商人から守るところなんてうるっと来ちゃいました。セレーナ、すごくひもじい思いをしてるのに……」

　ちゃんと読んでる──クリスティーナの漏もらした感想に、ぼくはそう直感した。これは社交辞令的な感想なんかではなさそうで、ぼくはおそるおそる、さらに内容に踏ふみ込む。

「……ウェインがセレーナのために土下座するシーンとかすごい良くなかった……？」

　すると、

「！　良かったです！　プライドを捨ててインチキ商人に頭を下げるんですよね!?」

　クリスティーナはぱっと笑顔を咲さかせて、きゅっと握にぎった拳こぶしを興奮気味に上下に振ふる。

　それを見てぼくはすっかり舞まい上がって、口のタガが外れてしまう。

「そうそう！　いやー、わかる!?　あのカッコ良さ！　やっぱり絵え描かきとかの表現者っていうのはさ、どっかでナルシストっていうか、プライドを強く持ってるべきだと思うんだよね！　それをさ、かなぐり捨ててでもセレーナを守りたいんだと。絵描きとしての自分と、男としての自分を天てん秤びんにかけて、男の方を選ぶ……土下座させられる……でも、ラストではそれをも絵描きとしての糧かてにする！」

「はい！　そういう強したたかさというか、逞たくましさというか、何でも創作に繫つなげてやろうっていう心意気にまた胸を打たれて！」

「そうなんだよ！　熱いんだよ！」

　クリスティーナに無神経なことを言ってしまった罪悪感は、すっかりぼくの頭から消えていた。

　クリスティーナと二人きりで話しているというのに、緊きん張ちよう感かんもまるで湧わかなかった。

　それがいいことなのか悪いことなのかはわからないけれど、ぼくは夢中になってクリスティーナと本の感想を言い合った。

　あの台詞が良かったね。このシーンは悲しかったね。あの文章には唸うならされたね。その登場人物は憎たらしくてしょうがなかったね……。

　てっきり、クリスティーナは記憶探しのためだけに読書をして、本の内容自体にはさして興味を惹ひかれていないものとばかり思っていた。

　けれど、本人も言っているけど、そうではないらしい。

　読んでいる内に、その魅み力りよくに気付いたようだ。

　そしてそれを、ぼくにぶつけてくれる。ぼくもぶつけ返す。

　共通して好きなものについて語らいあう。

　こんなに嬉うれしくて、楽しいことはない。

「それで、同じ作者の小説なんだけど──」

　ここぞとばかりに噴ふん出しゆつして、とめどなく溢あふれる本への思い、薀うん蓄ちく──クリスティーナも楽しそうに、目を輝かがやかせてそれを聞いてくれる。

　けれどそんな至福なひとときに横よこ槍やりを入れたのは、ペコンペコンという鳴き声だった。

　コネクテルの着信音──はっと我われに返ったように、クリスティーナはポケットからコネクテルを取り出した。

「ケケ様から文字列ラインが……すみません、そろそろ戻もどりますね」

　ああ、そうか、元々クリスティーナは、わざわざ酒盛りを抜け出してぼくのところに来てくれたのだろう。

　しかもその酒盛りの主役はクリスティーナだ。席を外してなかなか帰ってこなかったら、ケケでなくても心配して探しに来るなりするだろう。

　クリスティーナの表情が、急速に萎しぼんでしまったような気がした。

「……うん。それじゃ」

　ぼくはまたそれ以上に萎んで、発散し切れなかった本への思いを持て余す。

　と、

「──あ、本、忘れてました」

　はにかみながら、クリスティーナが踵きびすを返す。おしゃべりに夢中で、お互たがいに本を渡わたしそびれていた。

　クリスティーナはせかせかと、早足で歩み寄ってくる。すると、

「あっ」

　お酒が入っていたせいもあろうか、クリスティーナは足をもつれさせた。

　たたらを踏み、転んだ先にいたのはベッドに腰こし掛かけているこのぼく。

「うわ!?」

　柔やわらかな衝しよう撃げきが、胸に飛び込んでくる。クリスティーナの華きや奢しやな身体からだくらい、ぼくにだって抱だき留められもする。けれど女の子への免めん疫えきのない男の悲しき性さがか、ぼくは逃にげるように上体を倒たおした。

　結果、ベッドが軋きしみ、マットレスが波打つ。

　ぼくはクリスティーナに押し倒される形で、覆おおい被かぶさられることになった。

　さらさらの髪かみが、ぼくの顔にかかって流れる。甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　少し首を捻ひねればそこに、クリスティーナの小さな耳が見える。

　またクリスティーナは完全に体重をぼくに預けてしまっているようで、ぼくの胸と彼女の胸が、融とけ合ってしまいそうなほどに密着していた。互いに服越ごしだというのに、その肉感ときたらなんとみだらで蠱こ惑わく的なことか。

　息が止まり、体が強こわ張ばる。

　突とつ沸ぷつした心臓の鼓こ動どうは、もしかしたらクリスティーナに伝わってしまったんじゃないだろうか。

「あっ、あっ、ご、ごめんなさい！　私今、ご飯食べたばかりだから、きっと重かったですよね!?　ああもう、ドジ、私……！」

　クリスティーナは慌あわててぼくの上からどいて、心底申し訳無さそうに平謝り。

「全然大だい丈じよう夫ぶだよ」

　本当は心臓バクバクだけれど、ぼくは努めて平静を装よそおって笑顔を作る。

「ほ、本当ですか？　でも、ユーリ様のこと、思いっきり潰つぶしちゃって……」

「うん。へっちゃらへっちゃら」

　潰れたのはぼくじゃなくて君だから。君のたわわなアレのほうだから。むぎゅーって。

「それより、はいこれ、本」

「すみません……」
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　改めて、互いに本を受け渡し。恐きよう縮しゆくしつつぼくから本を受け取ったクリスティーナは、それを大事そうに胸に抱かかえると、遠えん慮りよがちに言った。

「あの、この本も多分、すぐに読みます。そしたらまた、本について話して下さいますか？」

　そんなのは訳もない。こちらからお願いしたいくらいだ。

「うん！　もちろん！　約束！」

「よかった……。それじゃあ、おやすみなさい」

　ぼくが食い気味に頷うなずくと、クリスティーナはようやくほっとしたように相好を崩くずし、静かに扉とびらの向こうへ消えていった。

「……………」

　一人残された部屋で、ぼくは再び読書に戻る。

　けれど、本の内容が一いつ切さい頭に入ってこない。

　妙みように気持ちが浮うわついて、ぼくはコネクテルを取り出し、エマに文字列ラインを送る。


《旅団サークルに本の話が出来る仲間が入った！　すごい楽しい！》



　時間的に仕事中だろうから返事は遅おそいだろうけれど……と思っていたら、十分そこそこで返事が返ってきた。


《よかったね。けどユーリは、人との距きよ離り感かんを測るの下手なとこあるから、気をつけてね。》



　……まーたエマは、そうやってすぐ冷や水を浴びせてくる……大きなお世話だい。

　ぼくは口をとがらせてベッドに身を投げ出し、そしてクリスティーナとの会話を反はん芻すうした。




　……いや、反芻したのは会話だけじゃない。懺ざん悔げします。

　クリスティーナの胸の感かん触しよくも反芻しました……。

　それどころか、そこから先の妄もう想そうも膨ふくらませてしまいました……。




　──……体を入れ替かえ、組み敷しき、そっと手をかけるブラウス……。露あらわになった胸を舌で優やさしく舐ねぶりながら、空いた手でスカートをたくし上げ、下着に指を滑すべり込ませると、そこは……──。




　──といった具合に、あんなに純真なクリスティーナのことを穢けがしてしまいました……。

　白魔道士としてあるまじき邪じや念ねん……神様ごめんなさい……。




　　　　☆




　旅は順調に進み、目的地ヴィムタリアの二つ手前の町ダノンに到とう着ちやくした。

　その時点でもまだ昼過ぎ。なので今日は夕食も含ふくめ、明朝の出発まで各自自由行動ということになった。

　ぼくは宿の部屋に荷物を放ほうり入れて、壁かべ掛かけの鏡で軽く髪の毛を整えると、宿屋の下へすっ飛んでいく。

　そしてそわそわしながら待っていると、クリスティーナがゆっくりと下りてきた。クリスティーナはぼくを見た途と端たん、慌てて小走りで駆かけて来る。

「あ、ご、ごめんなさい。お待たせしてしまいましたか」

「いやいや、ぼくも今下りてきたとこ」

「そうですか。よかった」

「うん。そ、それじゃあ行こうか」

「はい！」

　ビスクドールのような美しい顔立ちに、子供のような純真な笑えみが弾はじける。

　ぼくはクリスティーナと一いつ緒しよに、町の本屋巡めぐりに出発した。

「──ユーリ様！　面おも白しろそうな本を見つけました！　冒ぼう頭とうの見開き２ページからすでに面白いです！　作者はテリー・ファビラ・プロテイン！　タイトルは『深窓のマッチョ』！」

「うはー！　タイトルからして奇き書しよの匂いが！　確保して！」

「はい！　──あ、でもこれ、お値段が結構……」

「大丈夫！　さっき確かく認にんしたから！　金貸しの場所！」

　いつも通り──否いな、いつも以上の興奮をもって、ぼくは本屋巡りに没ぼつ頭とうした。

「あ、ユーリ様、ここにカルルク・ノンクルの本がありますよ？　『金貨神話』……ご存じですか？」

「『金貨神話』──カルルク・ノンクル中期の作品で、当時カルルクが生活していたヒェンネル国の経済状じよう況きようとそれに翻ほん弄ろうされる人々をテーマにしたいわゆる〝金貨三部作〟の二作目だね。ちょうどカルルクが困こん窮きゆうしていた時期でもあって貧困層の市民の心的退たい廃はいを克こく明めいに書きだした鬼き気き迫せまる筆ひつ致ちは彼の長いキャリアの中でも随ずい一いちと言われていて──」

「！　ご存じも何もすごく詳くわしい！　……では、これは買わずとも……」

「待って待って。それ第何版？」

「えーと……奥付には五版とありますね」

「！　確保！　それ確保！　五版の『金貨神話』はヒェンネル本国で刷られたもので、内容に少し変へん更こうが加えられてるんだよ！　当然ぼくはそれも持ってるんだけど……状態があんまりよくないのしか持ってないから綺き麗れいなのほしい！　ずっと探してたんだそれ！　やったー！　ひゃっほー！」

「な、なるほど！　さすがユーリ様！　こだわりがすごくお強いですね！」

　本屋巡りは楽しい。それが今日は、格別に楽しい。

　理由はひとえに、クリスティーナという同行者のおかげだろう。

　ぼくがずらりと並ぶ本ほん棚だなに目を輝かせる隣となりで、クリスティーナもまた同じように目を輝かせ、興きよう味み津しん々しんといった様子でぼくにあれこれと質問をしてきてくれる。ぼくの話を聞いてくれる。ぼくに付き合ってくれる。

「──買いましたねぇ……」

「買ったねぇ……」

「なんというか、満足感みたいなものがすごいです……」

「そうなんだよ。もう病やみつきだよ。いつか、こうやって世界中で買い漁あさった本の山を、何年もかけて読み崩すつもりなんだ。朝起きて、庭先の日向ひなたで本を読んで、昼ひる寝ねして、また本を読んで、晩ごはん食べて、本を読みながら寝ねて、また朝起きて、本を読んで……その繰くり返し」

「ああ……それは素す敵てきですね」

　本屋で借りた荷車に、大漁の戦利品たちを積み上げて、いつものように郵便馬車の駅を目指す。

　いつもなら無論、それも一人。

　けれど今日は、夕ゆう陽ひを受けて地面に伸のびる影かげが二つ……荷車を後ろから押してくれるクリスティーナがいる。

　一人で荷車を曳ひいてる時でも、苦に思ったことはない。むしろ充じゆう実じつ感かんを覚えてる。

　けれど、今日はそれがいつもの比ではない。

　華奢で小さなクリスティーナの細ほそ腕うでだ。その力自体は微び々びたるもの……けれど、確かに感じるその後押しに、なんとも胸をくすぐられるのだ。

「これだけたくさんの本を買っても、やはり手に入れたいものなのですね。『ガーネッシュ戦記』は」

「うん、そう。ぼくの夢なんだ。『ガーネッシュ戦記』は。……あはは、バカみたいでしょ、旅団サークルのみんなからも呆あきれられてるよ」

「いえ、そんなことはありません。ユーリ様がカルルク・ノンクルをどれだけ好きかは今日ご一緒してもよくわかりましたし……私も是ぜ非ひ読んでみたいですもん。ユーリ様からお借りした『湖上の星せい霊れい歌か』、すっごく面白かったですから！」

「……うん、きっと見つけて、読ませてあげるからね。クリスティーナにも」

「はい！　楽しみにしております！」

　そして旅団サークルのみんなはおろか、幼おさな馴な染じみのエマにすら呆れられるぼくの夢を、クリスティーナは呆れて笑うどころか、応おう援えんしてくれる。同じ夢を見てくれる。

　この、自分の夢が自分だけのものじゃなくなる感覚というのは、なんと心地よいのか……。

「夕飯、どっかで食べてく？」

　駅馬車に本を預け終え、軒のき先さきに明かりが灯ともり始めた町並みを歩きながら、ぼくはクリスティーナに訊たずねる。

「はい、是非」

　ここダノンは三本の街かい道どうが交わる町で、そこそこ栄えている。本屋もあるし、ケケが喜びそうな色街もあるようだし、食事処どころにも事欠かず、レストランなんかもあるらしい。

　ぼくは宿屋の主人から、こっそりおすすめの店を教えてもらっていた。この町一番の高級レストランだそうだ。

　中心街を抜ぬけ、閑かん静せいな一角へ。するとそこには、ちょっとした貴族のお屋や敷しきのような、瀟しよう洒しやな建物があった。鉄門もん扉ぴの前には燕えん尾び服ふくを着た初老の男性が、品よく背筋を伸ばし屹きつ立りつしている。

「…………」

　平静を装いはしたけれど、正直、予想を遥はるかに超こえる高級感に、ぼくは気き後おくれして内心で焦あせる。場ば違ちがい感もさることながら、結構散財した後なんだけど、お金足りるかな……。

　するとクリスティーナもまた、不安げにぼくのローブの裾すそを引く。

「……え、あの、ユーリ様？　もしかして、あそこへ行かれるおつもりですか？」

「うん」

　やはり平静を装よそおいはしたけれど、頷くぼくの声こわ音ねは硬かたい。

　しかしここまで来てしまった以上もう後には引き返せない。ええいままよ！　と、突とつ撃げきしようとしたその時、ぼくのローブの裾を引く力がぎゅっと強まった。

「お気持ちはありがたいですが、駄だ目めです。私にはそのお金がありません」

「ゴ馳チ走ソウスルヨ？」

　予あらかじめ用意していた返事なだけに、即そく座ざに口をついて出たが、またその声音の硬さたるや……。

　するとクリスティーナはローブを手放して笑う。

「ありがとうございます。けど私、こんなご立派なお店だと緊きん張ちようしちゃって、食事の味もわからなくなっちゃいそうで……。それよりも夜市が出ているのを先ほど見かけました。そちらで食べましょう」

　言ってクリスティーナは、さっさと来た道を引き返してしまう。

　ぼくは慌あわててその後を追った。

「え、そ、そんなんでいいの？」

「それがいいんです」

「…………」

　肩かたを並べて歩きながら、ぼくはもうクリスティーナのほうを見られなかった。

　血が沸ふつ騰とうしたように顔が熱くなり、噴ふき出る汗あせが襟えり首くびを濡ぬらす。さらに胸を襲おそう激しい痛つう痒ように、ジタバタとのたうち回りたくなった。

　うわああああああああ！　完っっっっっ全にしくった！　恥はずかしっ！

　なに!?　クリスティーナと二人でお出で掛かけってだけで舞まい上がっちゃった!?

　なに柄がらにもなくいい雰ふん囲い気きのお店でご飯食べようとかしてんの!?

　なにいいカッコしようとしてんの!?　なに意識しちゃってんの!?　バカじゃないの!?　バーカバーカ！

　クリスティーナもきっと呆れていることだろう。

　内心で絶対「え!?　え!?　なに!?　買い物に付き合っただけでデート気取り!?　重っ！　ユーリパイセン重っ！　アカンわー！　これだから童どう貞ていはかなわんわー！　あとで旅団サークルのみんなに文字列ラインしよ！」と、ドン引きしつつせせら笑っているに違いなあああああああああ死にたい！

「…………」

　ああ、エマが言っていた〝人との距きよ離り感かんを測るの下手〟ってこういうことかぁ……などと絶望し、半ば放心状態でいたら、いつの間にかぼくたちは町の中心街に戻もどっていた。

　そこから伸びる通りのひとつが、屋台の立ち並ぶ夜市となっており、そこらじゅうで買い食いしている人や、即席のテーブルを組み立てて酒盛りに興じている人々などで賑にぎわっている。

「人が多いですね」

「あ……うん……そうだね……ごめん……。何人か道連れにして消えるね……」

　もはや返事すら上の空……というか自棄やけを起こして「ふへへ……フヒ」なんて乾かわいた笑いを漏もらしていると──、

「──はぐれないようにしなくちゃですね」

　ぼくの手の中に、温かくて柔やわらかな感かん触しよくが滑すべり込む。

「！」

　一いつ瞬しゆん、我が目を疑ったけれど、きゅっとぼくの手を握にぎってくるそれが、クリスティーナの手だとわかった時、クリスティーナはもう歩き出していた。ぼくの手を引いて……。

　恥はじのあまり熱くなった身体からだが、また違う意味の恥ずかしさで熱くなった。

　けれど、振ふり払はらうような真似まねはせず、むしろぼくも恐こわ恐ごわと、その華きや奢しやな手を握り返す。

　……いやだって、ぼくはほら、あれだから。

『差し伸べられた手を払うな。それが汝なんじを助けんとする手でも。汝に助けを求めんとする手でも』──そんな教義を叩たたきこまれて育った、教会出身の白しろ魔ま道どう士しだから……。




　　　　☆




　ぼくは、具をたっぷり入れて炒いためた麵めん料理と、葡ぶ萄どうジュースを。

　クリスティーナは、薄うすいパン生き地じで野菜と鳥肉を包んだものと、トマトのスープを。

　それぞれ屋台で買い、夜市の一本裏の通りに流れる小川──そこに架かかる石橋まで行って、幅はば広びろの欄らん干かんに腰こし掛かけた。

　人ひと混ごみのピークだったか、夜市には二人で座るのにちょうどいいテーブルが見当たらなかったので、人ひと気けもなく静かなここまでやってきたのだ。

　遠くに聞こえる夜市の喧けん騒そうと、下を流れる小川のせせらぎ、茂しげみから聞こえる鈴すず虫むしの音が、不思議な調和を生み、耳心地好よい。

「あ、ホタルだ……」

「綺麗ですね」

　耳だけでなく、目でも楽しめる場所であったようだ。

　無数のあえかな光の粒つぶが、不規則にゆらゆらと揺蕩たゆたって、ぼくらを飽あきさせない。

「…………」

「…………」

　そのおかげで、黙もく々もくとした夕食にはなったけれど、そこに焦りや緊張はない。

　ただただ、安らぎを覚える。

「──ユーリ様は、女の人が苦手でらっしゃるんですか」

　どれほどの時間、ホタルを眺ながめていたろう。

　不意に、クリスティーナがぽつりと漏らす。

　なんとなく、クリスティーナはこっちを見ずに言っているような気がしたから、ぼくもホタルを眺めたままで、苦笑いを浮うかべた。

「わかる？」

　くすくすという笑い声が、隣から漏れる。

「はい、見ていれば。シイナさんと話す時すら緊張してらっしゃいますし。お仲間なのに」

「……情けないよね。ぼく、教会育ちでさ。教会は貞てい淑しゆく、禁きん欲よくがモットーだから女によ人にん禁制で……。だから、女の人と話したりする機会って本当に少なくてさ」

　ぼくにとって女の人っていうのは異質の存在。別世界の存在。

　何を話したらいいかもわからないし、どう接したらいいかもわからない。

　知らないから、怖こわい……。

「ルシオンとかアハトとか……まぁ一応ケケも？　羨うらやましいよ。あんな堂々と女の人と接すること出来て」

　白魔道士だから仕方がないと自分に言い訳する反面、こんな自分を心底情けなく思ったりもする。ルシオンみたいに堂々と女の人と付き合えたらいいのにと、憧しよう憬けいの念を抱いだいていたりもする。

　そんな思いが、思わず零こぼれる。

「私のことも、苦手ですか？」

　不意なクリスティーナの問い掛かけに、ぼくは正直に答える。

「……最初はね、すごい緊張した」

「ですよね」

「わかってた？」

「はい」

「恥ずかしい……」

「そんなことないですよ。ユーリ様はお優やさしいから、きっと色々考えてくださってるんですよね。それで言葉が詰つまったり、どうしたらいいかと迷ってしまわれるのでしょう」

「……そんなんじゃないよ」

　買い被かぶりにもほどがある。別に優しいとかそんなんじゃない。これは臆おく病びようとか、自意識過か剰じようとか、そういった類たぐいのものだ。

　けど……そうか。それでも、クリスティーナはぼくが緊張して挙動不ふ審しんなのも、それとして受け止めてこうして笑いかけてくれてるのか。

　本当に、心が広い子だと思う。素す敵てきな女の子だと思う。

「でも、今は平気だよ。あんまり緊張しない」

　レストランでの失敗みたいなこともあるし、まだまだ自然とは言い難がたい。

　けど、それでもこんなに一いつ緒しよにいて居い心地ごこち良く思える女の子は他ほかにいない。

　すると、

「はい……。それもわかります……」

　クリスティーナは横にずれてぼくに擦すり寄り、そのままぼくの肩へ、こてんと頭をもたれかけてきた。

「…………っ！」

　心臓がどっと跳はね上がる。さすがに緊張して汗が噴き出る。乱れる呼吸に紛まぎれて、甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。二の腕うでにしなだれかかる柔らかな感触に驚おどろいたはずなのに、その引力には抗あらがえず、身じろぎして逃のがれようという気にはなれなかった。

　なんだこれ……さっき手を握られたときもビックリしたけど、これはその比じゃない。

　女の子って、仲良くなると、こんなにスキンシップを取ってくるものなのだろうか。

　それとも、自うぬ惚ぼれや勘かん違ちがいや思い上がりだったらメチャクチャ恥ずかしいけれど、もしかして何か他意があって──!?

　ぐるぐると考えが頭の中を巡めぐり、ぼくは身も心も硬こう直ちよくする。

　すると混乱中のぼくに、さらに追い打ちをかけるような感触が、膝ひざの上に置いた手の甲こうにつつっと這はう。

　クリスティーナの細い指が、ぼくの手をなぞったり、撫なでたり、つまんだり、構ってほしくてじゃれつくように、からみついてくる。
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　先ほど夜市で手を繫つないだのとは一線を画す、いじらしい触ふれ方。

　身も蓋ふたもなく言ってしまうなら、それはぼくを誘うような触れ方で──、

「…………っ！」

「……私、ユーリ様のおそばにいさせてもらってもいいのですよね？」

　クリスティーナは、ぼくの肩に頰ほおずりしながら顔を上げると、耳元に囁ささやいた。

「今夜一晩も、おそばにいさせては頂けませんか……？」

　そして彼女はぼくの手に自らの手を重ね、そのまま自分の太ふと腿ももへと持っていく。

　薄うす手でのスカート越ごしに手のひらに伝わる、柔で弾だん力りよくのある肉感……劣れつ情じようを引きずり出す、淫いん靡びなる温ぬくもり……この時点でぼくの緊きん張ちようは極きよく致ちに達するも、クリスティーナが導くぼくの手はさらに、彼女の太腿の曲線に沿って、徐じよ々じよに内腿のほうへと誘いざなわれ──。

　同時に、クリスティーナはとろりと目を細めた。そして、僅わずかにすぼめて開いた唇くちびるを、そっとぼくに差し出してくる。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　小さな唇から覗のぞく舌……唾だ液えきにぬめるその艶なまめかしさに、頭が真っ白になった。

　ぐらりと、自分の中で何かが揺ゆれた。

　足元が大きく傾かたむいて、甘かん美びな深しん淵えんへと転げ落ちていきそうになる。

　けれど、白魔道士としての理性が、ぼくをすんでのところで踏ふみ止とどまらせた。

「ご、……ごめん！」

　ぼくはクリスティーナを引き剝はがす。

　そして石橋の欄干から慌あわてて飛び降り、距きよ離りを取った。

　そうするのが精せい一いつ杯ぱいで、クリスティーナへのフォローの言葉も何も続けられない。

　まるで猫ねこを前にしたネズミのように、ぼくはクリスティーナと対たい峙じするほか出来ずにいた。

　互たがいに交差する視線……クリスティーナの目に映るぼくは、どんなに情けない顔をしているだろう。

　一方ぼくの目に映るクリスティーナは、ひどく傷ついた顔で、笑った。

「……あ、すみません。なんか、私、勘違いしちゃって……ユーリ様、お優しいから……」

　それは、拒きよ絶ぜつされ、見放された者が浮かべる、途と方ほうに暮れた表情……。

「ご迷めい惑わく、ですよね。私みたいな、どこの誰だれかもわからない女が、ユーリ様のような名のある白魔道士様に……。本当に、ごめんなさい。今のことは、忘れて下さい……」

　砕くだけそうな瞳ひとみで、一いつ生しよう懸けん命めいに口角を上げる。その傷いたましさは、ぼくの胸を抉えぐる。

　踵きびすを返して立ち去ろうとするその後ろ姿は、なんと儚はかないのか。

　ああ、そうか、これはぼくの自惚れでも勘違いでも思い上がりでもなかったのか。

　きみは、ぼくのことを想おもってくれていたのか。

　それは嬉うれしい。すごく嬉しい。ありがとう。

　けれど、ダメなんだ。

　だってそもそも白魔道士は、女の人と結ばれない宿命にあるから……！

　だからぼくは今、去りゆくきみを呼び止められずにいる。

「……クリスティーナ……っ」

　クリスティーナは、一度も振り返ることなく、とぼとぼと夜市の雑ざつ踏とうの方へと消えてゆく。

　今いま更さらながら漏もれ出た弱々しい声は、小川のせせらぎに流されて消えた。
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　雲雀ひばりの囀さえずりにふと窓の外を見れば、星々はすっかり薄はく明めいに溶けて、白き陽ひ射ざしが空を染めゆく。

　結局一いつ睡すいも出来ぬまま朝を迎むかえてしまった。

「……あー………………」

　ベッドで仰あお向むけのぼくは、しぼしぼの目で天てん井じようを眺ながめながら呻うめき声を上げる。

　昨晩はクリスティーナになんてことをしてしまったんだろう……顔合わせづらいなぁ……。

　気が重ければ体も重いが、朝食を食べたら次の町へ出発だ。

　頭をスッキリさせるためにも水でも浴びてこようと、ぼくは部屋を出た。

　早朝の宿の廊ろう下かは静かで、階下で朝食の準備の音だけが微かすかに聞こえる。

　と、宿部屋の一室の扉とびらが、きいと鳴きながら控ひかえめに開いた。

　そしてその隙すき間まから、目も覚めるような金きん髪ぱつの少女が、するりと音もなく抜ぬけ出てきた。

「あ、おはようございます。ユーリ様」

　ネグリジェ姿のその少女──クリスティーナはぼくに気付くと、たおやかな微笑ほほえみでお辞じ儀ぎをした。

「……っす」

　対するぼくは昨晩のことを意識しまくっているせいで、首だけかくんと突つき出すような、素っ気ない挨あい拶さつしか咄とつ嗟さに返せない。

「……ん？　あれ？　クリスティーナってその部屋だったっけ？」

　ふと気付いて、今しがたクリスティーナが出てきた部屋を指差す。ぼくの記き憶おくが確かなら、そこはルシオンの部屋だったはず。

「はい。寝ね坊ぼうしてはいけないから起こして欲しいと、昨晩ルシオン様に頼たのまれまして」

「あ、そうなんだ」

　昨晩のルシオンが何をしていたかは知らないけど、わざわざそんなことをクリスティーナに頼むということは、大方飲みにでも出かけていたのだろう。

　しかし、それにしても、こうして話しているとクリスティーナはいつもと何ら変わらないように見える。

　寝起きでぼーっとしているのか、ネグリジェの肩かた紐ひもが片方ずり落ち、なめらかな鎖さ骨こつは露あらわ、胸の膨ふくらみは零こぼれそうになっていたりするし、顔つきもくたびれたようにとろんとしていて、妙みように色っぽかったりはするけれど……特に落ち込んでいたりだとか、傷ついているといった様子には見えない。

　昨晩のことを、クリスティーナは何も気にしていないのだろうか。もしかしてこの一晩で立ち直ったのだろうか。

　そう思っていたら、がちゃりと扉が開く音がして、ぼくは振り返る。

　宿部屋の一室から、訓練着姿のシイナさんが出てきたのだった。

「む、二人とも早いな」

「あ、シイナさん。おはようございます」

　クリスティーナがぺこりと笑顔でお辞儀を返すと、シイナさんは言った。

「うむ。儂わしはこれから軽く体を動かしに行くが、クリスティーナも行くか？」

　それは朝の鍛たん錬れんのお誘さそい……体力づくりに励はげんでいるクリスティーナのことだ。普ふ段だんならついていったことだろう。

　が、クリスティーナは逡しゆん巡じゆんし、眉まゆ尻じりを下げた。

「あ……えと、すみません。実は私、昨晩あまり眠ねむれなくて……」

　言いながら、ぼくのほうをちらっと一いち瞥べつしたが、逃にげるようにすぐ視線を逸そらす。そして何か苦いものでも嚙かんでしまったように、唇をぐっと引き絞しぼった。

　その言葉に、表情に、ぼくははっとした。

「そうか。ならば無理することはない」

「はい。お気をつけていってらっしゃいませ」

　クリスティーナはすぐに笑顔を取り繕つくろって、シイナさんを見送ると、自分の部屋へと戻っていく。

「…………っ」

　一方、ぼくはその場に立ち尽つくした。

　クリスティーナが今ぼーっとして、くたびれたような顔つきでいたのは、寝起きだからじゃなくて眠れなかったから？

　だとしたら、その理由はなんだ？

　考えるまでもない。

　心当たりがありすぎて、胸が痛くて仕方がなかった。




　　　　☆




　ダノンの町を出発し、その日の日にち没ぼつ前には何とか次の宿場町アーザに到とう着ちやく。

　ここは当面の目的地であった水の都ヴィムタリアの、一つ手前の町だ。明日あしたにはいよいよヴィムタリア入り。準備が整い次し第だい、七氏族軍資が眠る可能性の高い、〝巌窟王ダンジヨンマスター〟シェグのダンジョンへ潜もぐる予定だ。

　アーザまでの道中、ぼくは一言もクリスティーナと会話を交かわさなかった。昨日の出来事があるまでは、歩きながら本の話なんかをよくしていたのに……。

　今日のクリスティーナはもうルシオンとアハトに付きっきりで、ケケがその周りをウロチョロしているといった具合だった。

　ルシオンやアハトに向けられる彼女の笑顔が、ぼくに向けられることはなかった。

「──ユーリ、クリスティーナとなにかあったデスカ？」

　そんな微び妙みような空気を察したらしく、アハトが密ひそかに、そう声を掛けてくれたりもした。アハトは、こういうとき優やさしい。

　だからぼくは笑って答えた。

「……本の感想でちょっと言い合いになっただけだよ。本読みの間ではよくあることだから平気。心配してくれてありがと」

「Ｏｈ！　そういうことだったデスネ！　なら良かったデース！　──でも、そんなときは早くこっちから謝っちゃったほうがいいヨ？　ほら、人間のことわざでもあるでショウ？　『負けるがカチーン』って」

「あはは、そうだね。……早めに仲直りするよ……。ちなみに〝カチーン〟じゃなくて〝勝ち〟ね。堪こらえられてないからそれ」

　本当のことは、言えなかった。

　そして夕食後、宿の部屋で一人、ぼくはベッドに身を投げ出す。

　昨晩徹てつ夜やだったというのに、眠ねむ気けが一向に降りてこない。

　それは、クリスティーナのことで頭がいっぱいだから。

　そして、クリスティーナに関してひとつ、ぼくの中で答えを出したから……。

　その時、キュイキュイとコネクテルが鳴いた。

　もしかしてクリスティーナ？　──なんの根こん拠きよもないのにふとそう思い、ぼくはコネクテルに飛びついたが、小窓に表示されていた名前は違った。

　がっかり感を拭ぬぐえぬまま、ぼくは音声コネクトに出る。

「……もしもし？」

『……なに、テンション低いじゃん。……あ、ごめん、もしかして寝てた？』

「いや、起きてたよ。……そっちは機き嫌げん良さそうだね」

『うん。今日仕事休みでさ。暇ひまだからかけてみた』

　なるほど。休日とあってか、エマの声がほのかに弾はずんでいる。

『なんかあったの？』

「……昨日だけど、また本送ったからよろしく」

『あーはい、わかった。……それで、他ほかには？　何があったの？』

「…………」

　適当に話をはぐらかそうと思ったが、さすがはエマだ。ぼくの浮うかない声こわ音ねから、やんごとない事情を察したようだ。

　なんとなく気き恥はずかしさを覚えたが、まあ、エマになら言ってもいいだろう。

「……好きな人が出来た」

『…………』

「…………」

『……もしかしてそれって、例の本好きの仲間？』

　度たび々たび察しが良い。ぼくはうんと頷うなずいた。

　昨晩からずっと考えて、ぼくはぼくの気持ちを確かめた。

　ぼくは、クリスティーナのことが好きだ。大好きだ。

　たとえ彼女が何者であろうと、ぼくは彼女とともにありたい。彼女のことを守りたい。彼女の望みを叶かなえてあげたい。

　それが、ぼくの望みだ。『ガーネッシュ戦記』以外に、初めて欲ほつしたぼくの夢だ。

　なのに、

『……ハァ』

　返ってきたのは、心底呆あきれたようなため息だった。

「え……なんでため息？」

『なんでも。で、なに？　好きな人が出来て、それでなんでテンション低いの？』

　なんでもじゃないよ……超ちよう気になるよ……今の流れで呆れられるようなとこあった？

　まったく釈しやく然ぜんとしないけど……エマの追つい及きゆうにぼくは答えた。

「向こうもぼくのこと好きっぽいんだ」

　すると、

『…………』

「…………」

　今度は神しん妙みような沈ちん黙もくの後、

『……ぷっ。ふふっ。あーっはっはっは！　ひー、くひー、お腹なか痛いっ。くくく』

　返ってきたのは、お腹を抱かかえているらしい、絶倒の笑い声だった。

「え!?　なに!?　なんで笑うの!?」

『いやー、笑うでしょ。あはは』

「……あ！　別にこれぼくの勘かん違ちがいとかじゃないからね!?　なんかもう完全に、告白的なことまでされたからね!?　マジで！」

『ほー』

「……でも、ぼく、それを断っちゃって、彼女を傷つけちゃって……」

『はあ。まぁ、ユーリ、白しろ魔ま道どう士しだしねぇ』

「うん……」

　クリスティーナに言い寄られたあの時、ぼくが過か剰じようなまでにクリスティーナに拒きよ絶ぜつ反応を示してしまった理由……。

　クリスティーナは知っているのだろうか。

　白魔道士が操あやつる白魔法というのは、混じり気のない純じゆん粋すいな魔力を用いることで最大限に効果を発揮する。

　そう、魔力の純度こそが重要で、混ざってはいけないのだ。

　例えば、異性同性限らず性せい交こう渉しようによる魔力の接せつ触しよくは、魔力の混こん濁だくを生む。ちなみに大まかではあるが、一人の性交渉経験で、白魔道士が使える白魔法の威い力りよくは元の半分程度にまで落ち込むと言われている。

　つまり、白魔道士が白魔道士として十全たりえたくば童どう貞てい或あるいは処女である必要があり、色いろ恋こい沙ざ汰たなどは言語道断というわけだ。

　それが、ぼくがあの時クリスティーナの気持ちを受け入れられなかった理由。

　ぼくとクリスティーナの間にある、大きな障害……。

　けれど、

『で、どうすんの？』

　エマに訊たずねられ、ぼくははっきりと宣言した。

「ちゃんと、ぼくのほうから告白しようと思う」

　正直、これがぼくにとって初恋というわけではない。

　これまでにも何人か素す敵てきだなと思う女性に……これがもしかしたら恋というものなのではと、胸の高鳴りを覚えた女性に出会ったことはある。

　けれどそれはぼくの一方的な想おもいであり、進展することも実ることもなかった。させようとも思わなかった。

　が、今回は違う。

　彼女がぼくを求めてくれるのなら、ぼくもこの恋を実らせたい。

　どういう着地点を〝実る〟と呼ぶか……それはまだわからないけれど、少なくともぼくは、クリスティーナの誤解を解きたい。

　きみのことが好きだと伝えたい。──それが、ぼくの出した答えだった。

『…………』

　聞こえてくるのは、微かすかな吐と息いき……ぼくの決意に、エマはしばらく黙だまりこんだ。

　きっとエマはぼくの決意を後押ししてくれるだろうと、根拠もなく思っていただけに、その沈黙には少し怯ひるむ。

　やがて返ってきた言葉は、後押しとも、また引き止めとも違うものだった。

『……好きで好きで仕方ないなら、気持ちを伝えるのはいいんじゃない？　でも、そこまでにしときなよ？』

「……え？」

『相思相愛を確かめ合うのはいい。恋人同士を望んでもいい。でも間違っても、肉体関係を持っちゃダメだよ？　〝なんともない〟白魔道士であることをやめちゃダメだよ？　たとえその相手の子が、それを望んだとしても』

「…………」

　エマの返答に、ぼくは啞あ然ぜんとした。

『ガーネッシュ戦記』はぼくの夢だし、クリスティーナ自身の記き憶おくのこともある。その二つを手に入れるためには、ぼくは今の旅団サークルで〝なんともない〟白魔道士でいる必要がある。

　だからもちろんぼくはクリスティーナに、最初に言うつもりでいる。すべてが終わるまで待ってて欲しいと。それまでは肉体関係も何もなしだと。

　そう伝えた上でもなお、彼女がそれを望んだら……ぼくは受け入れるつもりでいた。

　もう二度と彼女のことを拒絶しないとそう決めた。

　あの夜の、あんな傷いたましい顔を、二度と彼女にさせたくないから。

　なのに、

「……どうして？」

　どうしてエマは、それに反対するのか。

　自分の夢や望みを差し置いてでも相手の気持ちに応こたえることが、愛というものではないのか。恋というものではないのか。

　するとエマは一呼吸置いて、こう答えた。

『もしその相手の子がそんなことを言うようなら、その子はユーリのことをなんにもわかってないからだよ。そんな相手のために〝なんともない〟白魔道士をやめちゃダメ。きっとユーリ、後悔するから』

「……意味わかんない……」

『たくさん本読んでるのに？』

「……馬ば鹿かにしてる？」

『してるよ』

「…………」

『…………』

「……切るね」

『うん。悪かったね。大事なところお邪じや魔まして』

　張り詰つめた空気を断ち切るように、ぼくはコネクテルを切った。

　エマはたまにこういうところがある。大きなお世話というか、お節せつ介かいというか……。

　クリスティーナのことを知りもしないくせに、どうしてエマは、あんなことが言えるのか。

　考えれば考えるほどむしゃくしゃして、けれど、かえってますますクリスティーナへの想いが強まって、ぼくは天てん井じようを睨にらみつける。

　ヴィムタリアに着いたら、絶対にクリスティーナに告白しよう。

　誰だれになんと言われようと……。

　そう決意を胸に固め、ぼくはそのまま深い眠ねむりに落ちていった。




　　　　☆




　そして、ヴィムタリアへの出発の朝、ぼくたち旅団サークル宛あてのとある手紙が、宿屋の主人に預けられていた。




【今まで世話になった。すまぬが儂わしはこの旅団を抜ぬける。


シイナ・リュウゼンイン】






　それは何の前まえ触ぶれもなく訪おとずれて、一方的に告げられたお別れだった。
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　雄ゆう大だいなるデーゼル川のほとりに、分厚い城じよう壁へきが巡めぐっている。その城壁が擁ようしているのは、川辺の港を中心に栄えた、活気溢あふれる巨きよ大だい都市。川から引いてきた水路は、市し井せいの生活用水として、あるいは人心に潤うるおいをもたらす憩いこいの清流として、街中に毛細血管のように伸のび広がる。

　水の都ヴィムタリア──街全体が燃えるような夕ゆう陽ひに染まる頃ころ、ぼくらはついに到とう着ちやくした。

　シイナさんの退団には誰もが驚おどろき、訝いぶかしんだ。

　理由は一いつ切さい不明で、あのアハトでさえそんな兆候には気付けなかったという。

　とはいえシイナさんはコネクテルも持っていないし、てっきりアハトがその後を追うかとも思ったけれど、心ここにあらずといった様子で放心状態。

「……ヴィムタリアへ行きマショウ。ボクたちの目的は、七氏族軍資デース」

　ショックを受けたように力ない声こわ音ねだった。けれどアハトは、シイナさんとの恋よりも七氏族軍資が優先事じ項こうだと意を固めたようだった。

　まぁ、あれだけ猛もうアタックを仕し掛かけてもシイナさんには袖そでにされていたのだ。これを機にシイナさんには踏ふん切りをつけて……とでも考えたのかもしれない。

　そしてぼくはぼくで、もちろんシイナさんのことは気掛かりではあったけれども、それよりもクリスティーナのことで頭がいっぱいだった。

　釈しやく然ぜんとしないお別れよりも、好きな女の子を傷つけた罪悪感と、それを贖あがなおうとする意気込みのほうが、今のぼくにはずっと強かった。

　だから、この日のうちにクリスティーナを呼び出して、告白しよう──そう思っていたのだけれど……、

「すみません。少し疲つかれましたので、お先に休ませて頂きます」

　クリスティーナはそう言って、早目の夕食をとってすぐに自分の宿部屋に引っ込んでしまった。

　さすがに疲れて休むと言っている人間を呼び出す気にはなれず、告白は翌日以降へ持ち越こしに。

　仕方がないのでぼくはこの夜、珍めずらしく街へ散歩に出ることにした。

　普ふ段だんなら本を読んで過ごすところだけれど、気持ちが妙みように昂たかぶっているせいで、読書が手に付かない。

　交易の中心地なだけあって、夜でもこの都市は賑にぎやかだ。むしろ夜にこそ華はなやぐ一角もあるようで、過激な服装のお姉さんがたが道行く男たちを手招きしている通りがある。

　ケケなんかは大喜びだろう。というか今もあの通りのどこかにいるかもしれない。

　夜でも大きな市が開かれ、飲食物だけでなく大陸の各地から集つどった工芸品や服ふく飾しよく品ひん、武器や防具や魔道具などなど、ありとあらゆるものが出店に並ぶ。

　いつもの癖くせで本を探しつつ、それ以外でもどれもこれもが珍しい品ばかりで、歩いているだけで楽しい。

　きっとクリスティーナも気に入るだろう。目を輝かがやかせる彼女の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。絶対、時間を見つけて連れてこよう。

　果か汁じゆうジュースを買いに立ち寄った出店で、この都市の名所を聞いてみた。

　すると、ここから少し歩いた北区画に、高名な彫ちよう刻こく家かが建造した噴ふん水すい広場があるらしく、夜景スポットとして──特に若い男女には人気だそうだ。

　その話を聞いて、ピンとくる。もしかしたら告白には絶好の場所かもしれないと。

　なので下見がてらに早さつ速そく行ってみることにした。

　歩くこと十分少々。ぼくらの旅団サークルがとった宿からだと少し距きよ離りがあるけど、まぁ全然徒歩でも歩いて来られる圏けん内ない。街中には小こ洒落じやれた人力車も多数走っているので、なんならそれに乗ってきてもよさそうだ。

　そこは広い円形の広場だった。足元の石いし畳だたみも他ほかの区画と比べて整然と並び、ドット状の紋もん様ようを描えがく。

　その中心には、見上げるほどに大きく、また目を瞠みはるほどに精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた彫刻が鎮ちん座ざし、とめどなく水が溢れ出している。しかもそれが、台座と水すい槽そう部に埋うめ込まれた色とりどりの発光石によって煌こう煌こうと照らされていた。

「はー……すごい……」

　あちこちを旅してきたけれど、これほどまでに立派で綺き羅らびやかな噴水を見るのは初めてだ。若い男女に人気というのも大いに頷うなずける。

　とても幻げん想そう的で、しっとりとしたいい雰ふん囲い気きで、事実辺りを見回せば、夜市と違ちがって酔すい客きやくはおらず、仲なか睦むつまじげに寄り添そう男女の多いこと。

　ここにクリスティーナを連れ出して、ぼくの想おもいを伝えて、そして寄り添い合って──と、頭のなかでクリスティーナの姿を思い浮かべていたその時だった。

　噴水のすぐそば、向かい合って身体からだを寄せ合う二人の男女に視線が留まった。

　数いるカップルの中で、なぜその二人にぼくの目が留まったか。

　見覚えがあったからだ。

　その服装にも、そして、その横顔にも──。

「──え？」

　間ま抜ぬけな声が思わず漏もれた。

　白を基調とした服を纏まとう高身長のイケメンと、花はな柄がらの刺し繡しゆうが入ったブラウスにロングスカートの美少女……それは見み紛まがうことなく、ルシオンとクリスティーナだった。

　クリスティーナはルシオンの胸むな板いたに身体を預けるようにして、ルシオンはクリスティーナの背中にそっと手を回している。

　二人は陶とう然ぜんとした表情で見つめ合い、クリスティーナが少し背伸びをした。ルシオンもまた少し身を屈かがめる。




　そして二人は、キスをした。




「……え……」

　時間にしたら、数秒のことだったかもしれない。

　けれどぼくには、二人の唇くちびるが互たがいを求めるように吸い付いてから名残なごり惜おしそうに離はなれるまでが、永遠のことのように思えた。そしてその光景は焼きごてで刻印されるように、克こく明めいに瞼まぶたの裏に焼き付いた。

　絶句し、啞あ然ぜんとしているぼくをよそに、二人は抱ほう擁ようし合い、ゆっくりと体を揺ゆらす。

　心が、思考が、目の前の現実についてこない。

　一体あれはどういうことだろう。

　クリスティーナはぼくに気があるんじゃなかったのか？

　なんでルシオンと？

　もしかしてぼくが拒きよ絶ぜつしたから？

　まだそんな数日しか経たってないのに？

　失しつ恋れんにルシオンがつけ込んだ？

　脳裏を駆かけ巡るあらゆる憶おく測そく、勘かんぐり、妄もう想そう──ただそのどれが正解であろうと、目の前の現実は変わらない。

　ぼくは、ルシオンに、クリスティーナをとられたのだ。

「…………っ」

　ああ、だめだ。

　このままここにいては脳みそが焼き切れる。心臓が潰つぶれる。膝ひざが砕くだける。

　危機感めいた焦しよう燥そうに駆られ、ぼくは息を切らしてその場から逃にげ出した。




　　　　☆




「…………」

　途と方ほうに暮れ、あてもなく夜の街を彷徨さまよい歩き、ようやく少し落ち着いてきた。

　そして改めて自分と向き合ってみると、惨みじめで、辛つらくて、一層死にたくなった。

　もう何もかも忘れてしまいたい──そんな思いが去来して、気付けばぼくは、大型の大衆酒場へふらふら向かっていた。

　お酒なんて飲めないけれど、だからこそ飲んでしまおう……。

　そしてべろべろに酔よいつぶれて、今夜見たものをすべて忘れられたら最高だ……。

　酒場の重い扉とびらを開くと、煩はん雑ざつな騒そう音おんが洪こう水ずいのように押し寄せ、ぼくの全身を叩たたく。

　満員御おん礼れい。見渡す限りの酔っ払ぱらい酔っ払い酔っ払い……。

　そしてぼくの目の前に錐きり揉もみして降ってくる酔っ払い。

「うおわっ！　ビックリした！」

　一体何事かと思えば、店内の中央に人ひと垣がきが出来て、ゴロツキ風ふ情ぜいの男たちが、風に巻き上げられた落ち葉のように吹ふっ飛ばされているのが見える。

　どうやら乱らん闘とう騒さわぎが起きているらしい。店内の異様な盛り上がりと熱気はこのためか。

　まぁ自分には関係ない。大人しく隅すみっこのほうで飲んでいようと、とぼとぼとカウンターに向かった。

　すると、

「ゴルゥゥルァアアアアア！　喧けん嘩か売っとるのか貴き様しやまぁぁあああ！」

「……うん？」

　ろれつは回っていないけれども、聞き馴な染じみのある怒ど号ごうがぼくの耳を引く。

　はてと思って、乱闘騒ぎの輪を覗のぞいてみると……、

「うがあああああああ！」

「か、勘かん弁べんしてくれ！　ねえさん！　俺たちが悪かった！　悪かったからぁぁあ！」

　ゴロツキの首根っこを両手で鷲わし摑づかみし、布でも振ふってるように事も無げに、ぶんぶんゴロツキを振り回しているシイナさんの姿があった。

　……え？　っていうか本当にシイナさん？　シイナさんって「うがああ」とかいう人でしたっけ？　ぼくの知ってるシイナさんはもっとクールな人なんだけどなぁ……。でもテーブルに立てかけてあるの、シイナさんの鉄てつ腕わんなんだよなぁ……。

　人違いかと訝いぶかしんでいると、ぼくの視線を感じたか、シイナさんはばっとこちらを振り向いた。この動物並みの勘の鋭するどさは……紛まごうことなくシイナさん……！

「！　ユーリぃ～！」

　そしてシイナさんはぼくの顔を見るや否いなや、ゴロツキをぽいっと投げ捨てて、満面の笑えみで──ええええ!?　満面の笑み!?　あのシイナさんが!?

「なんでこんなところにおるんじゃあ！　早はよう！　早うここ座れ！」

　シイナさんはぼくを手招きして、陽気にぼくに隣となりの席を勧すすめてくる。

　どうもどうもと周りの人に会え釈しやくをしながら、ぼくは怖おず怖ずその席に収まった。

「なんでこんなところにおるんじゃあ。……ヒック」

　うわぁ……すごい酒臭くさい……。目もすごい据すわってる。据わるどころか肘ひじ枕まくらして寝ね転ころがってる。目が。

　いつだったかシイナさん、「いつ何時でも戦いに備えておかねばならん武道家にとって、酒に吞のまれて我われを失うなど死も同然（キリッ）」とか言ってたのになぁ……。今もう死んじゃってますよ。武道家としてもクールキャラとしても死んじゃってますよ。

　まぁそれはいいとして……、

「シイナさんこそ、こんなとこで何してるんですか。っていうかどうして急に旅団サークルを出てっちゃったんですか」

　なぜキャラが崩ほう壊かいするほどに泥でい酔すいしてるのかも気になるが、まずはその話からだ。

　ぼくが訊たずねると、

「──……ひ」

「ひ？」

「……ひぐっ。ふ、ふ、ふえええええええ」

「!?」

「ふいいいいいいい───……」

「!?　!?」

　あのシイナさんが、顔をクシャクシャにして泣き出した。

「えええええ!?　し、シイナさん、涙るい腺せんとかあったんですか!?」

　思わず超ちよう失礼なことを言ってしまうくらい、衝しよう撃げき的な光景だ。

　あとこの人の泣き顔と泣き声、子供みたいでちょっと可愛かわいいな……。子供みたい過ぎて鼻水出てるけど……。

「シイナさん、洟はな」

「ふぐぅぅううう……」

「洟出てますってば。……あーコップに垂れる垂れる！　ほら、チーンして下さい！　チーン！」

「チーン」

「ハァ……もう、本当に何があったんですか、シイナさん」

　ぼくがハンカチで洟をかませてやると、少しは落ち着いたのか、シイナさんはメソメソしながらももにょもにょ喋しやべり出す。

「……宿場町のアーザ、あったじゃろ……？」

「ええ、一個前の町」

「そこでな……夜にな……儂わし、散歩しとった……そしたらな……アハト、チューしちょった……」

「……え？」

「しかもベロチューじゃ」

　お、おぉ……シイナさんのボキャブラリーに『ベロチュー』なんて単語あったんだ……。

「……え、アハトが？　チュー？　誰だれと？」

「……ぐすっ、えぐっ……うぅ……！」

　あ、やばいまた泣きそう。

　ともかくシイナさんは、アハトが誰かとキスしてるところを目もく撃げきしてしまったと。

　それがショックで旅団サークルを飛び出してきたと、そういうことかな？

　……あれ？　でもおかしい。

「いや、別によくないですか？　アハトが誰とキスしてようと関係ないんじゃ……」

　まぁ、アハトのキス顔が気持ち悪くて耐たえられなくて……とかならわかるけど。

　すると、

「た、たわけ！　いいわけあるか！　儂は……儂は……アハトのことを好いとったんじゃ～！　うわああああああん」

　号ごう泣きゆうした。何やら首を傾かしげたくなるようなことを喚わめき散らしながら……。

「えええ……いやいやいや、シイナさん、めっちゃアハトのこと拒きよ否ひってたじゃないですか。お前なんか相手にしねーよ感バッチバチに出してたじゃないですか」

　もしかして酔って支し離り滅めつ裂れつなことを言ってるだけかな……？　困こん惑わくしつつ、ぼくが指し摘てきすると、シイナさんはしゅんと項うな垂だれてぽつりと漏らす。

「……調子乗った……」

「は？」

「……アハト、儂のこと大好きじゃったろ？」

「え、ええ、まぁ……」

「どんなに突つき放しても、キツく当たっても、めげずに懲こりずに儂に尻しつ尾ぽ振ふってきたじゃろ？」

「ですね。ええ」

「あれがな、最高に優ゆう越えつ感に浸ひたれてたんじゃ……」

「…………」

　絶句するぼく。

「……あっ、し、しかしあれじゃぞ！　もちろん、七氏族軍資を探す旅であるし、そんな、色いろ恋こい沙ざ汰たなどにうつつを抜ぬかしている場合ではないという思いもあってじゃな──！」

　ぼくの胡う乱ろんな視線に、シイナさんは慌あわてて弁解するが、今いま更さら遅おそい。

「シイナさん……内心でそんなこと考えてたんですか!?　あれだけクールぶっといて!?」

　ぼくが責め咎とがめると、シイナさんはうっと気まずそうに顔をしかめ、そのあと自じ虐ぎやく的な笑みを零こぼした。

「……ふっ。クールな表情の裏では、アハトに愛されまくりでニヤけっぱなしじゃったわい……」

「赤せき裸ら々らに俗ぞくっぽいこと言うなぁ……。酔っ払ってるとか関係ないもんなぁこれ……。シイナさんのイメージ壊こわれるよー。もっとストイックなキャラかと思ってたよー」

「儂もそういうキャラでいたかったわい……。……うぐぅ、アハト～、お主は罪な男じゃあ～。あんな好き好き言われたら、ずっと儂のこと好きでいつづけるだろうって、油断するじゃろ～、あんなもん～」

　ついには惜せき別べつの限りにアハトの名を呼び、おいおいと咽むせび泣くシイナさん。

　ぼくの頭の中にあった、〝かっこ良いいシイナさん像〟はもはや見る影かげもないけれど、それを笑うことは出来ない。

　なにせ奇くしくもぼくも、大好きな人のキス現場を目撃してしまったばかりだから……。

　その辛つらさは痛いほどわかるから……。

　だからぼくはシイナさんに強い同情心が芽生え、何とか励はげましてあげたくなった。

　そもそも、シイナさんの話を聞く限りでは、別にそこまで深刻な話ではないのではなかろうか。

「それで、アハトは誰とキスしてたんですか？　どうせプロの人とかでしょ？　だったら許してあげればいいじゃないですか。男ってのは本命の女の人がいても、性せい欲よくに駆かられて行動しがちなんだそうですよ。イニシャルＫＫさん曰いわく」

　ぼくは童どう貞ていだから知らないけども、ＫＫさんはそう言ってたし、アハトだってたまには羽目を外したくなる時くらいあるだろう。

[image: ]

　もしそれがプロの方相手の愛の無いベロチューならば、別にシイナさんへの愛が薄うすれたというわけではないのでは……。

　そう思ってフォローしたのだが、しかし、シイナさんは頭かぶりを振った。

「……プロじゃない……」

「あ、そう。じゃあ素人しろうとさんですか？」

　ナンパでもして一夜限りの仮かり初そめの恋こいでも楽しんだのだろうか。

　しかしシイナさんはそれにすら首を横に振り、呻うめくように漏もらした。

「……ーナじゃ……」

「え？」

　聞き取れず、聞き返し、その末にシイナさんから告げられたのは、やっぱり思わず聞き返してしまうようなこと。

「クリスティーナじゃ！　アハトとベロチューしとったのは、クリスティーナじゃあ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「……はい？」




　　　　☆




「くかー……すぴー……くかー……すぴー……」

　吞のん気きかつ酒気帯びな寝ね息いきを棚たな引びかせながら、シイナさんはふわふわと宙を浮ふ遊ゆうする。仰あお向むけで眠ねむるその姿は、水面みなもに揺蕩たゆたう笹ささ舟ぶねを思わせた。

　担架エアストレツチヤー──怪け我が人にんを運うん搬ぱんするための、初歩的な白しろ魔ま法ほうだ。

　酔よいつぶれたシイナさんにそれを施ほどこすと、シイナさんの身体からだが浮うかび上がり、ぼくのスタッフと透とう明めいの紐ひもで繫つながっているかのように追従した。

　ぼくはそのまま酒場から、通りを挟はさんで向かいの宿屋へと入る。

　シイナさんはここに部屋をとっていたそうで、宿屋の主人がシイナさんを見るや否や、すぐに事情を察して部屋に通してくれた。

　ベッドにシイナさんを寝ねかせ、「鉄てつ腕わんは重くて運べなかったので、酒場に預かってもらってます」と置き手紙を残し、酒気祓ばらいの白魔法も掛かけてあげて、ぼくは部屋を後にした。

　これで明日の朝は二日酔いもなくすっきり起きられることだろう。いつか感謝してもらえる日が──また会える日が来るだろうか。

　結局ぼくのほうはお酒を飲み損そこねてしまったけれど、それでいい。ちゃんと素面しらふの頭でしたい考え事が出来たから。

　夜の通りを歩きながら、ぼくはシイナさんが寝落ちする間ま際ぎわに喚いていたことを思い出す。

　シイナさんは、アハトとクリスティーナがキスを──しかも結構ディープなキスをしている現場を目撃したという。

　ぼくは首を捻ひねった。ルシオンの見み間ま違ちがいではないかと、シイナさんに質ただした。実はついさっき、ルシオンとキスしているところを目撃したのだと伝えた。

　けれどシイナさんは、首を横に振ふった。クリスティーナとキスをしていたのは、確かにアハトだったと。

　これは一体どういうことなのか……。

　……いや、誤ご魔ま化かすのはよそう。

　恋れん愛あい経験なんてろくにないぼくだけど、さすがにある程度憶おく測そくはついている。ただ、それが信じがたいだけで……。

　そう、あけすけに言ってしまうのならば、彼女は──、




　と、その時。黒の水たまりを踏ふんだ。




「!?」

　視線を落として歩いていたはずなのに、考え事をしていたせいで、それに気づくのが遅おくれた。

　夜よ闇やみに覆おおわれた路面においてもなお暗い、ちょうど墨すみにも似た漆しつ黒こくの液体が、足元に広がっていた。そしてぼくは、そこに思いっきり足を踏み入れてしまっていたのだ。

　ぞわりと背筋に悪お寒かんが這はう。

　直後、湖上の薄はく氷ひようを踏み抜いてしまったかのように、ぼくの身体は黒の水たまりへと沈しずみ込んでいった。

　視覚、聴ちよう覚かくの一いつ切さいが機能不全に陥おちいったかのようだ。漠ばくたる闇がぼくを取り巻く。

　ぼくたちのことを快く思っていない勢力の襲しゆう撃げきだろうか──まず真っ先に思いついたのはそれだった。

　が、

「いらっしゃ～い」

　背後から掛けられたその声で、ぼくは一気に脱だつ力りよくした。

「……なんか今日はビックリすること多いなぁ。心臓に悪い」

　ぼやきながら振り返るとそこには、やたら豪ごう奢しやな椅い子すに座するケケの姿があった。漆黒を背景に、ただ椅子とケケだけが浮き彫ぼりとなっている。

「またどっかの刺し客かくかと思って身構えちゃったよ。何か用？　わざわざ結界になんて引きずり込んで」

　ここはケケのケケによるケケのための暗黒空間。ケケが完全掌しよう握あくする支配圏けんだ。

「ちょっと話があってな。まあ、とりあえずお座りよ」

　ケケがぺちんと指を鳴らすと、ケケの真ん前にぺらぺらの座ざ布ぶ団とんが現れる。

　もうちょっとマシなもの出してくれてもいいのにと思いながら、ぼくはそこに腰こしを下ろす。するとちょうど、ぼくはケケのお膝ひざ元もとで見下されているような形になった。

　……なんでだ。ぼく説教されてるみたいなんですけど。

　ぼくが胡乱な目で見上げると、ケケは仰ぎよう々ぎようしく肩かたを落とした。

「ユーリ、お前はほ～んとに困った子だよ」

「えーと……なに？」

「けどまぁ、俺はお前を許そうと思う。だって仕方ないもんな……お前は童貞だから……」

「ねえ、何の話？」

「童貞は何も知らない。従って童貞は過あやまちを犯おかす。然しからば童貞に罪はない。童貞ならば物を盗ぬすんでも人を殺しても許される。童貞無罪」

　許されるわけないでしょ。何言ってるのかさっぱりわからないけど、馬ば鹿かにされてることだけは伝わった。

　ぼくがイラッとしていると、ケケがずいっと身を乗り出した。

「童貞だから男女の機き微びってやつに疎うといのはわかるけどな、さすがに空気読もうぜ」

「空気？」

「ああ。クリスティーナ、いるだろ？」

「え？　あ、うん」

「あれ俺の女だから、手ぇ出さないでくれる？」

「……は？」

　ぼくは啞あ然ぜんとして固まった。

　するとケケはふんぞり返り、やれやれと頭を振る。

「いや、わかるよ？　読書っていう共通の話題が出来たもんだから、仲良くなった気がして、それだけで惚ほれちゃったんだよな？　純情ボーイなユーリ君は。いや、そりゃあいつに本を教えたのはユーリ君だし？　おかげでクリスティーナも楽しそうにしてるし？　そこはもうほんと感謝してるよ？　けど……」

　とそこで言葉を区切り、ケケは再び身を乗り出して、威い圧あつ的に言ってきた。

「あれ俺の女だから、手ぇ出さないでくれる？」

「…………」

　キリッとキメ顔を作るケケに、ぼくは思う。

　なに言ってるんだろこの人……。

　しかし一いつ瞬しゆん呆あきれたものの、相手はクリスティーナだ。ふと思うところがあり、ぼくは突つっ込んで聞いてみる。

「あのさぁ、ケケ、クリスティーナとキスとかした？」

「おいおい～！　興きよう味み津しん々しんかよ～！　好きだなぁユーリ君も！」

「うん、好き好き。そういう話大好き。だから聞かせて。した？」

「ほぼ」

　ほぼってなにさ……。この様子じゃしてないな、確実に。

「じゃあ、手とか繫いだりは？」

「あの子、照れ屋でさ、ちょんって触ふれただけで顔真っ赤にして手を引っ込めてはにかむの。それが可愛かわいくて可愛くて……」

　それは指一本触れられることすら嫌いやがられているのでは……ぼくは邪じや推すいしたが、ケケとしてはそれらも含ふくめてクリスティーナに手て応ごたえを感じているらしい。

「まぁ、暗に『そういうのはちゃんと私に告白して、付き合ってからにして下さいね。私はそんな軽い女じゃないですよ』って言ってるわけね。だってお触さわりを躱かわされる以外では絶対俺の事好きだもんな～。そういうオーラだだ漏もれだもんな～。俺に笑いかけてくれるし、文字列ラインもこまめに返してくれるし、封ふう印いん解いてやったのも俺だからその恩も感じてるだろうし」

　封印を適当に解いて死なせかけたのもケケなんだけど……あと笑いかけたり文字列ライン返してくれたりって、それ普ふ通つうだからね？　なんでそんなんで脈ありだと思っちゃったの？

　ぼくの胡う乱ろんな視線にも気づかず、ケケは何やらうっとりと回想し始める。

「何より決定的なのは、クリスティーナと飲んでた時に俺に言った台詞せりふだよな。『私、ずっとケケ様のおそばにいてよろしいのでしょうか？』って……」

　それ遠回しに「もうあんたのそばにいるのキツイから、行っていい？」って意味で言ってるような気がしちゃうんだけど、それは穿うがち過ぎかなー。どうかなー。

「ま、そういうわけで、明日バシッと告って、正式にカップル成立したら報告もするからさ。──ど～んまいユーリ！　しょうがない！　この経験は次に活いかしなって！　俺もいい女紹しよう介かいしてやるからさ！」

　ケケは座布団に座るぼくの肩をバシバシと叩たたく。

　励はげましてくれている体ていで優ゆう越えつ感に浸ひたっているのが手に取るようにわかって、ぼくは真顔だ。

「それじゃ！」

　そしてケケが満面の笑えみを浮かべると、床ゆかが抜ぬけるような浮ふ遊ゆう感かんが突とつ如じよぼくを襲おそう。

　あっと悲鳴を上げる間もなく、閉じていた瞼まぶたを開いたように、視界が一気に広がった。

　立ち並ぶ街灯が照らす石いし畳だたみ、ランプの灯ひが漏もれ出る民家……気付けばぼくは、ケケの結界内から追い出され、元の路地でへたり込んでいた。

「…………」

　ローブをはたきながら立ち上がり、軒のきを連ねる家屋で縁ふち取どられた星空を見上げる。

　そして、この路地を歩きながらしていた考え事を再開した。

　クリスティーナは、ルシオンとアハトとで二ふた股またをかけてるのではないか──そんな疑ぎ惑わくがぼくの頭にはあった。

　けれど、今しがたのケケの話も加味すると、どうやら二股どころでは済まないのではないか。

　まぁケケに関しては、クリスティーナにそのつもりはないのかもしれないけれど、結果として彼女の言動がケケに気を持たせてしまっていることは事実……。




　であれば、こう言えてしまえるのではないだろうか。

　信じがたいことだけれど、クリスティーナはぼくも含めた旅団サークルの男全員を落としていると。
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　ヴィムタリア到とう着ちやくの二日目。

　今日は旅団サークルとしての活動はなく、各自自由行動となっている。

　これは予あらかじめ決められていたことで、連日の移動の疲つかれを癒いやし、万ばん全ぜんの態勢でダンジョン探たん索さくに臨のぞむためだ。

　事態の収しゆう拾しゆうを図はかるために今日という日を有効に使おうと、ぼくはそう昨晩の内に心に決めて、まずは午前中にシイナさんを訪ねた。

　シイナさんは外出中らしく、会えなかったけれど、部屋はまだ引き払はらっていないようなので、宿屋のご主人に手紙を預けてきた。

　クリスティーナとアハトの件に関してはぼくのほうでも少し動いてみるので、ゆっくり話そうと。だからまだヴィムタリアにいてくれと──。

　それと併あわせてコネクテルでとある人物に文字列ラインを送り、場所を指定して呼び出した。

　こぢんまりとした喫きつ茶さ店てん。一番奥の席。

　アセロラのジュースを飲みながら、窓の外、通りの往来を眺ながめていると、すぐ目の前を金色の風が通り過ぎた。

　ああ、来た来た──店内にドアベルがカラコロと響ひびく。

　扉とびらを押して入ってきたのは、クリスティーナだ。ぼくが手を挙げると、すぐに彼女はこちらに気付き、控ひかえめな笑みで会え釈しやくをした。

「お待たせしてしまいましたか」

　言いながら、クリスティーナはぼくの向かいに座る。

「ううん。平気。アセロラのジュースが美味おいしくてさ、まったりしてたよ。──何飲む？」

「あ、では紅茶を。──ユーリ様は、果くだ物もののジュースが好きでらっしゃいますよね」

　少しして、紅茶が運ばれてきた。卓たく上じようが瞬またたく間に香こうばしくなる。アセロラジュースも美味しかったし、きっといい茶葉を使っているのだろう。

　金きん箔ぱくで縁取られた上品なティーカップを、クリスティーナはそっと口に運ぶ。そして空色の瞳ひとみを大きく見開き、ぼくをちらりと見て、小さくうんうんと頷うなずく。

　そうですか、美味しいですか。それは何より。

　些さ細さいだけれど雄ゆう弁べんなクリスティーナの仕草に、ぼくは思わず口くち許もとを綻ほころばせ、そのまま本題に入った。

「あのさ、話があるんだけど」

「……はい。なんでしょうか」

　ソーサーにかちりとティーカップを置き、クリスティーナは緊きん張ちよう気味に居住まいを正す。

　ぼくもまた意を決して、単刀直入に問い質ただした。

「その、言いづらいんだけど……クリスティーナ、ルシオンとアハトとその……、恋こい人びとみたいな感じになってない？」

「え、あ……はい、なっちゃってます」

「…………」

　少し言い淀よどんだものの、クリスティーナは思いの外あっさり白状した。

　……そっかー。やっぱなっちゃってますかー……。

　改めて本人の口から言われると、こちらとしてはショックが大きい。

　けれど失しつ恋れんに打ちひしがれている場合でもなく、ぼくはさらに問い質す。

「えと……なんで……？」

「なんで……ですかね……。……お二人の話を聞いたりしていたら、そういう関係になっちゃいまして……」

　なっちゃいましたかー。

　じゃあ仕方ない！　……とはならんのですよ、クリスティーナさん……。

　ぼくは少しだけささくれだった心のままに、厳しめの質問をぶつけた。

「そんな何股もかけて、悪いなぁとか思わないの？」

　言い方がキツくなったのは、何も正義感からではない。自分もまたかけられた側だから、なじりたい気持ちが出ただけだ。

　クリスティーナは、申し訳無さそうにしゅんと目を伏ふせる。

「思いますけど……お二人とも、すごくいい人で、私のことも大切にして下さりますし……そのお気持ちを無下にするのも申し訳ないなぁと……」

「…………」

　何もかもが煮にえ切らない、摑つかみどころのない答えだと思った。

　それじゃあまるで、好意を向けられたから仕方なく関係を持ったみたいな言い方じゃないか。

　だとしたら、ぼくに対してもそうだったのか？

　ぼくが一方的に熱を上げて、入れ込んでるのを見て、それが申し訳なくてクリスティーナも気があるように振ふる舞まってくれていたのか？

　そう思うと無む性しように惨みじめで、情けなくて、悔くやしくて、ぼくは打ちひしがれて訊たずねる。

「……こんなこと言うの、すごく女め々めしいかもしれないけど、聞かせて？　ぼくのことはどう思ってたの？」

　すると、

「え？　好きです」

「へあ？」

　当たり前のように、クリスティーナは答えた。

「ユーリ様、お優やさしいですし、本に熱心なところもすごく魅み力りよく的ですし」

　我われながらちょろいけれど、自分のいいところを挙げられて、嬉うれしくなって、もしかしたら自分だけは特別なのではと、そんな期待まで頭をもたげた。

　しかし、

「それに……私のこと好きですよね？　ですから、好きです」

　最後に付け加えられたそんな言葉が、ぼくの頭を急速に冷ます。

　ぼくはようやく、クリスティーナの本質を見た気がした。

　自分のことが好きな人を好きになる──それは誰だれしもに働く心理だろう。それ自体はいい。

　けれど問題は、クリスティーナは自分に向けられた好意すべてに報むくいようとしてしまうところ。

　しかもクリスティーナはこの美び貌ぼうだ。この愛あい嬌きようだ。この従順な性格だ。守ってあげなければと人を奮い立たせる〝記き憶おく喪そう失しつ〟なんていうハンディキャップまで持ってる。

　言ってしまえばモテるのだ。そんなモテる女の子が、男から向けられる好意のすべてに報いようとした結果がこれだ。

　彼女は、人間関係を狂くるわせる──。

「！」

　突とつ然ぜん、テーブルの上に置いていたぼくの手が、柔やわらかな感かん触しよくで覆おおわれた。

　クリスティーナがぼくの手に彼女の手を重ね、愛いとおしげに、求めるように、撫なでてくる。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　顔が発火したように熱くなる。身体からだが硬こう直ちよくして息が止まる。

　自分のことが好きな人を好きになる──そんなのは、ぼくだって同じだ。

　たとえ彼女が何股をかけていようと、こんなにも直接的に好意を伝えられてしまったら、こちらも好意を喚かん起きさせられずにはいられない！

　けれど、だめだ……だめだ！

　冷静になれぼく！　この子は、こんなだから話がこじれるんだ！　そこにぼくまで加わってどうする！

　ぼくは理性を振り絞しぼり、クリスティーナの手から自分の手を引っこ抜いた。

「ぼ、ぼくは、無理だよ。君とは恋人みたいにはなれない」

「……私、魅力ありませんか……？」

　ぼくが告げると、クリスティーナが浮うかべたのはあの夜と同じ顔……拒きよ絶ぜつされた人間の、途と方ほうに暮れたような悲ひ愴そうな顔……。

　二度とそんな顔をさせないと誓ちかったはずなのに、またさせてしまった罪悪感が疼うずく。

　すべては彼女自身に問題があるはずなのに……悪いのは彼女なのに。

「違ちがう！　そうじゃない！　白しろ魔ま道どう士しだから！　白魔道士は、他人と肉体関係を持つと、魔力の純度が下がって力が落ちるんだ。知らなかった？」

「はい……すみません。知りませんでした。……そうだったのですか」

　おかしな話だ。なぜぼくが彼女を気き遣づかっているのか。

　己おのれの甘さが歯は痒がゆくて、苛いら立だたしいが、しかし、

「では、私は嫌きらわれたわけではなかったのですね。良かったぁ」

「……っ！」

　こんな、心底嬉しそうな安あん堵どの笑え顔がおを向けられたら、己の甘さもつい肯こう定ていしてしまいたくなる。

　ずるい。本当にずるい。

　深入りするのは危険と直感し、ぼくは話を本題に戻もどした。

「それで……ルシオンとアハトはそのこと知ってるの？」

「えと、お二人共ご存じないと思いますが……どうしましょう。私、これからどうしたらいいですか」

　クリスティーナはほとほと困ったように、庇ひ護ご欲よくをそそる瞳をぼくに向けてくる。

　その視線から逃のがれて、ぼくは考える。

　ルシオンとアハトが互たがいにこのことを知らないのは幸いだ。

　この事実がもし明るみに出たら旅団サークルがどうなるかくらい、ぼくにだってわかる。

　絶対に揉もめる。旅団サークルが割れる可能性すらある。というかすでにシイナさんが離り脱だつして、旅団サークルが割れつつあるのだ。

　このまま放ほうっておくわけにはいかない。

　ぼくはこの旅団サークルでなら七氏族軍資を見つけられると……いや、この旅団サークルでないと七氏族軍資は見つけられないと、そう思っている。

　だからこの旅団サークルを崩ほう壊かいさせるわけにはいかない。

　存続の妨さまたげとなるものは排はい除じよする。

「……あの、私、旅団サークルを出て行かなくてはなりませんか？」

　ぼくの表情から何か察したか、クリスティーナは恐きよう々きようと唇くちびるを震ふるわせる。

「！　いや！　別にそこまでは……」

　つい、反射的に否定してしまったけれど、クリスティーナを旅団サークルから追放する──それが最善策なのは明白だ。

　けれど、一度仲間にした記憶喪失の女の子を追い出すなんて……一度手を差し伸のべておいてその手を払はらうような真似まねは、いくらなんでも酷こくなのでは……。

　それに、何より……、

「……では、どうしたらよいでしょう。私、ユーリ様に従います」

「…………」

　これが惚ほれた弱みというやつか……非情に徹てつしきれない自分がいる。

　ぼくは腕うでを組んで大きく唸うなり、悩なやんだ末、クリスティーナに告げた。

「とにかくこの旅団サークルにいたいなら、もう二度と誰とも男女の関係にならないか、もしくは誰か一人に決めて？　そうしないと、旅は続けられないよ」

「あ……はい。わかりました」

　クリスティーナは理解してくれたのか、ひたむきな眼まな差ざしでこくりと頷うなずいた。




　　　　☆




　クリスティーナと喫きつ茶さ店てんで別れたあと、ぼくは宿へ戻ってベッドに倒たおれ込んだ。

　なんとも神経の摩ま耗もうが激しい。これまでに経験のない類たぐいの気き疲づかれを感じ、ぐったりしていると、意識はそのまままどろみの淵ふちへと沈しずんでいった。

　そして目が覚めると、部屋はすっかり暗くなっていた。窓から入る街明かりを頼たよりに、手て探さぐりで部屋のランプを灯ともす。

　もう夜か。ちょうど夕食時のようで、階下の酒場がざわめきだしている。

　ぼくも小腹が減ったし、どこかに何か食べに行こう。

　ローブを羽織り、スタッフを持って、宿の外へ出た──その時、コネクテルが鳴いた。

　小窓を見ると、表示にはアハトの名が……。

「もしもし？」

『ぐすっ……話、聞きマシタ』

　泣いているのか、洟はなをすすりながら開口一番そう言われ、ぼくはすぐに何の話か直感する。

「……うん。クリスティーナのことでしょ？」

『オウフ！　イェス……イェェエエス！　とても悲しいお知らせ……自分の耳を疑いマシタ！　デスガ、答えはＮＯデスヨ！　ユーリ！』

「？」

　耳元で泣きじゃくられて、どういう意味だろうと、ぼくは頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

　直後、風を切る甲かん高だかい音に気付き、ぼくは頭上を見上げる。

　すると目に飛び込んできたのは、峻しゆん烈れつなる速度で肉にく薄はくする金属質な煌きらめきだった。

「!?　おわぁっぶな!?」

　咄とつ嗟さに一歩下がると、矢風が前まえ髪がみを掠かすって落ち、足元で石いし畳だたみが悲鳴を上げる。砂さ礫れきが弾はじけ、ぼくの頰ほおに擦さつ過か傷しようが散った。

　見れば切り石の詰つめられた石畳に、まるで杭くいでも打ち込んだように、折れることなく一本の矢が、その中ほどまで深々と突つき立っていた。

　何の変へん哲てつもないような矢で、石畳を穿うがつような芸当──してのけられる射手など限られる。

　ぼくは泡あわを食ってコネクテルに叫さけんだ。

「ちょ、アハト!?　なに!?」

『アフンっ、オフンっ、えぐ、ひぐっ……とにかくゥ、落ち着いて話がしたいデスので、ボクのとこまでとっとと来てくれマス───!?　ハリアッ！』

　お前が落ち着けと言いたくなるほど泣き喚わめかれ、一方的に切られる音声コネクト。

　アハトは何を考えているのか、そもそも〝ボクのとこ〟ってどこだ。もう一度コネクテルをかけ直そうとしたが、異様な気配を察してぼくは、辺りを窺うかがった。

　街灯に浮かび上がる夜の街。人ひと気けはまばら。通りの見通しは良い──はずが、左方に伸びる通りの見晴らしだけが悪い。向こう側が霞かすんで見えるのだ。

　霧きりでもない。靄もやでもない。

　ただしそれらと見み紛まがうほどの大量の矢が、ちらちらと光る鏃やじりをこちらへ向けて、通りを埋うめ尽つくさんばかりに浮いていた。

　それを見た瞬しゆん間かんにぼくは右へと駆かけ出した。

　すると、逃にげる者を追う本能でもあるかのように、無数の矢は一いつ斉せいにぼく目め掛がけて空を裂さく。

　慌あわてて路地へ飛び込むと、そのすぐ背後を突とつ風ぷうのような矢の群れが過ぎ去った。しかし息つく間もなく、すぐさま矢の群れは路地の入り口にまで引き返してきて、ぼくを射い竦すくめる。

「し、〝拒絶シールド〟！」

　スタッフを一ひと振ふりしながら唱えると、ぼくの周囲に手のひら大の魔ま法ほう陣じんが咲さき乱れた。

　矢の群れに背を向け走り出すと、その魔法陣もぼくに付き従うように並走する。

　再び矢の群れがぼくを襲おそう。が、目まぐるしく動き回る魔法陣が、矢のことごとくを弾はじき、逸そらし、迎げい撃げきした。

　鉄の雨に鉄の傘かさを差すような、甲高い音が鳴り響ひびく。

　しかしよくよく見れば魔法陣は、矢の猛もう攻こうに耐たえ切れず、皿のように割れ、徐じよ々じよにその枚数を減らしていく。

　なんとか矢の群れを撒まこうと路地を折れ曲がりもしたが、その先で待ち構えていたように、顔面に飛来する別の矢──魔法陣が目と鼻の先で守ってくれたが、ぼくは肝きもを冷やして元の道へ戻ってひた走る。

　そうしている内にはたと気付いた。

　自分は、矢に追われながら、決められた道へと誘ゆう導どうされていることに──。

　そして路地から抜ぬけ出ると、そこは街中を流れる水路のほとりの広場だった。

　日中なら憩いこいの場として人も集つどっていようが、今は人気は殆ほとんど無い。

　だからこそ真っ先に目についた。

　ぼくに向けて、ぼろぼろ涙なみだを流しながら、満月のように弓を引き絞る、アハトの存在に──。

「どうしてこんなことになってしまったんデショウカ───!?」

「こっちが聞きたいよ！」

「涙で前が見えマセ───ン！」

「噓うそつけー！　きっちりぼくに弓矢の照準合ってるから！　──とにかく、落ち着いて？　話がしたくてぼくをここまで誘導して来たんでしょ？」

「えぐっ、おぐっ、ひっく、オーウフ……オーウフ……」

　ぼくがなだめると、アハトはしゃっくりしながら少しずつ弓を引く手を緩ゆるめ、矢先を下げた。

　ぼくも胸むねを撫なで下ろし、身辺に展開させていた防ぼう御ぎよの魔法陣を解除した。

　と同時。

「ひっく──Ｏｈ、手がスリップ」

　しゃっくりの弾はずみでアハトは矢を放つ。緩められた弓から放たれたものであるというのに、その威い力りよくたるや……。

　銀ぎん閃せんが浅い角度で石畳に突き刺ささったその刹せつ那な、至近距きよ離りから大たい砲ほうでも撃うち込んだかのような衝しよう撃げきが爆はぜる。

　巻き上げられた石畳が、礫つぶての波は濤とうとなって無防備なぼくに押し寄せた。

「お、ちょぉっ!?」




「──なにを遊んでるんだよ、お前ら」




　ぼくの目の前に、白き影かげが割って入る。

　きんと鍔つばを鳴らす音が響き、礫の波濤が真っ二つに割れて、ぼくの左右を吹ふき抜けた。

「ルシオ[image: ～][image: ～][image: ～]ン！」

　ぼくは思わず快かい哉さいを叫ぶ。

　間かん一いつ髪ぱつのところ、ルシオンが助けに入ってくれたのだ。さすがイケメン！　そりゃこんなんされたら女の子は惚れるわ！

「ありがとう、助かったよ！」

「……なに、気にすんな。別に助けに来たわけじゃない」

「え？」

　ひゅんと鋭するどい風が吹いて、頰に熱を感じた。熱はそのまま流れ出し、顎あごへと伝ってぽたぽた落ちる。

　動きを一いつ切さい目で追えなかった。気付けばぼくの頰に、ルシオンの長ちよう剣けんが薄うす皮かわ一枚を裂いて添そえられていた。

　固かた唾ずを吞のみ、驚きよう愕がくに目を見開くと、ルシオンは冷れい酷こくな笑えみを返してくる。

「ユーリ、俺はお前のこと買ってたんだけどな。白魔道士としてだけじゃなく、人としても。なのに残念だ」

　これは戯たわむれなどではないと……明確な敵意と憤いきどおりによる威い嚇かくだと、ルシオンの目はそう語っていた。

「ちょ、ちょっと待ってよルシオン！　どういうこと!?　なんで剣を突きつけられてるのか、さっぱりわからないんだけど！」

　アハトだけでなく、ルシオンまで様子がおかしい。身じろぎひとつ、まばたきひとつ出来ぬまま、ぼくは震える声で訊たずねる。

　すると──、

「しらばっくれるなよ」

　ルシオンは懐ふところからコネクテルを取り出し、片手で操作し始めた。

　そして何やら表示して、それをぼくに見せてくる。そこに書かれていたのは──、





《お休みのところすみません。実はお伝えしなくてはならないことが……》

《実は、ユーリ様から、旅団サークルから追い出されたくなかったら俺の女になれと、そう言われてしまいまして……》

《なので、ルシオン様とはもう、以前のような関係にはなれません……》

《ごめんなさい……》






「！」

　目玉が飛び出るかと思った。

「これ、さっきクリスティーナから来た文字列ラインな」

「ア───ッ！　それ、ボクのところにもきたデスヨ───！　──ほらこれルック！」

　いつの間にかぼくの背後に回り込んで、一いつ緒しよになってルシオンのコネクテルを覗のぞいていたアハトもまた、驚愕の声を上げて自分のコネクテルを見せてきた。

　そこにはまったく同じような文面の文字列ラインが表示されている。

　いやいやいやちょっと待ってほしい。

　確かにぼくは、それに近いようなニュアンスのことをクリスティーナに言った。

　けれどその文字列ライン、微び妙みように内容が変わってる。しかも絶ぜつ妙みように誤解を招く感じになってる！

　血の気が失うせて、ぼくは慌てて弁解しようとした。

「ち、違ちが───う！　誤解だから───！　ぼくの話を聞い──」

「ユーリぃぃぃぃいい！」

　しかしぼくの言葉は、突とつ如じよ横合いから飛んできた怒ど声せいに遮さえぎられる。

　振ふり向けばそこに、闇やみが渦うず巻まいていた。大きさはちょうど人一人分くらいで、まるで空間に穴を開けたようにそこにある。

　その闇の渦うずの中から、肩かたを怒いからせたケケと、さらにその後からクリスティーナまでが現れた。

　ケケは目くじらを立ててぼくに詰め寄ってくる。

「だから俺昨日言ったんじゃああああん！　クリスティーナにちょっかい出すなってぇぇえええ！」

　言われたけど……それがなに？

　別にちょっかいなんて出して──あっ！　もしかして……。

「絶対！　いけると！　踏ふんでたのに！　今！　告ったら！　断られたぞ！　『ユーリ様に追い出されたくなかったら俺の女になれって言われてますんで～』──ってどういうことだゴルァァアアアアア！」

　悲痛の叫びを上げるケケに、ぼくは頭を抱かかえた。

　そういえば確かに昨日、ケケはクリスティーナに告白するとか何とか息巻いていた。

　それが失敗に終わったことは自明の理としても、聞き捨てならないのはクリスティーナがケケをフッたその理由だ。

「クリスティーナ!?　ぼくそんなこと言ってないよねえ!?」

　ルシオンとアハトに送られた文字列ラインといい、なぜクリスティーナはそんな言い方をみんなにしてしまったのか。

　ぼくが問い質ただすと、クリスティーナは何がまずかったのかさっぱりわかっていないように、小首を傾かしげ、戸と惑まどいを見せた。

「え、でも……ユーリ様、言われましたよね。旅団サークルにいたければ、誰だれとも付き合わないか、誰か一人に決めなければいけないと……」

「うん、言ったよ!?」

「あれは遠回しに、『ぼくを選べ』とおっしゃったのではないのですか……？」

「!?　ちっが───う！　そんな深読みしなくていいの！　額面通りに、ぼくの言葉を受け取ってくれればよかったの───！」

　しかもなんで馬ば鹿か正直にそれをみんなに言っちゃうかね！

　どうにもままならない状じよう況きようをもどかしく思っていると、後頭部にはたと殺気を感じ、ぼくはおそるおそる振り返る。

　するとルシオン、アハト、ケケの三人が、威い圧あつ的にぼくを取り囲んでいた。

「……ユーリ、お前がクリスティーナを旅団サークルから追い出そうとしてんのか、それとも自分のものにしようとしてんのかは知らねえが、どっちみち見過ごせねえんだよ」

「そうデスヨー！　どうしてそんな悲しいことするデスカー!?」

「もうあれだ。お前が旅団サークルから出てけ。もしくは俺がクリスティーナを連れて出てく」

　ぼくは悟さとった。自分は今、完全に悪者になっていることに。

　こうなってしまってはもう、秘ひ密みつ裏りに問題を解決するのは無理そうだ。

　何よりぼく自身の身が危ない。今にも三人から袋ふくろ叩だたきにされそうな雰ふん囲い気きだ。

　これは出来れば避さけたかったが、やむをえまい。

　ぼくは意を決し、さらなる混こん沌とんが訪おとずれるであろうことも覚かく悟ごの上で声を張り上げた。

「そろそろ気付きなってみんな！　なんで揃そろいも揃って男全員クリスティーナで熱くなってると思う!?　クリスティーナは、四よん股またをかけてるんだよ！」

[image: ]

「「「……は？」」」

　予想だにしていなかったのか、三人がぼくに向ける視線は、怪け訝げんですらなく白けたものだった。

　しかし、

「えと、あの、はい……すみません。実はそんな感じになっちゃってます」

　ぼくに続いて、自己申しん告こくするクリスティーナ。

「「「…………」」」

　三人は言葉を失い、見る見る顔に驚愕が広がっていった。




　　　　☆




　衝撃的な事実をクリスティーナ本人の口から聞かされて、硬こう直ちよくする三人。

　困こん惑わくと混乱の沈ちん黙もくが下りたが、それを破ったのはルシオン。

「……はっ。なんだよそりゃ。つくならもっとマシな噓で俺たちを楽しませてくれよ」

　鼻を鳴らし、いつものニヒルな笑みを浮うかべて頭かぶりを振ったが、しかし、それは信じていないというよりも、信じたくないという気持ちの表れに見える。

　女慣れしたルシオンにすらこんな顔をさせるなんて、クリスティーナはどれだけのやり手なのだろう……ぼくは空そら恐おそろしいものすら覚えつつ言う。

「ルシオン、昨日の夜、噴ふん水すい広場のところでクリスティーナとキスしてたよね？　ぼく、見たよ」

「…………」

　ルシオンが驚おどろきを隠かくせぬ目でぼくを見る。ぼくはさらに続けた。

「アハトも、宿場町のアーザでキスしてたよね？」

　実際に見たのはぼくではないけれど、今シイナさんの話を持ち込むと余計に話がこじれそうなので、それとなく情報元は伏ふせておいた。

　ぼくの問いかけに、アハトはルシオンに視線を向けて、頷うなずいた。

「……イェス。ボク、確かにアーザでクリスティーナとキスしました……。ていうか、その夜、その先まで」

　ルシオンが目を見開く。

　ぼくも、薄うす々うすそうなのだろうとは思っていたけど、実際に聞かされるとキツイものがある。

　けど、まぁ、そりゃそうだよね。

　アハトもルシオンもキスまでしといて、はいそこまでなんてことはないはずだ。

　クリスティーナはぼくに対してまで、その先を匂におわせるようなボディタッチをしてきたわけだし……。

「…………」

　するとケケがルシオンとアハトを交こう互ごに見やり、キリッといい顔を作って話に割って入る。

「……あぁ、実は俺もだ。キスは勿もち論ろん、その先の先まで」

　……いや、手すらまだ繫つないでないとか言ってたじゃん。なに見み栄え張ってんの？

　ぼくは呆あきれたけれど、それがケケの見栄だなどとルシオンとアハトは知る由よしもなく、アハトは複雑そうに顔をしかめた。

　そしてルシオンはニヒルな笑みの仮面をかなぐり捨てて、アハトに声を荒あららげる。

「なん、でだよ……お前にはシイナがいるだろ!?」

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　何それ!?　嫌いや味みィ!?　そのシイナが振り向いてくれないからァ……！　だからァ……！」

「乗り換かえたってのか」

　涙なみだぐむアハトを、ルシオンは冷ややかに鼻で笑うが、アハトはすぐに反論した。

「ノー！　そうじゃないヨ！　本当にクリスティーナのことを好きになったノ！　ボクのこと慰なぐさめてくれたカラ！」

「慰める？」

「そう！　ボク、エブリデイエブリナイ、シイナにアタックしても邪じや険けんにあしらわれて……ボク、めげてない振りして明るく振る舞まってたけど、あれ普ふ通つうに傷ついてたんデスカラネー!?」

　号ごう泣きゆうするアハト。

　……うん、泣いていい。シイナさんのあの態度は普通に辛しん辣らつだったし、本当はそれが好意の裏返しだったっていうすれ違いも含ふくめて、泣いていい。

　ぼくはアハトに同情するが、ケケは顔をしかめて言う。

「え、アハトのあれって、ネタじゃなかったの？　本気であんなゴリラ女のこと好きだったの？　エルフの好みわからんわー、引くわー」

　傷心のアハトによくそんなこと言えるなぁ……こっちが引くわ……。

　しかしアハトはぐいと目元を拭ぬぐい、晴れやかに口くち許もとを緩ゆるませる。

「けど、クリスティーナは、そんなボクに言ってくれマシタ。『一いち途ずなところがとても素す敵てきです』って。そして、『こんなに男の人から想おもいを寄せられたら、私だったら絶対気持ちに応こたえるのに』って。『アハト様みたいな人だったら尚なお更さら』って……！　そんなこと言われたら、そりゃシイナからクリスティーナに矢印向けるデショ───!?」

　顔では笑って心で泣いて──そんなシイナさんとの日々に疲つかれていたアハトにとって、クリスティーナの言葉はどれほどの救いであったろう。

　それは、アハトの叫さけびの熱量からも推おし量れる。

　さしものルシオンも思わず怯ひるんだ様子で、アハトは言い連ねた。

「ルシオンこそ、他ほかに女の子いっぱいいるデショー!?　何でそんな熱くなってるノヨー!?」

　ルシオンはアハトに気け圧おされながら、ちらとクリスティーナのほうを一いち瞥べつし、ぎりと奥歯を嚙かんで唸うなる。

「そんなもん、なるに決まってんだろ……クリスティーナは特別だ……」

「特別って、許嫁いいなずけはよ」

「あんなのはただ政治的に取り決められただけだ。愛も何もねえ」

　ルシオンが吐き捨てた台詞せりふは暗に、クリスティーナへの想おもいは本物であることを宣言していた。

「じゃあなんデスカー!?　クリスティーナのことをワイフにでもするつもりデスカー!?」

「ああ！　そうだ！　当たり前だろ!?　だって俺はもうクリスティーナとヤっちまってんだぞ!?　男なら責任とらなきゃならねえだろうが！」

　激するルシオン。

　その言い分は、女性に対して実直な男が口にするに相応ふさわしいものだった。

　が、だからこそぼくは──ぼくたちは違い和わ感かんを覚えた。

　ケケが訝いぶかしげに首をひねる。

「？　ルシオン、今までだって散々色んな女と寝ねてきたんだろ？　今いま更さら責任がどうとか何言ってんの？」

　ケケの疑問は、まさしくぼくが抱いだいたものとまるっきり一いつ緒しよだった。

　確かにルシオンは旅中の様子を見ている限り、許嫁に義理立てしているのか、ケケやアハトのように派手に女の人にうつつを抜ぬかすようなことはしていなかった。

　ただ、その土地土地で出会った女の人と、ふらっと意味深に消えたりはしていただろう。

　なのに、何を今更実直な信条を振ふりかざしたりするのだろうか。

「…………」

　ぼくたちから怪訝な視線を向けられて、ルシオンは何やら狼狽うろたえたように目を泳がせる。

　すると、傍はたからぼくら男たちの会話を聞いていたクリスティーナが、とんでもないことを口にした。

「ルシオン様は、私とが初めてですよ」

「「「え!?」」」

　ぼく、ケケ、アハトの驚きよう愕がくの声が重なった。

「!?　ちょ、クリスティーナ！　お前、なに言って──！」

　大おお慌あわてのルシオン……この反応からするに、クリスティーナの発言はどうも真実のようだが……。

　……え？　初めてだったの？　クリスティーナとするのが？

　それはつまり、クリスティーナとするまではしたことがなかったというわけだから、ルシオンはつい最近までいわゆる世間的に言うところの──、

「ルシオンお前、童どう貞ていだったの───!?　ファ─────！　ｗｗｗｗｗｗ」

　衝しよう撃げきの事実の発覚に、ケケの大だい爆ばく笑しようが天を衝ついた。

「アンビリーバボッ……ルシオン、あんなにモテモテでイケイケだったのに……」

「あんなに女の子に対して超ちよう強気だったのに……」

　アハトとぼくも開いた口がふさがらない。

　そしてそのことは、ルシオン的にも秘密にしておきたかったことなのだろう。昏こん倒とうしそうなほどに顔を赤らめ、ルシオンらしからぬ取り乱しようで喚わめく。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　ど、どどどどど童貞じゃねぇし！　聖せい騎き士しだし！」

　いやぁ、白しろ魔ま道どう士しと違ちがって聖騎士は童貞の言い訳にならないんだよなぁ……別に魔力の純度関係ないし……。

　もはやニヒルな笑えみも取り繕つくろえずにいるルシオンに、ケケがさらに追い打ちをかける。

「え、なになに？　ってことは今まで女に対して『うぜーわー』とか『もういいわー』とか言ってたのって、全部童貞のハッタリだったの？　なんか女のピンチとかに真っ先に駆かけつけて、くっさいくっさい台詞吐はいてたのも、あれ全部童貞が一いつ生しよう懸けん命めい考えたカッコいい台詞ベストテンだったの？　ほほー！　そう考えて過去の発言振り返ると趣おもむき深いわー！　微笑ほほえましいわー！」

　これまでルシオンのモテっぷりに、散々妬ねたみやっかんでは唇くちびるを嚙んでいたケケだ。

　決定的弱点を見つけられて、さぞ嬉うれしいのだろう。

　童貞のルシオンを煽あおるケケときたら……生き生きしすぎー！

　するとルシオンもそれに付き合っては分が悪いと見たか、無む理り矢や理りに話を本題に戻もどす。

「い、今はそんなことどうでもいいだろ！　それよりクリスティーナだ！　俺はクリスティーナを諦あきらめる気はねえぞ！　だから早いほうだ！　誰だれが先にクリスティーナとヤったかで、クリスティーナの本当の彼氏を決めようぜ！」

　自分の初めての人なだけあって、よほどルシオンはクリスティーナへの想いが強いのか、一方的にそう取り決めて自身の卒業記念日を声こわ高だかに叫んだ。

「俺はダノンでだ！」

　ダノン……ぼくがクリスティーナに言い寄られ、拒きよ絶ぜつしてしまったあの町だ。

　……ということは、クリスティーナはぼくにあんなにいい感じで言い寄ってきてたその裏で、ルシオンともクリクリしてたわけか……っていうか、ダノンの宿でクリスティーナがルシオンの部屋から出てきたとこ見たけど……あれって……まさか……………………………うわぁ……凹へこむわぁ……。

　そしてルシオンの申しん告こくを聞いたアハトは、うっと鼻白んだ。

「ぼ、ボクは、……アーザで……」

　アーザと言えば、シイナさんがアハトとクリスティーナのベロチューを見てしまったという町。なるほど。そのベロチューで盛り上がって下の口でもチューしてしまったと、そういうわけですかい、えぇオイお二人さんよぉ！　……うわ、なんでぼくこんな下品なヤジ飛ばしてるんだろ……荒すさんでるなぁ……はぁ惨みじめ。

　ともあれアーザというのは、ダノンよりもあとに立ち寄った町。ということは──、

「！　はっ！　なら俺のほうがクリスティーナと早く結ばれた！」

　ルシオンは勝かち誇ほこったように胸を張った。

　が、

「……あの」

　クリスティーナが怖おず怖ずと手を挙げ、割って入る。

「確かに、最初に一夜を共にしたのはルシオン様ですが……」

　ですが？

「初めの晩は緊きん張ちようしてらしたのか、勃たたなかったのでしてませんよね？」

「ファ────────！　ｗｗｗｗｗｗｗｗ」

　再びケケの大爆笑が天を衝いた。

「──……」

　恥はずかしすぎる下半身事情の暴ばく露ろで、ルシオンはついに放心状態に……。

　おぉ、もう、見てられないよ……。

　ルシオンさぁ、なんでそんな女慣れしてますキャラを作っちゃったの……？

　それさえなければ初体験あるあるで済んだのに、ルシオンのそのキャラだと、初回から女の人ヒーヒー言わせてるくらいの才幹発揮してないと様にならないよ……？

「昼は聖せい剣けんでも夜はナマクラだったようですなぁ」

　ケケ、キレッキレの皮肉やめたげて。

「三回目で……昨日の晩になってようやく出来ましたが……」

　クリスティーナも。傷口に塩塗ぬらんといたげて。

「それじゃクリスティーナと正式に結ばれるべきはボクじゃないデスカー！」

　一方アハトは嬉き々きとして勝ち名乗りを上げる。確かにルシオンが持ち出してきたこの勝負、色んな意味でアハトの圧勝な気がするけれど……。

　と、ルシオンの方を窺うかがうと、ルシオンはわなわなと肩かたを震ふるわせて喚いた。

「んだらぁ！　ぐりすでぃーぬ、なすてそんなごど言っちまうだがぁ!?」

「「「!?」」」

　ぼくとケケとアハトは揃そろって自分の耳を疑った。

「え……なに、今のルシオン……めちゃくちゃ訛なまってたけど……」

「ギャグか……？」

「ボクの訛りよりずっとハードじゃなかったデスカ……？」

　ルシオンがしまったとばかりに口を押さえる。

　代わりにクリスティーナが口を開いた。

「あ、ルシオン様、このことも皆みな様さまに秘密にしていたのですね。ルシオン様は女性経験の無さだけでなく、実は田舎いなかの貴族ということも負い目に思っていたようでして……」

「ワッツ!?　ルシオンって、とっても栄えたアーバンシティのプリンスだったんじゃないんデスカー!?」

「る、る、ルシオンくん、ど田舎の童貞だったの!?　ぷふーっ！　ひゃーっひゃっひゃっひゃっひゃっ！」

　うわー、やばいよー。ルシオンのキャラ崩ほう壊かいが止まらないよー。

　原形留とどめてないよー。

　ぼくもとんだ虚きよ像ぞうに憧しよう憬けいを抱いていたもんだなぁ……。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　わぁ、笑うでね！　すかたねぇべしゃ！　べづにおらだってはずめがら噓うそっこづいでだわげでね！　周りが勝手におうずさまおうずさまかづぎ上げっから──！」

「うんうん。そうだよな。わかったわかった。ちょっと誰だれかー？　通訳呼んでー？」

「まぁ、何はともあれ、ボクがクリスティーナの正式なボーイフレンドってことでＯＫ？」

　ケケに虚こ仮けにされ憤いきどおる素そ振ぶりを見せるルシオンだったが、アハトが上げかけた勝ち名乗りに慌あわてて異を唱える。──訛りを抑おさえて。

「！　ま、待て！　クリスティーナの意思はどうなるんだ！」

　はじめにヤったのが早い方云うん々ぬんはルシオンが言い出したことなんだけどなぁ……カッコ悪いなぁ……親近感湧わくなぁ。

　あと多分、クリスティーナの意思は聞くだけ無む駄だなんだよねぇ……。

「あの、えと、私は……皆みなさんにお任せします」

　言うと思った。

　そもそもクリスティーナは浮うわ気きをしている側なのだから、彼女にとっての最善とは、男全員から好意を向けられることなのだろう。

　しかし、男はそれを許さない。だからこういう事態になっている。

「「「…………」」」

　クリスティーナのふわふわとした回答に、押し黙だまる男たち……。

　ぼくもこのクリスティーナの摑つかみどころのなさには頭を抱かかえたもんだよ……。

　ともあれこのまま黙っているわけにもいかない。

　ここはひとつ、クリスティーナのことはすでに諦めているぼくが進行を務めるとしよう。

「とりあえず、それぞれどうしたいか、どうするのが一番いいか、意見言ってこうか」

「悪いけどボクは絶対譲ゆずらないデスヨー！」

　真っ先に声を上げたのはアハトだった。

　アハトがクリスティーナに熱を上げる理由は理解したし、妥だ当とうとも思うが、もしこの二人が結ばれたら困ったことがひとつある。

　まず確実に、シイナさんは旅団サークルに戻ってこないだろうということだ。

　ぼくはシイナさんの復帰を諦めてはいない。シイナさんのあの戦力は、七氏族軍資を見つける旅に必要なものだと思っている。

　だからシイナさんを復帰させるためにも、実はぼくとしてはアハトとのカップル成立だけは望んでいなかったのだ。

　……ごめんね？　アハト。

　そしてアハトに続き、ルシオンが言う。

「俺も引く気はない。クリスティーナを嫁よめにもらって、故郷に帰る」

　これにはビックリして、ぼくは声を上げる。

「帰るって……七氏族軍資は!?」

「元々俺は、七氏族軍資探しは建て前で、許嫁いいなずけとの結けつ婚こんが嫌いやで飛び出してきたようなもんだ。クリスティーナっていう嫁を見つけられたんなら、もうそれほど執しゆう着ちやくはねえ」

「え、クリスティーナはそれでいいの？」

「あの、それは、初耳なのですが……ルシオン様が私なんかをお嫁に貰もらってくださるなら、それもいいかなと」

　いいんだ。マジか。

　となると、ルシオンとくっつけるのもダメだ。ルシオンはその戦せん闘とう力だけでなく、とかく外交力に秀ひいでてる。そのイケメンっぷり──まぁ本当は童どう貞ていだったわけだけど──を活いかした情報収集能力で、ダンジョンの情報なんかを聞き出してきてくれるのはいつもルシオンだ。旅団サークルには欠かせない。

　なんとかルシオンとクリスティーナのカップル成立も阻はばまねば……そう思っていたらケケが言う。

「そもそも俺、何なん股また掛かけられてようと構わないんだけど。みんなでクリスティーナのことシェアすればよくない？」

　よくないです。あとシェアとか言わない。クリスティーナを何だと思ってるんだこの人……。まぁ、奇くしくもそれは彼女の望みとも合がつ致ちするわけだけど、うまくいくはずがないので却きやつ下か。

　……ていうか、そのシステムでも一番うまくいかないの、ケケだと思うよ……？

　だってケケ、クリスティーナに指一本触さわらせてもらえなかったんでしょ……？

　全員の意見を聞いて、最後にぼくが自分の意見を述べた。

「ぼくは……クリスティーナが誰とくっつこうが構わない。ぼく自身はクリスティーナから手を引く。だから、みんなで旅団サークルを維い持じして、七氏族軍資を見つけたい」

　そう、それがぼくの願いだ。

　けれどみんなの意見を総そう括かつして、自分の願いと照らし合わせてみて、はたと気付く。

　……無理じゃない？

　誰とくっついても旅団サークルの存続は困難なのでは……となると、ぼくか？

　舌の根も乾かわかぬうちに発言をひっくり返すようだけど、もしかしてぼくがクリスティーナとくっつけば丸く収まるのでは……っていやいや。いかんいかん。なにを未練がましいことを。そもそもぼくがくっつくことに他ほかの三人を納なつ得とくさせられる気がしない。

「「「「…………」」」」

　重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　そこには互たがいを牽けん制せいし合う張り詰つめた緊張があった。

　こうなると、もういっそクリスティーナには誰も手を出さないと決めてしまったほうがいいような気もするけれど……正直、ここまで全員が入れ込んでしまっている状じよう況きようを鑑かんがみるに、抜ぬけ駆がけする人とか絶対出てきそうだなぁ。クリスティーナも性格からしてそれを拒こばまないだろうしなぁ……。

　八はつ方ぽう塞ふさがり、袋ふくろ小路こうじ、二進につちも三進さつちも行かない状況……。

　それを打ち破るのは理でなく剛力。

　万ばん物ぶつを捩ねじ伏ふせる鋼鉄の腕かいな。

「──……!?　この音……っ」

　アハトの尖とがった耳がぴくりと跳はねた、その刹せつ那な。




「〝掌しよう打だ・龍りゆう尾び〟」




　遥はるか上空から広場へと、隕いん石せきの如ごとく鉄てつ腕わんが撃うち込まれ、地じ盤ばんが砕くだけて噴ふき上がった。

　荒あら波なみのように大地が乱れ、ぼくは慌てて口走る。

「〝拒絶シールド〟！」

　防ぼう御ぎよの魔ま法ほう陣じんを身辺に展開させつつ、崩くずれゆく足元に飲まれぬように、確かな足場を求めて跳ちよう梁りようする。舞まい上がる砂さ塵じんに穴を開け、大小無数の岩石が降り注ぐ中を、クリスティーナの姿を探しながら──。

「クリスティーナ！」

「──大だい丈じよう夫ぶデス！」

　土つち煙けむりの向こうから返事があり、ぼくはそちらへと急ぐ。

　途と中ちゆう、立ち込めていた砂塵が異様な速度で晴れたのは、ケケが払はらったからだろう。おかげで広場は全ぜん貌ぼうを現し、その被ひ害がいのほどが明らかになった。

　憩いこいの場として整地されていた広場は見る影かげもなく、地じ滑すべりを起こしたような惨さん状じようで、寄り添そっていた水路も決けつ壊かい。巨きよ大だいなすり鉢ばち状の陥かん没ぼつ痕あとには、水が流れ込んでいる。

　ルシオンとケケは、それぞれ安定していそうな岩を見つけて避ひ難なんしていた。

　先ほど声がした方には、クリスティーナをお姫ひめ様抱だっこしたアハトの姿もあった。急流の中、押し流されずにある岩の、狭せまい足場に器用に立つ。

　さすが誰よりも早く急きゆう襲しゆうに気付いただけあって、真っ先にクリスティーナを保護したようだ。

　ほっとしたと同時にちょっと悔くやしい。ルシオンもケケもそんな顔をしている。

　一方でアハトの視線は、陥没痕の底部へと、困こん惑わく気味に注がれていた。そこに切り立つ岩石の先に、鋭するどき眼光を放つ手負いの獣がいた。

「──手出しは無用じゃぞ。なぁ、アハトや」

　なぜか全身傷だらけの、シイナさんがそこにいた。

「一体どういうことデスカ、シイナ！　……それと、その怪け我がは……」

「シェグのダンジョンに一足先に潜もぐらせてもらった」

　アハトの問いかけに、シイナさんは眉まゆひとつ動かさず、淡たん々たんとした声こわ音ねで返す。

　昨晩見た泥でい酔すい状態のシイナさんとはまるで別人で、ぼくがよく知る、いつものシイナさんだった。

　しかしこの後に続く発言は、いつものシイナさんからは想像もつかないものだった。

「率そつ直ちよくに言おう。儂わしはまだ未熟じゃ。シェグのダンジョンに一人挑いどんでみたものの、この有様じゃわい。手も足も出ん。……〝鉄てつ腕わん無む双そう〟が聞いて呆あきれるの」

　シイナさんはつまらなそうに鼻を鳴らし、見ろとばかりに右の鉄腕と左の細ほそ腕うでを広げる。

　そうか、その怪我はすべて、ダンジョンに挑んで返り討うちにされた傷。

　シイナさん自身が認める、〝未熟さ〟の証あかし。

「モンスターなど物の数ではないが、やはりあの巧こう妙みような罠わなは見み抜ぬけなんだ。……お主がいかに優ゆう秀しゆうであったか、身に染しみたぞ。アハト」

「Ｏｈ……シイナ……」

　アハトが呆ぼう然ぜんとするのも無理はない。

　未いまだかつて、シイナさんがアハトのことを褒ほめたことがあったろうか。

　いや、内心ではずっと認めていただろう。しかしそれを直接本人に伝えたのは初めてではなかろうか。

「恥はじを忍しのんで頼たのみ入る。儂を旅団サークルに戻もどらせてはくれぬか。やはりこの旅団サークルでないと、七氏族軍資を見つけられる気がせんのじゃ」

　そして粛しゆく々しゆくと、シイナさんは頭こうべを垂れる。

「いいじゃん！　ねえ!?」

　ぼくはすぐさまシイナさんの肩かたを持って、みんなに同意を求めた。

　シイナさんが帰ってきてくれるのなら、それに越こしたことはない。

「そもそもお前が勝手に出てっただけで、俺たちはその理由すら聞かされてなかったしな」

「あー……どうでもいい」

　難色を示すこともなくルシオンは頷うなずき、ケケは本当に興味なさげだが反対もしない。

「ぼ、ボクだって、シイナが戻ってきてくれるのはウェルカムだけど……」

　肝かん心じんのアハトも、シイナさんの殊しゆ勝しような態度に戸と惑まどいつつ受け入れかけた。

　しかし、

「そうか。では、クリスティーナとの勝負を見守ってくれるか」

「……ワッツ？」

　その場の誰だれもがぽかんと呆あつ気けにとられた。

　勝負？　何を言っているんだと。

　けれどすぐに理解する。シイナさんの申し出の意味も、広場をも破は壊かいした急襲の意味も。

「言った通りじゃ。儂はな、この旅団サークルでないと七氏族軍資を見つけられる気がせん。しかしこの旅団サークルの存続のためには、クリスティーナが邪じや魔まじゃ」

　シイナさんの静かな剣けん幕まくを湛たたえる視線が、クリスティーナを刺さした。

　クリスティーナはびくりと身を竦すくませて、アハトにきゅっと抱だきつく。

　どこかでぎちっという歯は軋ぎしりが鳴った。


「……この泥どろ棒ぼう猫ねこめがっ……！」



　ああ今なんか聞こえた！　シイナさんめちゃめちゃ怒おこってる！

　つまりシイナさんはぼくが選べなかった方法を──クリスティーナの排はい除じよを選んだということか。

「ちょ、ちょっと待ってくださいシイナさん！　クリスティーナについては今ぼくたちで話し合ってたところで──」

「揉もめておったようじゃが、お主ら男で解決できるのか？」

「…………っ」

　なんとかシイナさんをなだめようとしたけども、正論で遮さえぎられ、何も言い返せなくなってしまう。

　口ごもるぼくを一いち瞥べつして捨て置き、シイナさんは重心を落として鉄腕を構えた。

「じゃから儂が決めてやる。とはいえ一方的に追い出すようなことはせん。正々堂々勝負をし、勝ったほうが旅団サークルに残る。負けたほうが去る……わかりやすいじゃろう」

「いやいやいや、どこが正々堂々の勝負!?　思いっきりシイナの土俵じゃん！」

　ケケのもっともな指し摘てきに、シイナさんは淡々と答える。

「わかっておる。じゃから勝負は公平を期し、内容を変えての三本勝負とする。殴なぐり合い、料理勝負、オシャレ勝負の三本じゃ。公平じゃろ」

　いやそれ全然公平じゃないです……。一本目ですべてを決める気満々じゃないですか……。

「そんなの、認められマセン！　シイナ！」

　シイナさんの詐さ言げんに惑まどわされることなく、アハトはシイナさんの提案を拒きよ否ひ。

　その表情はどこか辛つらそうで、シイナさんとこのような形で対立するのを望んでいないのがひしひしと伝わってくるが、しかし、シイナさんは忌いま忌ましげに眉み間けんに皺しわを刻む。

「……そんなにクリスティーナが大事か。アハト！」

　鋭く叫さけぶと同時、シイナさんの足元が粉々に弾はじけ、シイナさんの姿が消えた。

　それが示すのは、シイナさんの尋じん常じようならざる蹴けり出しの強さ──ひいては速度。

　シイナさんの行方ゆくえを視線で追った時にはもう、シイナさんはアハトとクリスティーナに肉にく薄はくしていた。

　固く握にぎりしめた鉄腕を、弓を絞しぼるように大きく引いて──。

「！」

　アハトの目が驚きよう愕がくに見開かれる。クリスティーナを抱かかえているがゆえ、回かい避ひか防御か反はん撃げきか、一いつ瞬しゆんの判断の迷いがアハトにはあったのだろう。

　その一瞬で十分すぎた。シイナさんがクリスティーナを攻こう撃げき射程圏けん内ないに捉とらえるには。

　しかし幸い、クリスティーナには多勢の利があった。

「クリスティーナのことが大事なのはアハトだけじゃないぞ、シイナ！」

　鞘さや走ばしる白はく刃じんが半円を描えがき、眩まばゆき斬ざん撃げきが宙を奔はしる。

　腰こしから逆ぎやく袈け裟さに抜き放たれたルシオンの一ひと太刀たちは、光の刃やいばとなってシイナさんに迫せまった。

「ちっ」

　盾たてにしたシイナさんの鉄腕が、甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　光の刃の威い力りよくを受け流すように、シイナさんは自らそれに弾かれた。そしてアハトともルシオンとも距きよ離りをとって着地する。

「お主らも、儂と本気でやり合うつもりか……。ルシオン、ケケ」

「ええ!?　俺は今手ぇ出してないんだけど!?　超ちようとばっちり……」

　近くにいたケケ諸もろ共とも、シイナさんは忌ま忌ましげに睨にらみつける。

　けれどその二人に向ける視線より、アハトとクリスティーナに向けるシイナさんの視線はさらに険悪で……そして、痛切。

　きっとぼく以外にはわからないことだろうけれど、ぼくにはシイナさんの想おもいが痛いほど伝わってくる。

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、アハトにもう一度振ふり向いて欲しくて仕方がないのだろう。クリスティーナのことが憎にくくて仕方がないのだろう。

　だからこそ、クリスティーナを排除するという考えで頭がいっぱいなのだろう。

　シイナさんの本心を知るぼくには、それがもどかしくてならない。

　どうしてシイナさんは、そんな手段しか取れないのか。

　もっと他ほかにやり方があるだろう！

　ぼくはたまらずに叫んだ。

「シイナさん！　そんな方法じゃなくて、思いの丈たけをぶつけて下さい！」

「思いの、丈……？」

　シイナさんの瞳ひとみが揺ゆれる。そこにぼくは言い連ねる。

「そう！　七氏族軍資を見つけたいとか、そのためにはこの旅団サークルが必要だとか、そんな建て前はいらないですって！　もっとあるでしょう!?　シイナさんが旅団サークルに戻ってきたい本当の理由が！　クリスティーナのことを追い出そうとする、本当の理由が！」

「…………っ」

　シイナさんはぼくとしっかり合わせていた視線を、気き恥はずかしげにさっと伏ふせた。

　厳しく引き絞られていた口くち許もとが、もにょもにょと緩ゆるみ、言葉を探している。

　きっと、ぼくを通して昨晩の自分を思い出したからだろう。

　けれど、だからこそ、ぼくが言わんとしていることは、シイナさんにちゃんと伝わっているはずだ。

　建て前はいらないから、昨晩みたいにアハトに本音をぶつけて下さいよ、シイナさん！

「ワッツ……？　一体、何のことを言ってるデスカ……？」

　ぼくとシイナさん、二人の間でだけ通じているやり取りに、アハトは戸惑いを見せる。質ただすような視線を、シイナさんに注ぐ。

　シイナさんはその視線を浴びて、たった半歩だけれど後ずさった。

　ドラゴンや連合の刺し客かくの大軍勢を前にしても一歩も引かないあのシイナさんが、物もの怖おじしたのを初めて見て、ぼくは手に汗あせを握る。心のなかで、頑がん張ばれと祈いのる。

　すると、シイナさんはぐっと踏ふみ止とどまり、一いつ生しよう懸けん命めいに声を振り絞った。

「あ、アハト！　じ、実は儂は……お、お、……お主のことが、好きじゃ！　素す直なおになれずにいたが、お主からの想いを嬉うれしく思っとった！」

　長きに亘わたり秘せられていた想いの告白が、荒こう廃はいの広場に響ひびく。

「じゃから、お主がクリスティーナのことを大切にしているのを見ていられん！　胸が張り裂さけそうじゃ！　どんな厳しい鍛たん錬れんにも耐たえていたが、これだけは耐えられん！」

　そのなりふり構わない姿に、ぼくは胸打たれ、握りしめる拳こぶしに力が入る。

「クリスティーナではなく、儂と付き合ってくれ！　アハト！」

　よし！　と、口の中で快かい哉さいを叫ぶ。

　シイナさんが素直になったことそのものが無む性しように嬉しかったし、何よりぼくには確信があった。

　これで元鞘に戻ると。

　アハトとシイナさんの関係が修復されて、この二人が結ばれれば、この複雑にもつれ合った男女関係にも解決の糸口は摑つかめる。

　クリスティーナはルシオンと結ばれればいい。それで大分話はすっきりしてくる。

　そしてあとはルシオンの帰郷を思い留とどまらせればいい。

　よくよく考えてみればその交こう渉しよう材料もある。

　クリスティーナの『記き憶おく』と『ガーネッシュ戦記』だ。

　記憶を取り戻したいのなら、ルシオンの故郷に篭こもってしまうよりも世界中を旅したほうが可能性は高いだろう。

　さらにはクリスティーナは『ガーネッシュ戦記』にも興味を持っていた。

　これらを理由に、彼女自身に七氏族軍資を探す旅を望ませれば、ルシオンだって考え直してくれるかもしれない。

　……いける。

　ケケに関してはそもそもクリスティーナのほうにその気がないみたいだし……。

　……いけるぞ！

　ぼくはそう踏んだ。

「ぐすっ……オーウフ……シイナ……」

　するとシイナさんの告白を受けて、アハトがぽろぽろと涙なみだを流す。

　泣き虫のアハトではあるけれど、この涙ばかりは重みが違ちがう。

　なにせアハトのこれまでの苦労が報むくわれたのだ。一いち途ずな想いが通じていたのだ。

　シイナさんとの交際という悲願が叶かなったのだ。泣き虫でなくとも喜びの涙は流れよう。

　美しさすら覚えるアハトの泣き顔に、ぼくのほうも胸が熱くなった。

　が、

「お断りデ───ス！」

　アハトは、ぼくが思っていたのとまるで真逆のことを叫んだ。

「!?」

　シイナさんもまさか断られるとは思っていなかったのか、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「えええええええええ!?　なんでアハト!?」

　ぼくも仰ぎよう天てんしてその真意を質す。

　するとアハトは泣き叫んだ。

「ぐすん……ボク、シイナのこと大好きだったヨ？　だからこそわかるデス……シイナはボクのことなんて好きになるはずないし、そんな浮うわついたこと言う人じゃありマセーン！　きっと七氏族軍資欲しさにボクの気を引こうと噓うそついてるデショウ!?」

　なんだそれは。もしかして転がり込んできた幸せにビビっているのだろうか。

　しかしアハトがシイナさんに向けるのは、強い疑いの眼まな差ざしだ。

　さすがに黙だまって見ていられず、ぼくは助け舟ぶねを出す。

「いや、確かにシイナさんは色いろ恋こい沙ざ汰たとか興味なさそうなキャラだけども！　この顔見なよ！　本当っぽいでしょ!?　大体それ、猛もうアプローチしてたアハトが言う台詞せりふ!?」

「……イェス。イェス、そうなのデス。これは大きな矛む盾じゆんを孕はらんだ、とても苦しい恋デシタ……」

　アハトはくっと涙を切ると、語り出した。

「ボクはクールでストイックなシイナが大好きデシタ。それこそボクなんかには見向きもしないで、脇わき目めも振らずチャンピオンロードを歩くような人だからこそ、ボクはシイナに夢中になったのデ～ス！　ボクのことが好きなシイナなんて、ボクが恋したシイナじゃありマセ～ン！」

「「…………」」

　絶句して固まるシイナさんとぼく。

「……そしてそんな、叶わぬ恋に踏ん切りをつけさせてくれたのが、クリスティーナだったデス……」

　心底愛いとおしそうに、腕うでの中のクリスティーナをきゅっと抱だきしめるアハト……すっかり二人の世界に入り込んでいて、無む性しようにイラッとするが、かえってよかったかもしれない。

「……アハトのことが好きな儂わしなんて、アハトが恋した儂じゃない……？　なんじゃそれ……哲学か……？」

　だって、シイナさんのこの愕然とした顔、目も当てられないもの……。

　アハトが恋してた〝クールでストイックなシイナさん〟とは程遠いもの……。

　気をしっかり持ってシイナさん！　哲学じゃないですよ！

「……つまり、あれか……この恋は、最初から儂の負け戦いくさ……？」

　ああ……うん。ですね。正確にはシイナさんの〝一人負け〟というわけではなく、〝勝者なき恋〟だったみたいですが……。ままならないね、恋愛。

　すると、

「……ぐふぅ！」

　ふいに変な呻うめき声ごえを漏らしながら、シイナさんは鉄てつ腕わんで顔を覆おおった。

　その間ま際ぎわに、シイナさんの表情がくしゃっと潰れ、瞳からぶわっと涙が溢あふれ出るのを、ぼくはこの目で確かに見た。

　シイナさんはそのままアハトに背を向け、走り出す。

「し、シイナさ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　ぼくは呼び止めたけれども、シイナさんの足はめっちゃ速い。ぼくの声を振り切るような全力疾走で、シイナさんはあっという間にその場から姿を消したのだった。

「……ふぃー、冷や汗かいたー。脅きよう威いは去ったな！　だからアハト～!?　もうクリスティーナちゃんのこと下ろしてやれし～！」

「ああ、そうだぜアハト。お前、なんかクリスティーナを助けてやった感出してるけど、俺だからな？　お前ら二人のことをシイナから守ってやったのは。感謝しろよ」

「……ア～ハ～ン？　二人が何を言ってるのかさっぱりデース」

「わぁ、すごいですアハト様！　手で触さわらずに耳を閉じられるのですね！　かわいいです」

「！　ちょ、クリスティーナちゃん見てみて！　俺も自力で耳動かせるよ!?　ほ～ら、かわいいでしょ～」

「……………………いいですね」

「んふ～。でしょう～？」

「いや、ケケ。間があったろ？　それがすべてを物語ってるぞ」

「え、ごめん。なんか言った？　俺の耳に童どう貞ていの言葉は届かないんだよね」

「！　もう卒業したっちゃね！　なすてそげなごと言われななんねだがおらにはさっばりわがんねべしゃ──！」

「あ、ごめん。今度は本当に届かないから落ち着いて標準語喋しやべってくれる？」

　クリスティーナを狙ねらうシイナさんを退けて、場の緊きん張ちようも解ほぐれる。

　なんとなく一仕事終えた感があるがしかし、事態は何も変わっておらず、依い然ぜんクリスティーナを巡めぐる対立は残ったままで……、

「……いや、だから早くクリスティーナのこと下ろして俺にパスしなって」

「ケケ、力仕事嫌きらいデショウ？　ボクがこのまま宿まで連れてくからいいデスヨ」

「いや、だからクリスティーナは俺の嫁よめだから。お前が触るな。俺に寄よ越こせ」

　ケケ、アハト、ルシオンの三人はクリスティーナを巡って火花を散らし、その間に立たされるクリスティーナは、他人ひと事ごとのようにぽーっと成り行きを見守るだけだった。
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　ちょっと晩ご飯を食べに出ただけのはずが、思いの外大おお事ごとになってしまった。

　結局晩ご飯も食べそびれたまま、ぼくはみんなと一いつ緒しよに宿に帰ってきた。もちろんクリスティーナも一緒だ。

　クリスティーナとの関係をどうするか──ひとまずその話し合いは明日に持ち越こし、今夜は休むことになった。

　もちろん男四人の間で、抜ぬけ駆がけはしないという約定を交かわして……。

　宿の浴場で汗を流ながし、小ざっぱりしてから部屋のベッドに倒たおれ込む。閑かん職しよくのぼくが本気で身体からだを動かしたのは、なんだかんだ久しぶりで、疲ひ労ろうが濃こい。

　けれどこの疲労の根本は、精神的なものだ。

　一夜明けて、みんな冷静になれば何かが変わる──なんて楽天的なことは考えられない。

　何か打開策を見つけないと、旅団サークルは崩ほう壊かい。七氏族軍資への夢も絶たれてしまう……。

　どうにかしなくちゃ……。

　煩はん悶もんしていると、テーブルの上のコネクテルがペコンペコンと鳴いた。誰だれかからの文字列ラインが入ったのだ。

　なんとなくクリスティーナのような気がして、ぼくはおそるおそるコネクテルの小窓を覗く。

　けれどそこに表示されていた名前は、エマだった。


《業務連れん絡らくです。少し前に送ったと言われていたご本を無事受け取り、新しい倉庫に収蔵しておきました。》



　妙みように文面が事務的なのは、前回喧けん嘩か別わかれのように音声コネクトを切ってしまったから、それで怒おこっているのだろう。

　今になって思えば、あれは完全にぼくが悪かった。

　クリスティーナを突つき放してしまった罪悪感を、あろうことかエマにぶつけてしまったのだ。

　エマは、クリスティーナに入れ込むぼくに忠告してくれただけなのに、ぼくはそれをないがしろにした。

　なんて申し訳ないことをしたのだろう。情けなくて、恥はずかしくてたまらない。

　けれど……いや、だからこそ、ぼくはエマに音声コネクトをかけた。

　キュイキュイという呼び出しの雑音が流れ、しばらくするとぷつりと止やむ。

「あ、もしもし!?」

『……なに』

　ぼくが忙せわしげなのとは対照的に、エマの返事は冷れい淡たんだ。普ふ段だんからエマは淡たん白ぱくだけれど、今日はそれに輪をかけている。

　ぼくはどきどきしながら言葉を紡つむいだ。

「あ、えと、業務連絡、見た。ありがとう」

『うん』

「…………」

『…………』

「……それと、ごめん」

　エマには見えていないけれど、ぼくはその場で頭を下げた。

『なにが？』

「この前、八つ当たりみたいなことしちゃって……。ぼくが間違ってた。エマの言う通りだった」

『……何かあったの？』

　エマの声こわ音ねが、気き遣づかわしげに、少し柔やわらかくなって、ぼくはほっとする。

「うん。話、聞いてもらっていい？」

　そして情けない気持ちもまた抱いだきながら、ぼくはエマに泣きついた。

　すると、

『……お調子者』

　冷ややかに吐はき捨てられた。

「はい……」

『自うぬ惚ぼれ屋』

「ですね……」

『間ま抜ぬけ。子供』

「返す言葉もございません……」

　再びエマの声音は鋭するどくなって、正せい鵠こくを射た謗そしりが続く。

『……別に私だって、なんでもかんでもユーリのことわかってるだなんて言うつもりはないけどさ、少なくともユーリとの付き合いが一番長い他人って、教会関係者除いたら私でしょ？　ちょっとは聞く耳持ちなよ。……あんな不ふ貞て腐くされた態度取れる相手だって、どうせ私くらいしかいないくせに……。そんなところで付き合いの長さに甘えられても、たまったもんじゃないんだけど』

「いやほんと、なんかもうすみませんでした……。ごめんなさい……」

　やはり先の件については怒っていたようで、恐きよう縮しゆくしきってぼくは呻うめく。

　その後しばらく沈ちん黙もくが続き、ぼくはきりきりと胃を痛めたが、ふと、ばつの悪そうなエマの吐と息いきが、ぼくの耳にかかる。

『……まぁ、私も良くなかったけどさ……。せっかくユーリが惚れた女の子のこと、ろくに知りもしないのに悪く言っちゃって……』

「いえ、そんな滅めつ相そうもないです。ほんとエマの言う通り、クリスティーナはとんでもない子でした」

『へえ……ユーリ、人を見る目ないね』

「うん……いや、まぁ、そんな悪い子ってわけでもないんだけどね？」

『うわ、なんかかばってるし。そういうはっきりしない態度、よくないよ』

「あ、はい。ですよね。すみません」

『で、どんな子だったの？』

　そう自然な流れで話を聞いてくれるエマの声に、もはや憤いきどおりはない。

「えーと、はじめから話すね。まずクリスティーナと出会ったのは、──」

　だからぼくは堰せきを切ったように、事のあらましをすべて話した。

　きっとコネクテルの向こうで、素そ朴ぼくに微笑ほほえんでいるであろうエマの姿を、頭に思い浮うかべながら──。




　　　　☆




『──なるほど。その子、サークルクラッシャーだったんだ』

　すべてを話し終えたあと、エマから返ってきたのはそんな言葉だった。

「サークルクラッシャー？」

『人間関係を無む茶ちや苦く茶ちやにしちゃうような人のことをそういうの。──で、どうするの？』

「どうしよう……いや、どうにかしようとしたんだ……でも、どうにもなんなくて……。なんか、いい案ない？」

『そんな急に言われても……ないよ』

「だよねぇ……」

　もしかしたら第三者のエマならこの状じよう況きようを打破する妙みよう案あんが出せるのではと、根こん拠きよも何も無い期待を抱いてみたが、それもあえなく散った。

「ああ、もうダメかも……」

　思わず弱音を漏もらし、肩かたを落とす。

　するとすかさず、エマがくすりと笑った。

『なに弱気なこと言ってんの。今ユーリが頑がん張ばらなかったら、ほんとのほんとに旅団サークルの閑職になっちゃうよ？』

「？　どういうこと？」

『怪け我が人にんの手当てだけがユーリの仕事じゃないってこと』

　エマの穏おだやかな言葉が鼓こ膜まくをくすぐる。

『教会でさ、白魔道士は、人々を救い、愛と平和をもたらす存在であれ～って教えられてきたんでしょ？　なら、ギスギスしちゃってる旅団サークルに平和を取り戻もどすのも、白魔道士としての役目なんじゃない？』

　あくまで明るくそう言われ、ほうと腑ふに落ちる自分がいた。

　それは詭き弁べんにも近い冗じよう句くかもしれない。けれど、詭弁も冗句も洒しや脱だつであれば不思議と胸に沁しみるものだ。

　確かに、教会から教わってきた。

　持てる力を余すことなく発揮し、人々を救えと。

　無む償しようの愛を与あたえる、慈じ悲ひ深き平和の使者たれと。

　ぼく自身は『ガーネッシュ戦記』のために、教会が定める勤労奉ほう仕しの道から逃にげ出し、教会を破門になったような不届き者だけれど、それでもその教えは自らの信条として、胸に刻んでいる。

　ならば、旅団サークルが崩壊の危機に陥おちいっているこの状況を何とかするのは、白魔道士としての自分の役目なのかもしれない。

『今が〝なんともない白魔道士〟としての腕うでの見せ所だよ、ユーリ』

「…………っ」

　ああ、まったくもってその通りだ。

　ただでさえ普段仕事がなくて、旅団サークルにおける自分の存在価値を疑ってみたりしてるのだ。

　今仕事しないでいつ仕事するんだ。弱音なんて吐いてる場合じゃない。

『なんてね。あはは。くさいくさい。こんなんじゃ気休めにもならないか』

「……ううん。そんなことないよ。ありがとう。すごいやる気出た」

『そう？　ならよかったけど』

　本当にエマには頭が上がらない。

　感謝を胸に、ぼくは今一度脳みそをフル回転させ、妙案を探さぐる。

　するとエマが、続けてこんなことをぼやいた。

『それにしてもあれだね。〝軍資に一番近い旅団サークル〟であることが仇あだになるなんて、皮肉なもんだねぇ』

「？　……どういう意味？」

『いやだってさ、その子ってユーリたちがみんな親切で、チヤホヤしてくれて、しかも有名人揃ぞろいだから旅団サークルにいるわけでしょ。だったら、もっともっとすごい旅団サークルが他ほかにいれば、そっちに鞍くら替がえしてくれるかもしれないじゃん』

「…………」

『でもユーリたちの旅団サークルって、正直各職業のオールスターなわけでしょ？　だからそういうわけにいかないなーって──』

　まだエマが話してる途と中ちゆう、

「……それだ……」

　ぼくはふと閃ひらめいて、呟つぶやいた。

『え？』

「それだよエマ！　確かに、鞍替えさせるのは難しいかもしれないけど……要はそういうことだ。クリスティーナが自分の意思で旅団サークルを出て行けばいいんだ。問題はぼくたち男側じゃなくて、クリスティーナがぼくたちに想おもいを寄せちゃってることにあるんだ！」

　エマの言葉が呼び水になって、解決への道筋がようやく見えた。

『……んー、よくわかんないんだけど、なんか摑つかんだ？』

　興奮を隠せないぼくとは対照的に、エマは今ひとつピンときていない様子だけれど、ぼくは決然と頷うなずく。

「摑んだ。閃いた。これならいけるかもしれない」

『そう……。それなら良かったよ』

　目には見えないが確かに微笑まれて、ぼくもまた相好を崩くずす。

「エマ、本当にありがとう」

『いいって。──あ、ユーリ』

「なに？」

『私、刺し繡しゆうの本も好きだし、料理の本も好きだから』

「……あはは。うん、絶対送る」

　遠回しな礼の要求を、ぼくは快かい諾だくする。

　次の本屋巡めぐりは自分の趣しゆ味みではなく、エマの趣味に合いそうなものを中心に漁あさってみよう。

『ん。楽しみに待ってる。それじゃ頑張ってね。おやすみ』

「おやすみ」

　別れの挨あい拶さつを交かわし、音声コネクトを切る。

　その後もぼくの胸は、静かに昂たかぶっていた。今の会話の中で見み出いだした一筋の光明がそうさせた。

　希望的観測はなしに、冷静に考えて、成功率は決して高くない。しかも失敗すれば旅団サークルの崩ほう壊かいを決定づけるだろう。

　けれど、それでも、この策に賭かける価値はある。

　多少の痛みも伴ともなうけれども、全員が納なつ得とくの行く決着方法はこれしかない。

　ぼくはそう確信し、明日に備えてベッドに潜もぐり込んだ。

　少しでも体力を回復させておこう。

　明日は間ま違ちがいなく、ひどい一日になるから……。
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「みんなに提案があるんだ」

　翌朝、全員が顔を揃そろえた宿の食堂で、ぼくは誰だれよりも先に話を切り出した。

「誰も、クリスティーナのことを諦あきらめるつもりはないんだよね？」

「…………」

　ぼくの問いかけに返事はない。ただ、互たがいを牽けん制せいしあうような視線だけがテーブル上で交差して、それがみんなの意向を如によ実じつに物語る。

　クリスティーナは俺のものだと。

　ならば──、

「決けつ闘とうしよう」

　ぼくの提案に、ルシオンもアハトもケケも一いち抹まつの驚おどろきを見せこそすれ、反対の声は上げなかった。

　むしろ一番動どう揺ようしているのは、クリスティーナだった。

「決闘って……。そんな……え？　本気、ですか？　ジャンケンとかではなく？」

　まさかぼくの口から、そんな物ぶつ騒そうな提案がなされるとは思わなかったのだろう。半信半疑といった様子で窺うかがってくるが、ぼくは頷く。

「うん。正しよう真しん正しよう銘めいの決闘。四人一いつ斉せいに戦って、最後まで立ってた人の勝ち。そして一番強い人がクリスティーナをものにできる。──それでどう？」

　そして大おお真ま面じ目めに、挑ちよう発はつ的に、男三人を順じゆん繰ぐりに見回した。

「あ、ぼくも参加するから。手を引くって言ったけど……このやり方ならフェアだし、後あと腐くされもないしね」

「「「…………」」」

　互いの顔色を探る目配せと、黙もつ考こうの静せい寂じやくは確かにあった。

　けれど、それも束つかの間のこと。

「……ああ。俺はそれで構わない」

　まずルシオンが厳おごそかに頷いた。

「ぐすっ……オーマイガァ～……どうしてこんなことになってしまうのデショウ……。フォーチュンのイタズラが過ぎるデス！　けどやるデス！　愛の為ために！」

　じわりと目め尻じりに涙なみだを滲にじませ、悲ひ嘆たんに暮れながらもアハトも承しよう諾だくする。

「……ルシオンがこう来たらこう返すだろ？　アハトはああ来るだろうからこう返して、ユーリはまぁ普ふ通つうに速そつ攻こうでぶっ潰つぶして……よし、いける！　その勝負、受けて立つ！」

　そして勝てない勝負はしないケケも、たっぷり計算した上で同意した。

　……ぼく舐なめられてるなぁ……。

　ともあれ全員の同意が得られ、ぼくはクリスティーナに向き直る。

「そういうことになったから、クリスティーナには見届け人になってほしいんだ。出来る？」

　ぼくが尋ねると、クリスティーナは躊躇ためらいがちに視線を逸そらし、逡しゆん巡じゆんする。

　彼女が、好き好んでこの諍いさかいを招いたわけではないのはわかってる。ただ幸か不幸か、彼女には人を惹ひきつける才があった。そして惹きつけてしまった人を拒こばめない、優ゆう柔じゆう不ふ断だんさがあった。

　彼女のそういう性質は、旅団サークルの維い持じの妨さまたげになる。ぼくの夢の障害になる。

　だから、とても心苦しく思うけれど、この旅団サークルから排はい除じよさせてもらう。

　そのために彼女には見届け人になってもらう必要がある。

「辛つらいかもしれないけど、それが君の責任だと思うんだ」

「それは……そうかも、ですが……」

　もちろんそんな思おも惑わくはおくびにも出さず、ぼくは説得する。

　クリスティーナは責任という言葉に揺ゆれた様子だったが、まだ決め手に欠くようだ。ならばもうひと押し。

「それに安心して。さすがに命のやり取りまではするつもりないから。戦せん闘とう不能状態になったら、そこでその人は脱だつ落らく」

　この補足に、クリスティーナはほっとして表情を緩ゆるませた。

「あ、そうですか。要は試合みたいなものですね。であれば……はい、わかりました」

　決闘は決闘でもあくまでお約束の中での競争であると、そう解かい釈しやくしてくれたようだ。クリスティーナはこくんと首を縦に振る。

　ぼくたちの身を案じてくれている辺りに人の良さを感じる反面、ぼくは内心で意地悪くほくそ笑えみ、よしと拳こぶしを握にぎった。

　計画の第一段階は成功だ。

　あとは──、

「それじゃ行くか。城じよう壁へきの外に遺い跡せき群あったろ」

　ルシオンがやおら立ち上がる。

　クリスティーナは、もう今から？　と面めん食くらっていたが、男たちの中に異を唱える者はいない。

「Ｏｈ、いいんデスカー？　あそこ、身を隠かくせるところたくさんで、ボクにとってベストプレイスデスヨー？」

「地理的条件が不利だったとか、あとで文句つけられてもつまらねえからな」

「え、なにそれ。アハトばっかずるい。俺にもなんかハンデくんない？　二人とも利きき腕じゃない方でいいから斬きり落とした状態でスタートね」

　アハトもケケも当たり前のように席を立ち、買い物にでも行くような気軽さで宿を出て行く。

　その後に続くクリスティーナに、ぼくはそっと、耳打ちした。

「目を逸らさないで、ちゃんと見ててね？　君の彼カレになろうとしてるのが、どんな人間なのかを」

「え？　それはあの、どういう……」

「見てればわかるよ」

　クリスティーナは怪け訝げんに眉まゆをひそめるが、ぼくはそうとしか答えなかった。

　その言葉の通り、これは目で見てもらって理解してもらうものだから……。
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　デーゼル川は古くより、人々に大いなる恩おん恵けいをもたらした。水源として、豊富な漁場として、交易の航路として。

　ヴィムタリアの民たみは、デーゼル川に生かされていると言っても過言ではない。

　とはいえ、デーゼル川も自然物である。時に人間に牙きばを剝むく。稀まれに洪こう水ずいを起こし、常つね日ひ頃ごろの恩恵の対価とばかりに多大な被ひ害がいをもたらした。

　特に今ほど治水技術が発展していなかった昔は、その猛もう威いにむざむざと晒さらされた。

　その頃の名残なごりは、ヴィムタリアの城壁の外に遺跡群として見ることが出来る。

　かつて街か集落であった石造りの建築物が、曇どん天てんのもとに朽くち果てていた。

　ここを決闘の舞ぶ台たいに選んだルシオンの判断は正しい。

　人ひと気けもなく、無関係の人間を巻き込むこともないだろう。

　この遺跡群を一望できる、一ひと際きわ背の高い物見塔とうがあったので、そこをクリスティーナの観戦席とした。

　そこからなら、今から始まる決闘もよく見えることだろう。

　ここからも、クリスティーナが地上を覗のぞいているのが見える。

「す───……は───……す───……は───……」

　集中力を高めるために深呼吸をする。

　ぼくが今いるのは、崩れかけた煉れん瓦がの壁かべの物もの陰かげ。決闘のスタート地点だ。

　公平を期すために、四人全員が一定の距きよ離りを取った上での開戦となる。誰がどこにいるのか、大まかな方向はお互いにわかっているけど、その姿は視し認にん出来ない。

「ふ───……」

　息を吐はききり、軽く吸う。それにより、久しぶりの感覚が訪おとずれる。

　精神が研とぎ澄すまされ、波風ひとつ立たずに凪ないだ。

　五感が鋭えい敏びんになり、自身を取り巻く環かん境きようと、自身に宿る魔ま力りよくの流れを克こく明めいに摑める。

　コネクテルを握りしめる手のひらに、じんわりと汗あせが滲む。それは緊きん張ちようの証あかしではあるけれど、大だい丈じよう夫ぶ。緊張すらも、冷静に把は握あく出来ている。なんらパフォーマンスに問題はない……。

　その時、握りしめたコネクテルがペコンペコンと鳴いた。送られてきた文字列ラインを素す早ばやく確認する。


《皆みなさん、お怪け我がだけはしないようにお気をつけてください。それではスタートです。》



　怪我だけはするな、か……つい苦笑いが零こぼれる。

「〝拒絶シールド〟！」

　そして即そく座ざに展開する防ぼう御ぎよの魔ま法ほう陣じん。

　開戦のタイミングはクリスティーナに委ゆだねられていた。クリスティーナが全員のコネクテルに文字列ラインを一斉送信することで、それが開戦の合図となる。

　ぼくはすぐさま移動しようと、物陰から飛び出した。

　それと同時、鼓こ膜まくが矢音を捉とらえた。その音のする方──斜ななめ後方を振り向くと、もう目と鼻の先に鏃やじりが迫せまっていた。

　目の前で魔法陣がぱっと咲さき、矢の急きゆう襲しゆうを拒きよ絶ぜつする。

　魔法陣と矢、双そう方ほうが砕くだける音が弾はじけ、また、目を灼やくような閃せん光こうが爆はぜた。

「くっ！」

　ローブの袖そでを翻ひるがえし、顔を覆おおう。

　目め眩くらまし──咄とつ嗟さに思ったのはそれ。しかしその閃光は、打ち上げ花火のようにぼくの頭上へ昇のぼり、そのまま明めい滅めつを繰り返した。

　やられた。目印をつけられた。

　アハト自身はこんな目印をつけるまでもなく、ぼくの位置を把握しているだろう。矢が正確にぼくのところに飛んできたのがその証左であるし、アハトならそれくらいのことは平然とやってのける。

　ではこの目印は誰だれのためか。何のためか。考えるまでもない。

「──癪しやくだがまんまと乗ってやるよ、アハト」

　遺跡の陰から飛び出してきたのはルシオン。

「俺は元からユーリを最初に潰すって決めてたしー！」

　地面に落ちる影かげから、浮うかび上がってくるように現れたのはケケ。

　目印に呼び寄せられた二人による挟きよう撃げきに、ぼくは内心で毒づいた。

　ぼくのところに二人をけしかけるとか、本当に嫌いやらしい真似まねするなぁアハト！

「言い出しっぺだってのに気の毒にな。けど、最初の脱落者はお前だ、ユーリ」

　一陣の白き風が差し迫った。腰こしだめの剣けん先さきがぐんと伸のびる。

　真っ直すぐ奔はしる銀の軌き跡せきに、ぼくは吼ほえる。

「〝拒絶シールド・重層〟！」

　周囲を取り巻いていたいくつもの魔法陣が、ぼくの鳩尾みぞおちの前に集中した。ちょうど重ねた皿を思わせる、一列に並んだ魔法陣が、ルシオンの刺し突とつを受け止めた──かと思ったが剣けん聖せいと名高き男の峻しゆん烈れつな刺突は、ぼくの魔法陣をまさしく皿扱あつかいした。

　一枚、二枚、三枚、四枚、五枚、六枚、七枚と、ルシオンの剣は魔法陣をやすやす砕いてぼくに迫る。

　突とつ貫かんの力と防護の力、拮きつ抗こうする力は衝しよう撃げき波はとして周囲へ散った。大気が震ふるえ、地面はひび割れ、遺跡が跡あと形かたもなく吹ふき飛ぶ。魔法陣が一枚割れる度たび、ぼくとルシオンを中心とした破は壊かい圏けんが段々と広がっていく。

　しかし、ちょうど十枚目の魔法陣──ぼくを守る最後の一枚で辛かろうじて、ルシオンの剣は止まった。ルシオンが僅わずかに顔をしかめる。

　好機と見て取り、ぼくは攻こう撃げきに転じようとした、その時だった。
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「ど田舎いなかの童どう貞てい王子様、がんばー」

　ニヤニヤと嫌らしい笑みを湛たたえたケケが、指をわきわきと蠢うごめかせる。

　すると、最終防衛線たる魔法陣の輝かがやきが、瞬またたく間に闇やみに侵しん食しよくされて腐くさり落ちた。

　ぼくがげっと呻うめく暇ひまもなく、ルシオンは怒ど号ごうとともに一歩踏ふみ込む。

「それを言うんじゃねえ！」

　剣は魔法陣を貫つらぬいて、ぼくの胴をも貫かんと伸びた。

　ぼくと剣を隔へだてるものは何もなく、避よけようにも地に足がついておらず体勢が悪い。

　自力での回かい避ひ、防御は不可と悟さとり、思考ではなく反射で叫さけんだ。

「〝担架エアストレツチヤー〟！」

　ぼくの身体からだが剣先から逃のがれるように、尋じん常じようではない初速で後方へ吹っ飛ぶ。

　本来それは怪我人を浮かせて運うん搬ぱんするという白魔法なのだが、ぼくはそれを高出力で自分にかけて、緊きん急きゆう回避の術とした。

　本当はルシオンにも掛かけたのだが、ルシオンほどの剣士ともなると、担架エアストレツチヤーなどちょっと強めの風くらいのものだろう。

　ともあれルシオンとの距離が空あいた。しかし、これはあくまで緊急回避。力加減も方向の調整も出来たものではなく──ぼくの身体は、瓦が礫れきの山に背中から叩たたきつけられて止まった。

「かはっ──！」

　肺の空気が全部吐き出されて息も止まる。

　がらがらと煉瓦が降ってきて、頭や腕うでを打ち付け、地味に痛い。

　ただ、そんなことよりも深刻なダメージを、ぼくは腹部に負っていた。

　埋うもれかけた瓦礫の山から抜ぬけ出そうと、身体に力を込めた瞬しゆん間かん、ぼくの腹にばっと血の花が咲いた。

「……いった……」

　串くし刺ざしこそ免まぬかれたものの、ルシオンの刺突を避けきれてなかったみたいだ。白地のローブに見る見る血が滲にじみ、ぼくは燃えるような痛みに顔を歪ゆがめる。

　……もっとも、今の接せつ触しよくでダメージを負ったのはぼくだけではないのだけれど……。

「──あぁ、そうだった。そういやお前、こんなことも出来るんだったな……」

　その気になれば追つい撃げきを仕し掛かけてこられたはずのルシオンが、その場で立ち尽つくしていた。

　ズタボロに引き裂さかれた血ち塗まみれの左腕に、辛うじて剣をぶら下げて──。

　ぼくはルシオンに担架エアストレツチヤーをかけるのと同時に、実は治癒ヒールという回復の魔法もかけていた。

　無論ルシオンは怪我などしていなかったが、だからこそ治癒ヒールは毒に転じる。

　過回復──過か剰じような治ち癒ゆを施ほどこすことで筋肉と神経の異常膨ぼう張ちようを誘ゆう発はつし人体を破は壊かいする、白魔法における外げ法ほうだ。

　とはいえ、その程度で戦意喪そう失しつするルシオンではなく──、

「じゃ、次ケケな」

　剣を右手に持ち替かえて、ルシオンは標的をケケに変えた。

　が、

「あー……油断したー……。ルシオンをアシストするのに気を取られた……ていうかもしかしてアハト、最初っからこれ狙ねらってた？　だとしたら超ちよう陰いん湿しつじゃない？　ほんとあいつエルフの風上にも置けないわ。エルフって高潔な種族じゃなかったの？　ねえ？」

　不満を並べながら棒立ちのケケ……その両の脚あしには、何本もの矢が突つき刺ささり、足元に血ち溜だまりを作っていた。

「因果応報ってやつだろ。普ふ段だんお前が陰湿だからそうなるんだ。現に俺にもユーリにも矢が飛んできてない」

　言ってルシオンが鼻で笑う。ケケは首を横に振ふった。

「いやいやいやいや。俺別に陰湿じゃないじゃん。超ちよう爽さわやか。快男児。いるよねー、黒魔道士って職名のイメージに引っ張られてそういう偏へん見けん持っちゃう人。俺そういうやつの顔と名前絶対忘れないから。そいつが偏見にまみれた人ですよーって、悪い人ですよーって言い触ふらすことも忘れないから」

「やっぱ陰湿じゃねえかよ……」

「いや陰湿じゃ……まぁいいや。口で言うより行動で見せたほうが早いな。スカッと気持ちのいいやつをアハトにお返ししよう」

　言ってケケは、苦痛の脂あぶら汗あせを額にかきながら腰を下ろし、足元の血溜まりに手を浸ひたす。

　そして、

「邪じや神しんの理ことわり、煉れん獄ごくの因果、咎とが人にんの赤よ、万ばん物ぶつを蝕むしばめ──〝大だい血けつ海かい〟」

　禍まが々まがしい呪じゆ詛そが、おぞましき光景の引き金。

　ケケの足元の血溜まりに、黒き墨すみめいたものが混じり、紫し電でんが弾けた。

　直後、血溜まりが波打って奔ほん騰とうした。遥はるか頭上を見上げるほどの、赤黒い高潮が聳そびえ立った。

　それは耳みみ障ざわりな騒そう音おんを上げて、扇おうぎ状じように広がりながら地上を舐なめる。

　遺い跡せき群の一角が、その高潮に丸まる吞のみにされた。

　どこがスカッと気持ちいいのやら……そう思いもしたが、なるほど、確かに見ようによってはスカッとしているかもしれない。

　赤黒い波は濤とうをかぶった遺跡群は、綺き麗れいさっぱり更さら地ちと化していた。

　石造りの廃はい墟きよがすべて、赤黒い波濤に溶とけて、大地に染しみこんで消えてしまったのだ。

　ただ、ひとつだけ更地にぽつんと転がっているものがあった。遠目だとボロ雑ぞう巾きんのように見える。

　それが目に留まるなり、ケケが嫌いや味みったらしい笑えみを浮かべた。

「アーハートーくん、見～つけた」

　ケケが言うと、ボロ雑巾のようなそれ──アハトがもぞりと動いて、ふらふらと立ち上がる。

「──ぐすっ、えぐっ……ホーリーシィィィット……チャームポイントの色白肌はだが……ウェルダンに……」

　アハトの有様は凄せい惨さんの一言。衣類はボロボロで、露ろ出しゆつした肌はひどい火傷やけどを負ったようにただれていた。泣き顔には肌への嘆なげきの他ほかにも、苦痛が色いろ濃こく滲んでいた。

　廃墟に身を潜ひそめ、遠えん距きよ離りからの射しや撃げきで戦局を有利に進めていたアハトだったが、身を隠かくす遮しや蔽へい物ぶつごと攻撃されたのでは元も子もない。

　スタート時には一いつ旦たん離はなれ離ばなれになった四人が、ここへ来て再び顔を揃そろえた。

「皆みなさん、そこまでです！」

　すると悲痛な叫びが、四人を一いつ斉せいに振り向かせる。

　見届け人として塔とうから決けつ闘とうを観戦していたはずのクリスティーナが、肩かたで息をしてそこにいた。顔からは血の気が引いている。

「もうやめて下さい！　こんなの……話が違ちがいます！」

　男四人を見回して、クリスティーナはうっと口元を押さえる。

　ぼくたちの負傷した姿が、戦いざまが、クリスティーナには少々ショックだったようだ。

　まぁ無理もない。だってクリスティーナはぼくたちの決闘を試合のようなものだと思っていたのだから。

　けれど──、

「？　話が違うって、どういうことだ？」

　ルシオンはじめ、ケケもアハトもきょとんとしていた。

「命のやり取りはしないって言ってたではありませんか！」

「……してねえだろ」

　呆あきれ気味に、ややもすると少し得意気にルシオンは一言答え、クリスティーナを困こん惑わくさせた。

「え!?　いや、でも……！」

「あーっ、クリスティーナちゃん、俺のこと心配してくれてるんだね？　けど大だい丈じよう夫ぶだよ～」

「イエ～ス。こんなの、ちょっとサンオイル塗ぬり忘れちゃったくらいのものデ～ス」

　ケケとアハトがあっけらかんと続き、それがクリスティーナの困惑に拍はく車しやを掛ける。

　しめたと思った。

　ぼくが密ひそかに目もく論ろんでいた策を投じるのには、最高のタイミングだ。

　ぼくは、あえて腹の傷を治さないまま起き上がり、ふらふらとクリスティーナのほうへ近づいていく。

「……大丈夫だよ、クリスティーナ。これくらいはさ、ぼくらにとっては全然命のやり取りじゃないんだ」

　クリスティーナは、ぼくの腹の傷から慌あわてて視線を剝はがす。血が苦手だと、クリスティーナはそう言っていたから無理もない。震える唇くちびるは真っ青だ。

　けれど、だからこそあえて、ぼくは言う。

「ダメだよ。目を背そむけないで、ちゃんと見ててよ、クリスティーナ。ぼくたちは君に見て欲しいんだから。君のために戦う、この勇姿を」

　あくまでにこやかに、けれど言外にたっぷりの皮肉と、そして自じ虐ぎやくを込めた。

「まだ続けるよな」

　ルシオンが誰だれにともなく問う。

「もちろん」

　ぼくは力強く頷うなずいた。

　ルシオンが口角を持ち上げる。

「だよな。でもなユーリ、あの時も言ったが、お前じゃ俺らには勝てねえよ」

「…………」

　ルシオンがいつの発言を引用しているのか、ぼくはすぐに思い出す。

　それは、ぼくら五人が初めて出会った時のこと──七氏族軍資を巡めぐって対立する、商しよう売ばい敵がたきとして出会った時のこと。

　あの時、ルシオンは確かにぼくにそう言った。それは純然たる事実だった。白しろ魔ま道どう士しのぼくでは、ルシオンはもちろん、アハトにもケケにもシイナさんにも到底敵かなわない。戦せん闘とう能力でいったら、ぼくは他の四人に大きく後おくれを取っていた。

　けれど勝敗が決した後で、ルシオンはぼくにこう言ったのだ。




　──ようやく見つけた。俺の命を預けられるやつ。




　そうしてぼくは誘さそわれたのだ。この旅団サークルの立ち上げに。敵も多く、挑いどむダンジョンは難関、怪け我がも絶えないだろう、病や毒に冒おかされることもあるだろう──だからお前が必要だと、そう持ちかけられて……。

　事実、旅団サークル結成当初はぼくもよくみんなの怪我や病を治ち療りようした。

　けれど冒ぼう険けんを重ねるに連れて、旅団サークルとしてのチームワークは向上。怪我人など滅めつ多たに出なくなり、今やぼくは閑かん職しよくの身……だけど、始まりは確かにそう誘われたのだ。ぼくは必要とされていたのだ。

　ならば、今、その役目を全うしよう。

　この旅団サークルの無事を守る白魔道士として、旅団サークルが罹かかってしまった恋こいの病を治そう。

「──ううん、ルシオン。悪いけど、今のみんなじゃぼくには勝てないよ」

「……意外だな。そんな虚きよ勢せいを張るような奴やつとは、思ってなかった！」

　白き残像を棚たな引びかせ、地を滑すべるようにルシオンが駆かける。

「……え、なにユーリ君。〝みんな〟ってそれ、俺も含ふくまれてる？　は？　は？　ナメてんの？　こいてんの？」

　ぼくの挑ちよう発はつが気に障ったようで、ケケの身体からだからバチバチという紫電が弾はじけ、さらにその向こうではアハトが、抜け目なく弓を構えていた。

　ただその全員を、ぼくは確かに視界に収め、スタッフの石いし突づきで地面を刺した。

　刹せつ那な、眩まばゆき光こう芒ぼうが地面を走る。

「「「「!?」」」」

　上空から見ればその光は、紋もん様ようを描えがいていることがわかるだろう。瞬またたく間に地上に描かれた魔ま法ほう陣じんは、その場にいる全員の驚おどろいた顔を照らし上げた。

　そして、

「対象ルシオン、アハト、ケケ──〝治癒取消ヒールキヤンセル〟！」

　声こわ高だかに上げた呪じゆ文もんが天を衝つく。

　それは、用よう途との少なさと難易度の高さから、よほどの物好きしか習得しない秘術──過去に術者が対象者に施ほどこした、白しろ魔ま法ほうの取り消し。

　しかもその効果は遡そ及きゆうする。

　即すなわち、過去ぼくによって治療された、すべての傷が蘇る。

「「「!?」」」

　よって言下に、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい凄惨な事態がルシオン、アハト、ケケの三人の身に起きた。

　引き裂さけ、千切れる筋肉の悲鳴。へし折れて砕くだける骨の絶ぜつ叫きよう。撒まき散らされる、血液の慟どう哭こく。それら耳を覆おおいたくなる、おぞましき不協和音の合唱がわき起こる。

　具体的には──、




　ルシオンの右みぎ腕うで、肩から先がピ────して、ピ────が剝むき出しになった。

　アハトは右みぎ肩かたから左の脇わき腹ばらにかけて袈け裟さに傷が走り、ピ────が零こぼれ出てピ────。

　ケケなど両の眼球がピ────してピ────してピ────してピ────。さらには後頭部がピ────でピ────が覗のぞき見えてピ────。




　その他、細かい傷や怪我はとても数え切れず、全身が真しん紅くに染まり上がる。




「きゃあああああああああああああ！」




　その地じ獄ごくのような光景に、喉のどが裂けんばかりのクリスティーナの悲鳴が重なった。

　無理もない。きっと戦場慣れした兵士ですらが、目を背け鼻白むようなグロテスクさだ。

　あまつさえクリスティーナは普ふ通つうの女の子で、しかも血が苦手ときている。

　さぞぼくたちが気持ち悪かろう。怖こわかろう。

　しかも──、

「……は、はは、はははははははは！　ユーリ、お前、こ、んな、奥の、手を、持ってやがっ、たか……」

「シット……ユーリ、とっても凶きよう悪あくなことするネ……」

「ちょっともう……勘かん弁べんしてくんない……？　超ちよう痛いんだけど……っていうか何も見えないよぉ。暗いよ怖いよぉ～。みんなどこ～？　手当たり次し第だい無差別攻こう撃げきしちゃうよ～？」

　常人ならばとうに死んでる大おお怪け我がを負いながら、ルシオンもアハトもケケもどこか余よ裕ゆうで、あまつさえ誰一人臨戦態勢を解こうとしないのだ。

　地獄を彷徨さまよう幽ゆう鬼きの様相を呈ていしてなお、自分を巡る戦いから降りようとしない──そんな男たちの執しゆう念ねんをまざまざと見せつけられ、当の本人たるクリスティーナは何を思うか。

　それは、真っ青になってガタガタと震ふるえる彼女の表情が物語る。

　ぼくはそれを確かく認にんしたうえで、ダメ押しする。

　ルシオンを見やり、にっと得意気に笑ってみせた。

「効いたでしょ」

「ドヤ顔すんな。こんなの、仲間内だから出来ただけじゃねえか……。ただまぁ、面おも白しろくなって来たな……！」

　ぼくの挑発に、ルシオンもまた爛らんと闘とう志しに目を輝かがやかせ、好戦的に歯を剝いた。アハトもケケも、口くち許もとに弓ゆみ形なりを描いた。

　ぼくらは〝軍資に一番近い旅団サークル〟。

　そう呼ばれるのも伊達だてではない。

　良くも悪くもこの程度で死ねるほど、ヤワな身体の作りをしていない。実際、虚勢でもなんでもなく、これくらいの怪我はまだ序の口だ。

「！　……う、そ……まだ、やるのですか……？　[image: ～][image: ～][image: ～]！　うっ……！」

　クリスティーナは今にも吐はき出しそうに口を押さえ、後ずさる。

　けれど戦いに集中しているぼくらは、もはやそれすらも眼中にない。

　ただただ目の前にいる、恋こい敵がたきたちに意識を向ける。

「こうやって本気でやり合ってると、いよいよ初めて会った時のことを思い出すな」

「あー、確かに、あの時も俺、目ぇおかしくした気がする……」

「もう二度とごめんと思ってたデスのに、こんな形で再戦なんて……涙なみだが止まりマセーン！」

　これほどまでに禍まが々まがしく凶きよう暴ぼうな笑えみを象かたどりながら、出会いの追想に耽ふける者がどこにいるだろう。

　ただその気持ちもわからなくはないから、ぼくもついついつられて笑う。

　確かに今のこの状じよう況きようは、ぼくらが初めて会った時とそっくりだ。

　ならばきっと、その決着も同じ所に帰結しよう。

　ぼくは不思議と安心し、そして思おも惑わく通りに事が運んだ達成感を嚙かみ締しめながら、もう一勝負のために駆ける。

　ぼくが腹部に負った傷にはもちろん、ちゃんと治癒ヒールを施してから──。




　　　　☆




　戦いは激しさを増し、負傷と損そん耗もうの度合いも甚はなはだしく、さすがに体力の底が見えてきた。交かわす言葉はなく、ただただ互たがいの荒あらい呼吸だけが浮うかぶ……そんな頃ころ合あい。

　はたと一呼吸をつくために、四人全員の動きがピタリと止まった。

　それは会話の最中にふと訪おとずれる沈ちん黙もくのようだった。

　そこに折よく流れ込んでくる音があった。

　ペコンペコン──コネクテルの着信音。それも、四人全員、同時に来た。

　あまりにもひどい状態なので詳しよう述じゆつは避さけるが、重傷を通り越こしてもはや〝ボロを纏まとった肉にく塊かい〟と化したぼくらは顔を見合わせ（どれが顔だかわからなくなってるようなメンバーも中にはいたけど）、小休止とばかりにコネクテルを取り出した。

　すると、





《皆みな様さまには付いていけません。どなたともお付き合い出来る自信がありません。なので誠まことに勝手ながら、旅団サークルを抜ぬけさせて頂きます。ごめんなさい。短い間でしたが、本当にお世話になりました。どうか皆様お元気で。さようなら。》






　クリスティーナからの、そんな文字列ラインが入っていた。

「「「「…………」」」」

　啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん愕がく然ぜんと、絶句してぼくらは立ち尽くす。

　もっともぼくは、内心で渾こん身しんのガッツポーズをしていたのだけど……。

「「「……えええええええ……」」」

　さすがにこれだけ暴れた後では、彼女の後を追う元気はおろか、彼女の選せん択たくに不服を垂れる気力すらないようだ。

　虚きよ脱だつ感溢あふれる、途と方ほうに暮れた呻うめき声を、ルシオンとアハトとケケは口を揃そろえて漏もらした。

　そんな三人に、ぼくは訊たずねる。

「……どうする？　もう終わりにする？　治そうか？」

「「「……うん」」」

　互いの意思を確認し合うまでもなく、三人は同時に頷うなずいた。

「じゃあ、帰り肩かた貸してね？　これだけ派手だと、さすがにぼくもすっからかんになるから」

　ぼくはそう告げて、スタッフを握にぎり直して三人にかざす。

「〝治癒ヒール〟！」

　スタッフを介かいしてぼくの身体から、清さやけき魔力の光が[image: ]ほとばしった。

　自分を含む四人全員が、魔力に優やさしく包まれ恩おん寵ちようを受ける。

　ぼくの身体からどんどん力が抜けていくのと反比例して、みんなが負った傷が、時間を巻き戻もどしたように治っていく。骨は繫つながり、肉は結びついた。皮ひ膚ふが塞ふさがり、血は固まって剝はがれ落ちた。

　いくら白魔法とはいえ、こんなにも激しく損傷した肉体が、こうも急速に治っていくのは尋じん常じようではない。奇き跡せきと呼んでも差し支つかえないほどだ。

　その奇跡を可能にした要因は、手て前まえ味み噌そながらぼくの白魔道士としての腕と、ぼくら四人の元々の自己治癒力の強さにある。

　術者と被ひ術者が常人同士であれば、こんなにも著いちじるしく傷が癒いえることはまずない。

　……というかそもそもこんな傷を負って生きていない。

「…………っ」

　魔力が底をついたようだ。

　ぐらっと視界が揺ゆれて、意識が遠のきかける。かくんと膝ひざから力が抜けてその場に崩くずれ落ちそうになる。

　それを支えてくれたのは、すっかり傷の癒えたルシオンだった。

「あぁ……ありがと……。どう……？　身体は……」

　ヘトヘトになりながら訊ねると、ルシオンがふっと屈くつ託たくのない笑みを零す。

「ああ、すっかりなんともない。さすがだな、ありがとよ」

　アハトもケケも、自分の身体をベタベタと触さわっては、怪け我がが治ったことに安あん堵どして胸むねを撫なで下ろしている。

　その表情には、クリスティーナを巡めぐっていがみ合っていた時の険しさは最も早はやない。

　どうやらぼくの思惑通り、落ち着くところに落ち着いたようだ。

　旅団サークルをこれまで通りに存続させるにはどうしたらいいか。

　その答えがこれ。

　クリスティーナ自身の意思で男全員を一いつ斉せいに振ふって、旅団サークルから出て行ってもらえばいい。

　誰だれがクリスティーナを我が物として勝者になるでもなく、全員が負ける──これなら後あと腐くされもない。

　むしろ、同じ女の子に振られたという、不思議な仲間意識すら芽生えて──、

「……とりあえず、ひとっ風ぷ呂ろ浴びに行くか」

「「「賛成～」」」

　ルシオンの提案に、ぼくらは素す直なおに同意した。

　一時は崩ほう壊かいの危機かと思われたけれど……なに、この通りなんともない。

　白魔道士としていい仕事をしたと思うのだが、どうだろう。

　あとでエマに話してみよう。







[image: エピローグ]




　決けつ闘とうから四日が経たった。

　その間ぼくは空っぽになった魔力の回復に努めた。ぼく以外のメンバーも、怪我こそ治りはしたけどみんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったようだから、ゆっくりと養生したようだ。

　そして養生開始から五日目。すっかり元気になったぼくらは、いよいよ当初の目的、七氏族軍資を求めてシェグのダンジョンを目指していた。

　ダンジョンはヴィムタリアの北東──かつてこの地に栄えていた国の遺い跡せきに、シェグが手を加えてダンジョンに仕立てあげたらしい。

　綿みたいな雲が薄うすく棚たな引びく青空のもと、ぼくらはその入り口を目指して、道なき野原を縦断する。

「──今回の探たん索さくは油断するでないぞ。確かに儂わし一人であったとはいえ、これまでに潜もぐったダンジョンの中でも一、二を争う難所に思えた。罠わなもさることながら、魔ま術じゆつを使うモンスターの群れがおっての、そやつら、小こ癪しやくにも罠を誘ゆう発はつさせて儂を陥おとしいれようと──」

「ＨＡＨＡＨＡァ～！　ドンウォーリーデスヨ、シイナ！　このボクがいる限り、旅団サークルを危ない目には遭あわせマセ～ン！　トラップはぜ～んぶ見み抜ぬいて、ドキドキもワクワクもハラハラも何もない、退たい屈くつなダンジョン攻こう略りやくをお約束シマ～ス！」

　それとこの通り、クリスティーナの離り脱だつを受けて、シイナさんも旅団サークルに帰ってきた。

　というか、ぼくがアハトに宿しゆく泊はく先を伝え、シイナさんを迎むかえに行かせた。

「……そうじゃな。期待しておる」

「！　……アンビリーバボッ。シイナがついに、ボクを認めてくれたデス……！」

「ああ、お主と潜るダンジョンの退屈さは、儂も大いに認めておる」

「……なんか言い方にトゲがあるデスネェ……」

　クリスティーナの一件を経て、シイナさんとアハトが互いのことをどう思っているのか、直接聞いたりはしていないのでぼくにはわからない。

　アハトはシイナさんに対してあからさまな愛の言葉は投げかけなくなった。それは大きな変化だけれど、以前と何ら変わらぬ好感をシイナさんに抱いだいているのは見ていてわかる。

　一方シイナさんのほうは、終始クールで無骨な態度を崩さない。アハトに対しては特に手厳しい。つまり以前と何も変わらない。

　ただ、ぼく個人としてはシイナさんに、以前のような近寄り難がたさを感じなくなった。それはおそらく、シイナさんの本当の顔を見たから。

　シイナさんが旅団サークルに戻ってきた時、赤面したシイナさんから「ユーリには色々感謝しておるが、あの夜のことは忘れてくれ……」とこっそり耳打ちされたけれど、それは無理な相談というものだ。

　あの夜のことを忘れたら、シイナさんへの親近感も、一緒に忘れることになってしまう。そんな勿もつ体たい無ないことはしたくない。

「ま、一人だったとはいえシイナが苦戦したダンジョンだ。七氏族軍資も期待していいかもな」

　シイナさんの注意喚かん起きにアハトが得意気に胸を張った一方、ルシオンはそう言って涼すずし気な笑えみを浮かべる。

　それにケケが首を捻ひねった。

「……あれ？　そういえばルシオン、七氏族軍資に興味ないみたいなこと言ってなかった？」

　言ってた。クリスティーナをどうするかの口論の中で。

　七氏族軍資探しは建て前で、許嫁いいなずけとの結けつ婚こんが嫌いやで飛び出してきたようなものだ、と。

　それに関してはぼくも気にはなっていたものの、なんとなく聞けずにいたことなので耳をそばだてる。

「興味なくはねえよ。相変わらず家元から離はなれられる口実だ」

「あー、はいはい。未開の土地にあるっていうご実家。常に堆たい肥ひ臭くさいっていうあの」

「おまんあんますおらのくにさわるぐいうどぶっごろすど」

「でもデスヨー？　七氏族軍資ゲットしたら、結局バックホームすることになるんじゃないんデスカー？」

「ああ。けど、七氏族軍資を土産みやげに帰れば、さすがに誰も俺に物言えなくなるだろ」

「…………」

　ああ、そういうことか。今の発言や、クリスティーナをお嫁よめさんとして連れ帰ろうとしたことからも、ルシオンがどういう立場にあるのかが朧おぼろげながら窺うかがえる。

　ルシオンが七氏族軍資を狙ねらう理由は一族の繁はん栄えいのためだと、本人からはそう聞いてきた。実際、それはそうなのだろう。

　けどその言葉を、額面通りに受け取ってはいけなかったのだ。

　ルシオンは、何も一族を繁栄させて富や名声を確固たるものとしたいわけじゃない。

　きっと、さらにその先にあるもの──ルシオン自身の自由を手に入れようとしているのではないだろうか。

　それに引き換かえ、ぼくが七氏族軍資を探し求める理由ときたら……『ガーネッシュ戦記』が読みたいっていう、それだけだもんなぁ。

　我われながら軽けい薄はくというか、ボンクラというか……。

　ただ、裏を返せばぼくの本への愛は、ルシオンの自由への渇かつ望ぼうに匹ひつ敵てきするほど強いものなのではと、心のどこかで得意気に思っていたりもするのだから、つくづく救いようがない。

「──見えた。あれがシェグのダンジョンじゃ」

「Hoooo!　それじゃ張り切って行きまショウ！」

　青い野原を突つっ切った先、なだらかな丘おかのてっぺんに、塔とうの先せん端たんのような遺跡が何本か、にょきっと生えている。きっとあの丘の地下に遺跡が眠ねむり、ダンジョンとして冒ぼう険けん者しやたちを待ち構えているのだろう。

　丘を登り、遺跡の窓部から、さあ中へ入ろうとしたその時、ぼくのコネクテルがペコンペコンと鳴いた。

　誰だろう。エマかな？　そう思ってコネクテルを覗のぞくと、そこに表示されていた名前は、クリスティーナ。

「…………っ」

　予期せぬ便りに、ぼくは驚おどろいた。はずみで旅団サークルのみんなにも言いかけたけど、それは得策ではないような気がして思い留とどまった。

　さもエマからの文字列ラインが届いたかのように平然と、下手に隠かくそうとせず堂々と、ぼくはコネクテルを操作して、クリスティーナからの文字列ラインの封ふうを開けた。





《ご無ぶ沙さ汰たしております。そちらはお元気でしょうか。》

《勝手にユーリ様たちの元から去っておいてなんですが、私の方で今後の身の振り方が決まりましたので、一応ご報告をと思いまして、ご連れん絡らくさせて頂きました。》

《幸運にも、とある商隊に拾って頂き、雑用係として行商の旅にお供させて頂くことになりました。その方々と各地を巡り、記き憶おくを探したいと思います。皆みなさん優やさしい人ばかりで、とても親切にしてもらっているので、ご安心下さい。それでは。》






「…………」

　読み終えて、二つの意味でほっとしている自分がいた。

　一つは、クリスティーナがまたうちの旅団サークルに厄やつ介かいを持ち込もうとしているわけではなさそうだという安あん堵ど。

　もう一つは、素直にクリスティーナの安否と今後を知れた安堵……よかった。商隊とあるから、またその中でサークルクラッシャーにならないかどうかは心配だけど、ともかく記憶探しの旅を続けられそうなら何よりだ。彼女の息災と、良き出会いを祈いのりたい。

　そうして胸の内で手を合わせると、あらたに一通、文字列ラインが入った。





《追つい伸しん。『ガーネッシュ戦記』は本当に楽しみにしていました。いつか見つけられたら、私にも読ませて頂けますか？》






「…………」

　コネクテルの上で、ぼくは指を彷徨さまよわせた。

　仕様上、ぼくがこうして目を通したことは相手にも伝わっているはずだが、さてこの文字列ラインは返すべきなのか、返さないでいるべきなのか……。

　なんとなく、この文字列ラインにぼくは、クリスティーナの未練を感じた。一いつ緒しよにはいられないけれど、繫つながりを完全に絶つのも忍しのばれるという彼女の気持ちが透すけて見える気がした。

　それが、この言葉通り『ガーネッシュ戦記』にあるのか、それとも〝軍資に一番近い旅団サークル〟というビッグネームにあるのかはわからないけれど……。

　まぁ理由はどうあれ、せっかく距きよ離りを取ることが出来た旅団サークルの厄介者に、文字列ラインのたった一通とはいえ、再び接せつ触しよくしていいものかどうか……。

　迷い、悩なやみ、ぼくはふと想像してみた。

　クリスティーナ、ぼくが返事を返したらどんな顔するだろう。

　コネクテルをぎゅっと胸に抱き、喜んでくれたりする？

　いや、ちょろいなあの童どう貞ていと、ほくそ笑んだりする？

　安心してくれる？

　これからも連絡くれる？

　それとも──。

　クリスティーナ、ぼくが既き読どくスルー決めたらどんな顔するだろう。

　コネクテルを握にぎりしめて、いつまでもぼくからの返事を待ってる？

　なんだ無視かと、さっさと諦あきらめて忘れてしまう？

　寂さびしそうにする？

　悲しそうにする？

　それとも──。

「おーい、何してんだユーリ」

　ダンジョンの入り口、塔の窓部の中から、ルシオンがぼくを呼ぶ声がする。

「……ごめん、すぐ行く！」

　結局ぼくはクリスティーナへの返事を返さないまま、コネクテルを懐ふところにしまい、ダンジョンへと潜もぐっていった。




　　　　☆




　ねえ、クリスティーナ。

　君が本に興味を持ってくれたこと、感想の言い合いっこをしたり、買い物にまで付き合ってくれたこと、ぼくを好きって言ってくれたこと……あれ全部、本当に嬉うれしかったし、楽しかった。

　ぼくも、君のことが大好きだった。

　それにね、君がどうしてあんなに人ひと懐なつこくて、ぼくらみんなに思わせぶりな態度を取ってしまったか、その理由もなんとなくわかるから、今でも君のことは嫌きらいになれないんだ。

　けど、ごめんね。

　ぼくはやっぱりこの旅団サークルが大事だから──七氏族軍資を見つけたいから、君とはもう関かかわれないよ。

　だから、さようなら。

　ありがとう。




　　　　☆




　猛たけるモンスターの群れを余よ裕ゆう綽しやく々しやくで退けて、数々のトラップに掛かかることもなく、ぼくたちはシェグのダンジョンを奥へ奥へ。

　行き止まりに空っぽの宝箱があって、空から振ぶりかと思ったけれど、アハトが隠し通路を見つけてさらに奥へ。

　人一人が通れるくらいの狭せまい通路を抜ぬけた先で、ぼくたちは目を瞠みはる。

　切り石で舗ほ装そうされていたここまでのダンジョンとは様相が違ちがった。

　そこはまるで、氷の洞どう窟くつ──見た瞬しゆん間かんに冷気を感じた。が、しかしそれは錯さつ覚かく。

　ごつごつとした岩の壁へき面めんに、苔こけのように張り付いて咲さき乱れているのは水すい晶しよう石で、しかも奥には壁かべかと見み紛まがうほどに巨きよ大だいな封ふう印いん結晶が──って、あれ？

　なんかこの光景、激しく既き視し感かんが……。

「クリスティーナ二号、来ル───!?」

「……来るならば来い……」

　みんなも頭をよぎったものは同じだったようで、アハトは驚きよう愕がくの声を上げ、シイナさんは殺気を[image: ]ほとばしらせて鉄てつ腕わんを構える。

　いやいやいや、まさかまさか。そんな馬ば鹿かなことあるわけない。

「……よし、今度はクリスティーナが死なないように真ま面じ目めに封印解くわ」

　いやだから絶対クリスティーナじゃないから。

　ケケの身体からだから魔ま力りよくがゆらり、黒こく煙えんのように立ち昇のぼる。

　封印解除の呪じゆ文もん詠えい唱しようを、ケケが一言一句端折はしよらず行うと、言下に封印結晶がひび割れた。

　びきびきと亀き裂れつが走り、光が漏もれる。

　ついには封印結晶は粉々に砕くだけ散り、眩まばゆい閃せん光こうが弾はじけた。

　その閃光に、ぼくらはみんな妙みような緊きん張ちよう感かんとともに目を凝こらす。

　と、




　──ばさり。




　落ちてきたのは、一冊の手帳のようだった。

　なんだとみんなが肩かた透すかしを食くらう一方で、ぼくはその手帳に飛びついていた。

　もしかしたらそれがカルルク・ノンクルの私物で、あわよくば『ガーネッシュ戦記』について書かれてはいないかと、そんな考えが脳のう裏りをよぎったのだ。

　手に取るとその手帳は革かわ張ばりで、かなり使い込んだ形けい跡せきが見られる。

　そして裏返してみると、裏表紙の下した隅すみに持ち主の名らしき刻印が入っていた。

『シェグ・ル・アンジェロ』と。

「……これ、シェグの手帳……？」

　カルルク・ノンクルの手帳ではなかったという、小さな失望──それをシェグの手帳であるという興奮が飲み込んだ。

「シェグの!?　本物か!?」

　七氏族軍資の行方ゆくえを知る人物の手帳と聞き、真っ先にルシオンが駆かけて来る。他ほかのみんなも集まってきて、ぼくがパラパラとめくる手帳を押し合いへし合い覗き込む。

　ざっと見た感じだと、ありとあらゆる雑事を書き留めておく備び忘ぼう録ろくのようだ。

　その日に起きた出来事から、料理のレシピや各地の魔鉱石の相場、市し井せいの噂うわさ話ばなしや伝承なんかまで、ごちゃごちゃに書き殴なぐられている。

「本物かどうかは……どうだろう。詳くわしく調べてみないとちょっと」

　ぼくが答えると、ルシオンは自分自身を落ち着かせるようにゆっくりと相あい槌づちを打つ。

「……ああ。そうだな。けどこんな隠し通路で、あんなでかい封印結晶に入ってたってことは、本物の可能性は高いよな？」

　しかし、それでもルシオンは期待せずにはいられないようで、そう訊たずねてくる。

　楽観は出来ないけれど、ぼくもこれは本物のような気がして、口角を上げて頷うなずいた。




　　　　☆




「いやー！　大きく前進じゃーん！　あとはもうあれでしょ？　読書家のユーリ君がそれを華か麗れいに解読して、七氏族軍資の在り処かまでバシッと突つき止めちゃうんでしょ？　いやー！　期待大だわー！　もう大船に乗った気でいるわ俺ー！」

「うむ、そろそろお師様や同門の者らに、帰りを知らせる文ふみを認したためておこうかのう。我われらが流派の悲願を叶かなえる日は近いと、そう書き添そえてな」

「ボクなんてもうローン組んで家買っちゃいマース！」

「いや、変にプレッシャーかけるのやめて？　普ふ通つうに空振りに終わる可能性あるからね？　早まらないでみんな」

　地上へと戻もどるその道中、みんなはすっかり七氏族軍資への大きな手て掛がかりを見つけた気になっていた。

　そんなみんなをたしなめつつ、ぼくはシェグの手帳に目を通している。

　もう半分くらい読んだけど、それらしき記述は見当たらないまま、元の入り口から地上へと出た。

　ダンジョン内では照明魔法を使用していたとはいえ、やはり太陽の明るさには勝てない。

　小春日和びよりの陽ひ射ざしと、風が走る野原の青が眩まぶしい。ダンジョン内で取り込んだ淀よどんだ空気を吐はき切って、清すが々すがしい空気で肺を満たす。

　そうしてまた、何気なく手帳のページを繰くり──、

「……んんっ!?」

　ぼくは目を皿にして固まった。

　異変に気づいたルシオンたちが、手帳を覗のぞき込んでくる。

「どうした、ユーリ！　七氏族軍資のこと載のってたか!?」

「さすがデース！　親しん戚せき全員、仕事やめさせてボクのマイホームに呼び寄せマース！」

「いやだから早まらないでってば！　……あ、でも、どうなんだろう。本当にそれっぽいのが……。と、とにかくここ見て！」

　ぼくが指差した箇か所しよに走り書きされていた記述──それは……、





《処しよ刑けい前夜、ハイウェザー家の娘むすめ・マリアの救出に成功。同どう胞ほうの犠ぎ牲せいは忘れない。必ず彼らの故郷へ遺品を届ける。》

《七氏族軍資と同じく、来きたるべき日、来るべき者たちのため、マリアを我がダンジョンに封印する。》






「「「「「…………」」」」」

　全員が、あんぐりと口を開けて絶句した。

　ハイウェザー家を盟主とした七つの氏族の連合と、とある魔族の間で起こったハイウェザー戦せん役えき──その大戦のそもそもの原因はなんであったか。

　それは、とある魔族領の長おさがハイウェザー家の娘・マリアに惚ほれ込み、強ごう引いんに娶めとろうとしたことに端たんを発はつする、一人の少女を巡る戦いであった。

　双そう方ほうに甚じん大だいな被ひ害がいを出したこの戦争は、最終的にハイウェザー家が戦争責任のすべてを負うこととなり、その他六つの氏族がハイウェザー家を一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしに処すことで、終戦の手打ちとなっている。

　マリアもまた、その折に処刑された。

　……はずだった。

　が、

「……あのマリアが、生きてる……？」

　ルシオンが声を絞しぼり出す。

　この手帳がもし、正しよう真しん正しよう銘めいシェグの手帳であるならば、それが歴史の闇やみに葬ほうむられた真実なのだろう。

　それだけでもぼくらとしては驚おどろきなわけだが、何よりも度ど肝ぎもを抜かれたのは、処刑から逃のがれられたマリアの行方。

「シェグのダンジョンに、封印されて……？」

　傾けい城せいの美少女と、そうある者からは忌いみ嫌われ、そうある者からは称たたえられたマリアは、透き通るような金髪と、冴え冴えしい青い瞳が特とく徴ちよう的な娘であったと伝え聞く。

　そしてぼくらは奇くしくも最近、そんな特徴を持つ、シェグのダンジョンに封印されていた女の子を知っている。

「もしかしてクリスティーナって……マリアだったんじゃ……」

　ぼくが震ふるえる声で言った途と端たん、弾かれたようにルシオンが言う。

「コネクテルだ！　すぐにクリスティーナに連れん絡らくを！」

「イェス！　これもしかしたら、クリスティーナが記き憶おくをゲットバックしたら七氏族軍資の在り処も知ってたりするんじゃないデスカ!?」

「クリスティーナちゃんへの音声コネクトなら俺に任せろ！　超ちよう早いから！　もう何百回と掛けてるから指が覚えてる！」

　一いつ斉せいにコネクテルを取り出す男三人……と、ぼく……。

「……なぜお主ら全員、あの女の連絡先を消しておらんのかのう……」

　シイナさんの胡う乱ろんな目が怖こわい。

　四人一斉にコネクトしても繫つながらないだろお前らしまえと、俺が俺がのすったもんだを演じた挙げ句、シイナさんの鶴つるの一声でぼくが音声コネクトすることに。

　すると、




『相手が魔力波の届かないところにいるか、魔力が枯こ渇かつしているため、かかりません』




「「「「「…………」」」」」

　返ってきたのは、そんなアナウンス。

「[image: ～][image: ～][image: ～]！　追え───！　クリスティーナちゃんを……マリアを追え───！」

　いてもたってもいられないといったように、ケケが真っ先に駆け出した。

「ヴィムタリアから別の都市へ行くとしたらデーゼル川だ！　港へ行くぞ！」

　遅おくれじとルシオンも地を蹴けって、あっという間にケケを追い抜ぬき先頭を走る。

「やれやれ……まぁ、七氏族軍資のためならば仕方がないかのう……。ゆくぞアハト。お主、得意じゃろ？　目鼻耳、時には舌をも動員して女の行方を執しつ拗ように追つい跡せきし手て篭ごめにするのは」

「人を変態みたいに言わないでクダサーイ！　確かにハンティングはボクの特技デスケド、泣きマスヨー!?」

　シイナさんとアハトも、じゃれ合いのような会話を交かわしながら、後に続く。

　そして、

「…………」

　どんどん遠ざかっていってしまう四人の背中に引きずられるように、ぼくもまた駆け出した。

　自分が追い出した女の子を追いかけるだなんて、本当にばつが悪い……。

　とか思ってるくせに、ぼくの足取りはやけに軽かろやかで──。

















つづく？　









　あとがき







　この本、僕にとってめちゃくちゃ縁えん起ぎがいいんですよ。

　奥付を見てみてください。初版発行の日付が、二〇一六年の十一月一日になっていると思います。

　要はこの本の発売日ですね。実際のところはこれより何日か前に書店に並んだりするようですが……この日付、僕の誕生日なんです！　僕は十一月一日生まれなんですよ！

　いやー、なんというか、運命的なものを感じますなぁ。そっかぁ……今年の誕生日プレゼントは印税かぁ……。素す敵てき！　小こ粋いき！　ロマンチック！　記帳しにいくのが楽しみだなぁ。振ふり込み日はいつですか担当さん。

　あと、印刷所ってところも見てもらえます？　旭あさひ印刷株式会社ってありますよね。今回はこちらの会社さんに印刷をお願いしているのですが……なんと！　こちらの会社さんの印刷工場があるのが僕の地元なんですよ！

　めっちゃ生活圏けん内ない！　しょっちゅう前の道とか通ってるしね！

　こちらの工場のすぐ近くにある中学校なんて我が母校ですから！

　いやー、縁えんありまくり。感無量。この本は執しつ筆ぴつから印刷に至るまでオラが町の力を結集して製造されているわけですね。胸熱じゃないですかー。嬉うれしいなー。生まれてこの方地元にい続けてよかったー。大正義実家暮らし。




　以下、謝辞。

　担当編集の具ぐ志し堅けんさん。声をかけてくれてありがとうございます。デビュー時に面めん倒どうを見てもらったのが五年前とかでしょうか。また一いつ緒しよに本を作れて嬉しいです。ところで振り込み日はいつですか。

　イラストを担当してくださったＲアール_りんごさん。超ちよう絶ぜつエロかわいいイラストをありがとうございました。イラストが届く度たびに、勝利を確信していました。

　またここには書ききれませんが、旭印刷株式会社様ならびに、本書の制作、販はん売ばいに関わって下さったすべての方々に感謝を。

　そして、今この本を手に取って下さっている貴方あなた様にこそ最大級の感謝を。

　少しでもお楽しみいただけたのであれば、これに勝まさる喜びはございません。

　秀ひで章あきでした。それではまた。
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